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現
在
の
高
等
学
校
の
教
科
・
科
目
構
成
（
全
学
科
共
通
教
科
等
）

特
別
活
動
は
単
位
数
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
に
年
間

35
単

位
時
間
以
上
、
生
徒
会
活
動
及
び
学
校
行
事
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
実
態
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
授
業
時
数
を
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

平
成
２
７
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１
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中
央
教
育
審
議
会

初
等
中
等
教
育
分
科
会
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高
等
学
校
国
語
科
の
改
訂
の
方
向
性
（
素
案
） 国
語
総
合

【
共
通
必
履
修
科
目
】

国
語
表
現

現
代
文
Ａ

現
代
文
Ｂ

古
典
Ａ

古
典
Ｂ

≪
現
行
科
目
≫

≪
改
訂
の
方
向
性
（
案
）
≫

【
言
語
文
化
（
仮
称
）
】

上
代
（
万
葉
集
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
）
か
ら
近
現
代
に
つ
な
が
る

我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
科
目

・
言
語
の
文
化
的
側
面
（
我
が
国
の
歴
史
の
中
で
創
造
さ
れ
、
上
代

か
ら
近
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
的
に
高
い
価
値
を
も
つ

言
語
そ
の
も
の
）
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
、
こ
れ
を
継
承
し
て
い
く

一
員
と
し
て
、
自
身
の
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
生
か
す
能
力

【
現
代
の
国
語
（
仮
称
）
】

実
社
会
・
実
生
活
に
生
き
て
働
く
国
語
の
能
力
を
育
成
す
る
科
目

・
実
社
会
・
実
生
活
に
お
け
る
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
必
要
な
国
語

の
能
力

（
根
拠
に
基
づ
い
て
論
述
し
た
り
議
論
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な

能
力
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
能
力
の
育
成
に
必
要
と
な
る
、
多
様
な

資
料
等
を
収
集
し
て
解
釈
す
る
能
力
等
）

【
文
学
国
語
（
仮
称
）
】

小
説
、
随
筆
、
詩
歌
、
脚
本
等
に

描
か
れ
た
人
物
の
心
情
や
情
景
、

表
現
の
仕
方
等
を
読
み
味
わ
い
、

評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の

創
作
に
関
わ
る
能
力
を
育
成
す

る
科
目

【
古
典
探
究
（
仮
称
）
】

古
文
・
漢
文
を
主
体
的
に
読
み

深
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
に

と
っ
て
の
古
典
の
意
義
や
価
値

に
つ
い
て
探
究
す
る
科
目

【
論
理
国
語
（
仮
称
）
】

多
様
な
文
章
等
を
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
理
解
し
、
創
造
的
に

思
考
し
て
自
分
の
考
え
を
形
成

し
、
論
理
的
に
表
現
す
る
能
力
を

育
成
す
る
科
目

【
国
語
表
現
（
仮
称
）
】

表
現
の
特
徴
や
効
果
を
理
解
し

た
上
で
、
自
分
の
思
い
や
考
え

を
ま
と
め
、
適
切
か
つ
効
果
的
に

表
現
し
て
他
者
と
伝
え
合
う
能
力

を
育
成
す
る
科
目

選 択 科 目 （ 案 ）共 通 必 履 修 科 目 （ 案 ）

平
成
２
８
年
３
月
１
４
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
（
会
議
後
修
正
）
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国語 WG における取りまとめ（案） 

 

１．現行学習指導要領の成果と課題 

○ 国語科においては、実生活で生きて働き、各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を

身に付けることや、我が国の言語文化を享受し継承・発展させる態度を育てること等に重

点を置いて、その充実を図ってきたところである。 

○ そうした改善・充実を受けて、OECD 生徒の学習到達度調査（PISA）（2012 年）にお

いて、「読解力」の平均得点が比較可能な調査回以降、最も高くなっているなどの成果が

見られる。 

○ また、国語科で培った能力を基本として各教科等において言語活動の充実を図ってきた

ところであるが、全国学力・学習状況調査において、各教科等の指導のねらいを明確にし

た上で、言語活動を適切に位置付けた学校の割合は、小学校、中学校ともに 90％程度と

なっており、小学校及び中学校においては言語活動の充実を踏まえた授業改善が図られて

いる。 

○ 一方、全国学力・学習状況調査等の結果からは、小学校では、文の中における主語を捉

えることや、文の構成を理解したり表現の工夫を捉えたりすること、目的に応じて文章を

要約したり、複数の情報を関連付けて理解を深めたりすることなどに課題があること、中

学校では、伝えたい内容や自分の考えについて、根拠を明確にして書いたり話したりする

ことや、複数の資料から適切な情報を得て、それらを比較したり関連付けたりすること、

文章を読み、根拠の明確さや論理の展開、表現の仕方等について評価することなどに課題

があることが明らかになっている。 

○ 高等学校では、教材への依存度が高く、主体的な言語活動が軽視され、依然として講義

調の伝達型授業に偏っている傾向があり、授業改善に取り組む必要がある。また、文章の

内容や表現の仕方を評価し目的に応じて適切に活用すること、多様なメディアから読み取

ったことを踏まえて自分の考えを根拠に基づいて的確に表現すること、国語の語彙の構造

や特徴を理解すること、古典に対する学習意欲が低いことなどが課題となっている。 

○ 児童生徒の読書状況については、小学生の平均読書冊数は１０年前に比べて大きく増加

したが、中学生、高校生に大きな変化はない。また、１か月間に読んだ本が０冊の生徒の

割合は、小学生、中学生は１０年間で減少傾向にあるが、高校生に大きな変化はなく、小

学生、中学生に比べて、高校生の読書活動に改善が見られない状況にある。 

○ 今回の学習指導要領の改訂においては、これらの課題に適切に対応できるよう改善を図

っていくことが必要である。 

 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 １ ７ 日 
教 育 課 程 部 会 
国 語 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 

資料３ 
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２．育成すべき資質･能力を踏まえた教科等目標と評価の在り方について 

（１）教科等の特質に応じ育まれる見方・考え方 

○ 各教科等を学ぶ意義を明確化するため、今回の改訂では、各教科等において身に付ける

資質・能力の三つの柱を整理することとしている。これらの資質・能力の育成のために中

核的な役割を果たすのが、各教科等の本質に根ざした見方・考え方である。総則・評価特

別部会において、「見方・考え方」とは、「様々な事象を捉える教科等ならではの視点」

と「教科等ならではの思考の枠組み」であると議論されている。 

○ 国語科は、様々な事象や対象の内容を自然科学や社会科学等の視点から理解することを

目的とするのではなく、様々な事象をどのように言葉で捉えて理解し、どのように言葉で

表現するか、という言葉を通じた理解や表現、及び、そこで用いられる言葉そのものを学

習対象とするという特質を有している。したがって、言葉に着目して、言葉の働きを捉え

るという国語科固有の視点を踏まえ、自分の思いや考えを深めたり表現したりするために

思考することが、「国語科ならではの思考の枠組み」であると考えられる。 

○ 本ワーキンググループでは、①創造的思考とそれを支える論理的思考の側面、②感性・

情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの側面1から言葉の働きを捉え、自分の思い

や考えを深めたり表現したりすることが、国語科において育むべき「言葉に対する見方・

考え方」であると整理した。 

○ この「言葉に対する見方・考え方」を働かせることによって、言葉で表現された対象に

対する認識や自分の思いや考え、表現などが深まったり更新されたりすることが国語科の

学びであり、そこでは、言葉と対象をつなぐことと、そのつないだ関係性を言葉を通して

問い直して深めたり更新したりすることが行われていると考えられる。 

○ なお、国語科においては、現行の学習指導要領において、「古典について解説した文章

を読み、昔の人のものの見方や感じ方を知ること。」（小学校第５学年及び第６学年）、

「文章に表れているものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広くする

こと。」（中学校第１学年）、「幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見

方、感じ方、考え方を豊かにしたりすること。」（高等学校「国語総合」）などのように

「ものの見方や考え方」等の表現を用いてきた。 

  この「ものの見方や考え方」等の表現は、個人または集団の事象を捉える視点と思考の

枠組みであり、国語科の本質に根ざした「見方・考え方」とは異なるものと整理する。た

だし、個人または集団の事象を捉える視点と思考の枠組みには、言葉が介在しているため、

当該個人や集団が、どのように言葉の働きを捉えるかということと関わりがあり、個人ま
                                            
1 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会言語能力の向上に関する特別チームにおいて、これまでの

各種会議等（文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」（平成１６年２月３日）等）の

議論の成果を踏まえ、言語能力を構成する資質・能力について、①創造的思考とそれを支える論理的思考の側

面、②感性・情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの側面の三つの側面から整理されたことを受け、本

ワーキングループにおいても、同様の整理をしている。 
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たは集団の「ものの見方や考え方」等を通じて、国語科の本質に根ざした「見方・考え方」

を成長させることも考えられる。 

 

（２）小学校、中学校、高等学校を通じて育成すべき資質･能力の整理と、教科等目標の

在り方 

○ 本ワーキンググループにおいては、学校段階ごとに育成すべき資質・能力について、以

下のとおり整理した（別紙１）。学校段階ごとの国語科の教科目標についても、このよう

な資質・能力の整理に基づき、検討していくことが求められる。 

（小学校） 

◎国語で表現し理解することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、

人と人との関わりの側面から言葉の働きを捉える言葉に対する見方・考え方を働かせ、

言語感覚を養い、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を育成する。 

①日常生活に必要な国語の特質（仮）について理解し使うことができるようにする。 

②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を養い、人と人との関わり

の中で、国語で適切に表現したり正確に理解したりするとともに、新たな考えを創造す

る力を高めるようにする。 

③言葉を通じて伝え合うよさを味わうとともに、言葉の大切さを自覚し、国語を尊重する

ようにする。 

（中学校） 

◎国語で表現し理解することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、

社会との関わりの側面から言葉の働きを捉える言葉に対する見方・考え方を働かせ、言

語感覚を豊かにし、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を育成する。 

①社会生活に必要な国語の特質（仮）について理解し適切に使うことができるようにする。 

②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を養い、社会との関わりの

中で、国語で適切に表現したり正確に理解したりするとともに、新たな考えを創造する

力を高めるようにする。 

③言葉を通じて伝え合う価値を認識するとともに、言語文化に関わり、国語を尊重するよ

うにする。 

 

（高等学校） 

◎国語で表現し理解することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、

社会や他者との関わりの側面から言葉の働きを捉える言葉に対する見方・考え方を働か
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せ、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を

育成する。 

①生涯にわたる社会生活や専門的な学習に必要な国語の特質（仮）について理解し適切に

使うことができるようにする。 

②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を伸ばし、社会や他者との

関わりの中で、国語で効果的に表現したり的確に理解したりするとともに、実社会の視

点から、新たな考えを創造する力を高めるようにする。 

③言葉を通じて伝え合う意義を認識するとともに、言語文化の担い手としての自覚を持ち、

生涯にわたり国語を尊重してその向上を図るようにする。 

 

○ なお、小・中学校においては、文字の由来や文字文化に対する理解を深めることについ

て、高等学校においては、実社会・実生活に生かすことや多様な文字文化に対する理解を

深めることについて、高等学校芸術科（書道）とのつながりを意識して、その位置付けを

検討する必要がある。 

○ また、幼児教育で育まれる「生活や遊びの中で、数量などに親しむ体験を重ねたり、標

識や文字の役割に気付いたりし、必要感に応じてこれらを活用するようになる。」「言葉

を通して先生や友達と心を通わせ、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を

身に付けるとともに、言葉による表現を楽しむようになる。」などといった資質・能力と

の関連について十分に意識するとともに、これらの基礎の上に立って、小学校、中学校、

高等学校それぞれの学校段階において、国語科でどのように資質・能力を身に付けさせる

のかを明確にしていくことが必要である。 

○ これらの資質・能力については、言語能力の向上に関する特別チームにおける言語能力

を構成する資質・能力の整理を踏まえ、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、

「学びに向かう力や人間性等」の３つの柱に沿った整理を行い、別紙２のとおり本ワーキ

ンググループとして取りまとめたところである。  

○ 「知識・技能」には、「言葉の働きや役割に関する理解」、「言葉の特徴やきまりに関

する理解と使い分け」、「言葉の使い方に関する理解と使い分け」、「書写に関する知識・

技能」、「伝統的な言語文化に関する理解」、「文章の種類に関する理解」、「情報活用

に関する知識・技能」などの項目が挙げられる。 

  特に、「言葉の働き、役割に関する理解」は、言葉そのものに対するメタ認知のことで

あり、言語能力を向上させる上で重要な要素である。このことは、これまでの学習指導要

領においても扱われてきたが、実際の指導の場面において、十分なされてこなかったこと

が指摘されている。また、「言葉の使い方に関する理解と使い分け」には、これまで「知

識・技能」としては明確に位置付けられてこなかった、話したり聞いたり書いたり読んだ

りする技能を含むものとしている。 
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○ 「思考力・判断力・表現力等」には、言語の働きを捉える三つの側面（①創造的思考と

それを支える論理的思考の側面、②感性・情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの

側面）に着目しながら、文章や発話2を理解したり文章や発話により表現したりするため

の力として、「情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力」、「言葉によって感じた

り想像したりする力、感情や想像を言葉にする力」、「言葉を通じて伝え合う力」、「構

成・表現形式を評価する力」、「考えを形成・深化する力」を整理した。 

○ 特に、これからの子供たちには、創造的・論理的思考を高めるために「情報を多角的・

多面的に精査し構造化する力」がこれまで以上に必要とされるとともに、自分の感情をコ

ントロールすることにつながる「感情や想像を言葉にする力」や、他者との協働につなが

る「言葉を通じて伝え合う力」など、三つの側面の力がバランスよく育成されることが必

要である。 

また、より深く、文章や発話を理解したり、文章や発話により表現したりするためには、

「情報を編集・操作する力」、「新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情に統合

し構造化する力」、「新しい問いや仮説を立てるなど、既に持っている考えの構造を転換

する力」などの「考えを形成・深化する力」を育成することが重要である。 

○ これらの力は、それぞれ別々に働くこともあるが、文章や発話を理解したり、文章や発

話により表現したりする上では、通常、複数の力が結び付いて働いている。例えば、中学

校段階では、「情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力」のうち「論理（情報と情

報の関係性：共通－相違、原因－結果、具体－抽象等）の吟味・構築」や「情報を編集・

操作する力」を働かして、文章に表現されている内容や展開を根拠に基づいて解釈し、情

報を整理・構成して自分の思いや考えを表現したりすることができるようにすること、あ

るいは、「情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力」のうち「推論及び既有知識・

経験による内容の補足、精緻化」や「新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情に

統合し構造化する力」を働かして、社会生活における様々な情報を、既有の知識・経験に

基づいて解釈、整理・構成し、新しい発想や主張を形成することなどが考えられる。 

○ 「学びに向かう力、人間性等」には、言葉を通して社会や文化を創造しようとする態度

を育成するために、自分のものの見方や考え方を深めようとする態度、集団の考えを発展

させようとする態度、心を豊かにしようとする態度、自己や他者を尊重しようとする態度、

我が国の言語文化を享受し、継承・発展させようとする態度、自ら進んで読書をすること

で、人生を豊かにしようとする態度が求められる。 

○ なお、別紙２に整理された資質・能力の三つの柱は相互に関連し合ったものであるため、

その育成に当たっては、必ずしも、別々に分けて育成したり、知識・技能を習得してから

思考力・判断力・表現力等を身に付けるといった順序性を持って育成したりするものでは

ないことに留意する必要がある。「知識・技能」の資質・能力を育成するためには、同時

                                            
2 「言語能力の向上に関する特別チームにおけるこれまでの議論の取りまとめ（案）」における「テクスト

（情報）」について、本取りまとめにおいては、「文章や発話」と記載する。 
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に「思考力・判断力・表現力等」と「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力の育成が

必要であり、「思考力・判断力・表現力等」と「学びに向かう力、人間性等」の資質・能

力が高まることによって、「知識・技能」の資質・能力が高まることにもつながる。「思

考力・判断力・表現力等」や「学びに向かう力、人間性等」の育成においても、その他の

二つの柱との関係は同様である。 

 

（３）資質･能力を育む学習過程の在り方 

○ 上記（２）に掲げた資質・能力を育成していくためには、学習過程の果たす役割が極め

て重要である。国語科においては、ただ活動するだけの学習にならないよう、活動を通じ

てどのような資質・能力を育成するのかを示すため、別紙３のとおり、現行の学習指導要

領に示されている学習過程を改めて整理し、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む

こと」の３領域における学習活動の中で、三つの柱で整理した資質・能力がどのように働

いているかを含めて図示した。 

  その際、言語能力の向上に関する特別チームにおいて整理された、「認識から思考へ」

という過程の中で働くテクスト（情報）を理解するための力や、「思考から表現へ」とい

う過程の中で働く文章や発話により表現するための力が、各領域の中でどのように働いて

いるのかを踏まえて検討した。 

○ 例えば、「読むこと」の領域においては、「学習目的の理解（見通し）」、「選書（本

以外も含む）」、「構造と内容の把握」、「精査と解釈」、「考えの形成」、「他者の読

むことへの評価、他者からの評価」、「自分の学習に対する考察（振り返り）」、「次の

学習活動への活用」といった学習活動を明示している。 

また、併せて、「構造と内容の把握」においては「知識・技能」の各項目を、「精査と

解釈」においては、「思考力・判断力・表現力等」のうち「情報を多角的・多面的に精査

し、構造化する力」、「言葉によって感じたり想像したりする力、感情や想像を言葉にす

る力」、「言葉を通じて伝え合う力」を、「考えの形成」においては、「思考力・判断力・

表現力等」のうち「考えを形成・深化する力」といった資質・能力を働かせることも明示

している。 

○ 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」のいずれの学習過程においても、

「情報を編集・操作する力」、「新しい情報を既に持っている知識や経験、感情に統合し

構造化する力」、「新しい問いや仮説を立てるなど、既に持っている考えの構造を転換す

る力」を働かせ、考えを形成・深化することが特に重要である。 

○ また、これらの一連の学習過程を実施する上では、別紙２に整理された資質・能力の三

つの柱のうち、「学びに向かう力、人間性等」が大きな原動力となる。「学びに向かう力、

人間性等」で挙げられている態度等が基盤となって、子供が自ら次の学習活動に向かおう

とする意識が生まれ、「知識・技能」や「思考力・判断力・表現力等」の育成が図られる。
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また、これらの過程を意識的に行うことを通じて、より一層「学びに向かう力、人間性等」

が育まれ、さらに次の学習活動に向かうなどの正の循環が見込まれる。 

○ 国語科においては、こうした学習活動は、必ず、言葉による記録、要約、説明、論述、

討論等の言語活動を通じて行われる必要がある。したがって、国語科で育成すべき資質・

能力の向上を図るためには、資質・能力が働く一連の学習過程をスパイラルに繰り返すと

ともに、一つ一つの学習活動において、資質・能力の育成に応じた言語活動を充実するこ

とが重要である。 

○ なお、一連の学習過程は、必ずしも一方向の流れではなく、指導のねらいに応じて、戻

ったり繰り返したりする場合があること、単元全体を通して「身に付けさせたい力」を育

成するのであって、一単位時間の中で必ずしも単元で育成すべき全ての学習内容を実施す

る必要はなく、その一部のみを取り扱う場合があること、単元によってそれぞれの学習活

動に軽重を付けて扱うものであることなどに留意する必要がある。 

○ 特に、「学習目的の理解（見通し）」、「自分の学習に対する考察（振り返り）」など

については、一連の学習過程の始める前と終わった後にそれぞれ行うことに限定されるも

のではなく、終始一貫して意識しておくべき要素であることに留意する必要がある。 

○ また、小学校及び中学校においては、それぞれの発達段階に応じて、学習過程の一部を

統合的に取り扱うことはあり得るものの、基本的には別紙３と同様の流れで学習過程を捉

えることが必要である。 

 

（４）「目標に準拠した評価」に向けた評価の観点の在り方 

○ 「目標に準拠した評価」の実質化を図るとともに、教科・校種を越えた共通理解に基づ

く組織的な取組を促す観点から、観点別評価の観点については、資質・能力の３つの柱を

踏まえたものとすることが求められている。 

○ 現行の国語科においては、「（国語への）関心・意欲・態度」「話す・聞く能力」「書

く能力」「読む能力」「（言語についての）知識・理解（・技能）」の観点で評価してい

るが、本ワーキンググループにおいては、上記（２）に掲げた資質・能力を踏まえつつ、

別紙４のとおり観点を整理したところである。 

○ 「知識・技能」については、事実的な知識のみならず、構造化された概念的な知識の習

得に向かうものであることや、一定の手順に沿った技能のみならず、変化する状況に応じ

て主体的に活用できる技能の習熟・熟達に向かうものであることまでも含めた広範な意味

で用いられていることに留意することが必要である。 

○ また、資質・能力のうち「学びに向かう力、人間性等」の部分については、「主体的に

学習に取り組む態度」として観点別評価を通じて見取ることができる部分と、観点別評価

や評定にはなじまず、個人内評価を通じて見取る部分があり、ここでは観点別評価として

見取るべきものを掲げていることに留意する必要がある。 
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○ 特に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、子供自身が、自分の学びや

変容を見取ることができ、説明することができるということが、主体的に学習に取り組む

態度が育まれている状態であるとの指摘がなされた。 

○ 資質・能力の三つの柱を踏まえて整理した今回の観点別評価の観点については、現行の

「言語についての知識・理解・技能」がそのまま「知識・技能」に関する観点に、現行の

「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」がそのまま「思考力・判断力・表現力等」

に関する観点に移行するものではないため、具体的な学習評価の方法や、学習評価を子供

たちの学びや指導の改善につなげる方策等について、引き続き検討が求められる。 

 

３．資質･能力の育成に向けた教育内容の改善･充実 

（１）科目構成の見直し 

○ 高等学校の国語教育においては、教材の読み取りが指導の中心になることが多く、国語

による主体的な表現等が重視された授業が十分行われていないこと、話合いや論述などの

「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域の学習が十分に行われていないこと、古典の

学習について、日本人として大切にしてきた言語文化を積極的に享受し、社会や自分との

関わりの中でそれらを生かしていくという観点が弱く、学習意欲が高まらないことなどが

指摘されているところである。こういった長年にわたり指摘されている課題の解決を図る

ため、科目構成の見直しを含めた検討が求められており、本ワーキンググループにおいて

は、別紙２に示された資質・能力の整理を踏まえ、以下のような科目構成にすることとし

た。 

  なお、以下の科目構成の説明において、「学びに向かう力、人間性等」は特に言及はし

ないが、全ての科目において育成されるものである。 

≪高等学校国語科の科目構成≫ 

○ 国語は、我が国の歴史の中で創造され、上代から近現代まで継承されてきたものであり、

そして現代において、実社会・実生活の中で使われているものである。これを踏まえ、後

者の実社会・実生活における言語による諸活動に必要な能力を育成する科目「現代の国語

（仮称）」と、前者の我が国の言語文化を理解し、これを継承していく一員として、自身

の言語による諸活動に生かす能力を育成する科目「言語文化（仮称）」の二つの科目を、

全ての高校生が履修する必履修科目として設定することが考えられる。 

○ 必履修科目「現代の国語（仮称）」は、実社会・実生活に生きて働く国語の能力を育成

する科目として、別紙２に整理された資質・能力のうち、「知識・技能」では「伝統的な

言語文化に関する理解」以外の各事項を、「思考力・判断力・表現力等」では全ての力を

総合的に育成することが考えられる。 
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具体的には、実社会・実生活における言語による諸活動に必要な国語の能力を育成する

ために、例えば、目的に応じて多様な資料を収集・解釈し、根拠に基づいて論述する活動

や、文学作品（小説、随想、詩歌等）などを読んで感じたり想像したりしたことを、言葉

の意味や働きに着目して表現する活動、根拠をもって議論し、互いの立場や意見を認めな

がら集団としての結論をまとめる活動等を重視することが考えられる。 

○ 必履修科目「言語文化（仮称）」は、上代（万葉集の歌が詠まれた時代）から近現代に

つながる我が国の言語文化への理解を深める科目として、別紙２に整理された資質・能力

のうち、「知識・技能」では「伝統的な言語文化に関する理解」を中心としながら、それ

以外の各事項も含み、「思考力・判断力・表現力等」では全ての力を総合的に育成するこ

とが考えられる。 

特に、文語文法の指導を中心とするのではなく、古典（古文や漢文）だけでなく、古典

に関わる近現代の文章を通じて、言語文化を言葉の働きや役割に着目しながら社会や自分

との関わりの中で生かすことのできる能力を育成する指導がなされるよう、示し方に留意

する必要がある。 

○ 選択科目においては、必履修科目「現代の国語（仮称）」及び「言語文化（仮称）」に

おいて育成された能力を基盤として、別紙２に整理された資質・能力のうち、「思考力・

判断力・表現力等」の言葉の働きを捉える三つの側面のそれぞれを主として育成する科目

として、「論理国語（仮称）」「文学国語（仮称）」「国語表現（仮称）」を設定するこ

とが考えられる。 

  また、「言語文化（仮称）」で育成された資質・能力のうち、「伝統的な言語文化に関

する理解」をより深めるため、ジャンルとしての古典を学習対象とする「古典探究（仮称）」

を設定することが考えられる。 

○ なお、必履修科目である「現代の国語（仮称）」及び「言語文化（仮称）」において育

成された能力は、特定の選択科目ではなく、全ての選択科目につながる能力として育成さ

れることに留意する必要がある。 

○ 選択科目「論理国語（仮称）」は、多様な文章等を多角的・多面的な視点から理解し、

創造的に思考して自分の考えを形成し、論理的に表現する能力を育成する科目として、別

紙２に整理された資質・能力のうち、「思考力・判断力・表現力等」の創造的思考とそれ

を支える論理的思考の側面の力を主として育成することが考えられる。 

○ 選択科目「文学国語（仮称）」は、小説、随筆、詩歌、脚本等に描かれた人物の心情や

情景等を読み味わい、表現の仕方等を評価するとともに、それらの創作に関わる能力を育

成する科目として、別紙２に整理された資質・能力のうち、「思考力・判断力・表現力等」

の感性・情緒の側面の力を主として育成することが考えられる。 

○ 選択科目「国語表現（仮称）」は、表現の特徴や効果を理解した上で、自分の思いや考

えをまとめ、適切かつ効果的に表現して他者と伝え合う能力を育成する科目として、別紙
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２に整理された資質・能力のうち、「思考力・判断力・表現力等」の他者とのコミュニケ

ーションの側面の力を主として育成することが考えられる。 

○ 選択科目「古典探究（仮称）」は、古文・漢文を主体的に読み深めることを通して、自

分にとっての古典の意義や価値について探究する科目として、主に古典を教材に、別紙２

に整理された資質・能力のうち、「伝統的な言語文化に関する理解」を深めるとともに、

「思考力・判断力・表現力等」を育成することが考えられる。 

○ また、「古典探究（仮称）」以外の選択科目においても、高等学校で学ぶ国語の科目と

して、探究的な学びの要素を含むものとなることが考えられる。 

○ なお、高校生の読書活動が低調であることなどから、各科目において、高校生がそれぞ

れの読書の意義や価値について実感をもって認識することにつながるような指導の充実、

読書活動の展開が必要である。 

○ 科目の名称については、当該科目で育成される資質・能力が明確になるよう、今後、更

に検討することが求められる。 

 

（２）資質・能力の整理と学習過程の在り方を踏まえた教育内容の構造化 

 ※今後、記載予定 

 

（３）現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直し 

（読書活動の充実） 

○ 多くの語彙や多様な表現に触れたり、知らないことを知ったり、経験のないことを体験

したり、新しい考えに出合ったりして、国語科で育成すべき資質・能力（言語能力）をよ

り高める重要な活動の一つが読書である。自ら進んで読書をし、読書を通して人生を豊か

にしようとする態度を養うために、国語科の学習が読書活動に結び付くよう、小・中・高

等学校を通じて読書指導を充実するとともに、教育課程外の時間においても、「朝の読書

活動」など、子供たちに読書をする習慣が身に付くような取組を推進する必要がある。 

○ 特に、小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙の量と質の違いがあるとの指摘がなさ

れている。また、考えを形成・深化する力を身に付ける上で、思考を深めたり活性化させ

たりしていくための語彙を豊かにすることが必要である。小学校低学年で表れた学力差が、

その後の学力差の拡大に大きく影響していることを踏まえると、語彙量を増やしたり語彙

力を伸ばしたりする指導の改善・充実が重要であるが、そのためにも、読書活動の充実を

図る必要がある。 
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（学年別漢字配当表の見直し） 

※５月１７日の議論を踏まえて記載予定 

 

（伝統や文化に関する学習の改善） 

※今後、記載予定 

 

（言語能力の向上のための外国語教育との連携） 

※今後、記載予定 

 

（その他） 

○ 一般社会では、国語科において育成する必要があるとされる能力として、物事を多角

的・多面的に吟味し見定めていく力（いわゆる「クリティカル・シンキング」）や、情報

活用能力、質問する力、メモを取る力、要約する力などが言及されることがある。これら

の能力と別紙２に整理された資質・能力の関係については、例えば、「クリティカル・シ

ンキング」や情報活用能力の育成は、特に「思考力・判断力・表現力等」の「情報を多角

的・多面的に精査し、構造化する力（論理の吟味・構築、妥当性、信頼性等の吟味）」や

「考えを形成、深化する力」などの育成と、また、質問する力の育成は、特に「知識・技

能」の「聞き方の仕方」や「思考力・判断力・表現力等」の「言葉を通じて伝え合う力（相

手との関係や目的、場面、文脈、状況等の把握）」などの育成と、それぞれ深く関わって

いると言える。このため、これらの能力は、別紙２に整理された資質・能力を育成する中

で、総合的に育まれることになると考えられる。 

 

４．学習･指導の改善充実や教材の充実 

（１）特別支援教育の充実、個に応じた学習の充実 

○ 現行の学習指導要領においては、総則において、「個々の児童の障害の状態等に応じた

指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。」（小学校学習指導要領の例。

中学校、高等学校も同様）と記載されているところであるが、今後は、各教科等における

指導の場面における適切な配慮が一層充実されるよう工夫を講じる必要がある。 

○ このため、国語科の目標の実現を目指す上で、国語科の学習過程や言語に対する見方・

考え方を踏まえ、具体的な学習の場面で考えられる「困難さの状態」に対する「配慮の意

図」と「手立て」の例について、以下のような形で学校現場に明示していくことが適当で

ある。 
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（小学校国語科における配慮の例） 

・文章を目で追いながら音読することが困難な場合には、自分がどこを読むのかが分かる

よう、教科書の文を指で押さえながら読むよう促したり、行間を空けるための拡大コピ

ーをしたり、語のまとまりや区切りが分かるように分かち書きをしたり、読む部分だけ

が見える自助具（スリット等）を活用したりするなどの配慮をする。 

・考えをまとめたり、文章の内容と自分の経験とを結び付けたりすることが困難な場合に

は、児童がどのように考えればよいのか分かるように、考える項目や手順を示した学習

計画表やプリントを準備したり、一度音声で表現させたり、実際にその場面を演じさせ

たりしてから書かせたりするなどの配慮をする。 

・自分の立場以外の視点で考えたり、他者の感情を理解したりするのが困難な場合には、

児童が身近に考えられる主人公の物語や生活経験に近い教材を活用し、行動や会話文に

気持ちが込められていることに気付かせたり、気持ちの移り変わりが分かる文章のキー

ワードを示したり、気持ちの変化を図や矢印など視覚的に分かるようにしてから言葉で

表現させたりするなどの配慮をする。 

・声を出して発表することや人前で話すことへの不安を抱いている、自分が書いたものを

読むことに困難がある場合には、紙やホワイトボードに書いたものを提示させたり、Ｉ

ＣＴ機器を活用して発表させたりするなど、児童の表現を支援するための多様な手立て

を工夫し、自分の考えを持つこと、表すことに対する自信を持つことができるような配

慮をする。 

○ また、小・中学校においては、全国学力・学習状況調査により、個々の児童生徒の学力

の状況を把握し指導の改善につなげている。例えば、小学校においては、調べて分かった

事実に対する自分の考え方を、理由や根拠を明確にして書くことに課題が見られた児童に

対して、指導のねらいに応じ、考え方と理由や根拠を明確に表現するワークシートを用い

るなどの工夫が行われている。中学校においては、ことわざや慣用句等の語彙が不足して

いるという調査結果を受けて、身の回りの語句を集めて言葉ノートや語彙カードを作成し、

定期的に交流させたり教師が確認したりすることで、個に応じた語彙の拡充のための支援

を継続的に行っている実践などがある。 

このような方法を参考に、他学年や高等学校においても、個に応じた指導を一層充実さ

せていくことが重要である。 

 

（２）「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」に向けた学習・指導の改善充実 

○ 国語教育の改善充実のため、「アクティブ・ラーニング」の３つの視点から、以下のよ

うな学びが実現できているか、その学習過程の質的改善を不断に見直し続けることが重要

である。 
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 ⅰ）習得・活用・探究の見通しの中で、教科等の特質に応じた見方や考え方を働かせて思

考・判断・表現し、学習内容の深い理解につなげる「深い学び」を実現できているか。 

国語科においては、この学び実現に向けて、例えば、「言葉に対する見方・考え方」

を働かせ、対象に対する認識や自分の思いや考えなどが深まったり、更新されたりする

ことについて、子供自身が認識できるような学習活動を設けることなどが考えられる。

その際、子供自身が、自分の思考の過程をたどり、それを表現するなどして、自分の学

びを自覚することが重要であり、特に、自分の学びを説明したり評価したりするための

語彙や、思考を深めたり活性化させたりしていくための語彙などを豊かにすることが重

要である。 

 ⅱ）子供同士の協働、教師や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等

を通じ、自らの考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

   国語科においては、この学びの実現に向けて、例えば、子供同士の対話に加え、子供

と教師、子供と地域の人、本を通して本の作者などとの対話が図られるような言語活動

を行う学習場面を計画的に設けることなどが考えられる。 

 ⅲ）学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通

しを持って粘り強く取組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」

が実現できているか。 

国語科においては、この学びの実現に向けて、子供自身が、目的や必要性を意識して

取り組める学習となるよう、学習の見通しを立てたり、振り返ったりする学習場面を計

画的に設けること、子供たちの学ぶ意欲が高まるよう、実社会や実生活との関わりを重

視した学習課題を設定することなどが考えられる。特に、学習を振り返る際、子供自身

が、自分の学びや変容を見取り自分の学習した内容を自覚することができ、説明するこ

とができるようになることが重要である。 

○ このため、次期学習指導要領においては、国語の能力の向上のため、より一層、言語活

動の充実を図る必要がある。 

○ なお、本ワーキンググループにおいては、「アクティブ・ラーニング」は、本来、資質・

能力を育成するための視点であり、授業の「型」ではないにも関わらず、学校現場におい

て、その点についての理解が不足しているように感じられること、活動に注目が行き過ぎ

ているが、活動そのものではなく、活動が学びにどのようにつながるかが重要であること

などの懸念が指摘されたところである。 

○ また、「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」に向けた学習・指導の改善充実

のために、ＩＣＴを活用することも効果的であると考えられる。例えば、話す様子を撮影

して自身の様子を振り返らせる活動や、インターネット等を用いて情報を収集したりする

活動、調べたり考えたりしたことを大型ディスプレイ等を用いて発表したり、互いの情報

を交流したりする活動などが考えられる。 
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（３）教材の在り方  

○ ３．に記載された資質・能力の育成に向けた教育内容の改善充実のためには、教材の在

り方を見直すことが必要である。 

○ 学習指導要領には、「読むこと」以外にも「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域

があるにも関わらず、依然として授業が「読むこと」の指導に偏っている傾向がある。国

語科の授業が、言語活動を通じて資質・能力を育成する授業となるよう、教材の改善充実

を図ることが求められる。 

○ 子供たちが実際の社会生活で経験する言葉は、文字と映像や音声がミックスされている

ものが多い。子供たちを取り巻く環境の現状を踏まえると、国語科の学習においても、発

達段階に応じて、適宜、多様なメディア表現を扱うことが重要である。 

○ 高等学校の科目構成の見直しに応じて、それぞれの科目の趣旨が実現されるよう、教材

の在り方を検討することが求められる。本ワーキンググループにおいては、特に、「言語

文化（仮称）」は、古典と近現代の文章の両方を教材として活用しながら、我が国の言語

文化への理解を図る科目とすることや、絵巻物のような絵画的資料が「言語文化（仮称）」

や「古典探究（仮称）」において読む対象となり得ることについて指摘がなされている。 

○ 国語科の学習において扱うべきジャンルとしての韻文や散文が、小・中・高等学校の各

学校段階において、どのように位置付けられるべきか、資質・能力の育成を踏まえ、検討

する必要がある。 

※５月１７日の議論を踏まえて追記 

５．必要な条件整備等について 

○ 国語科において、２．に整理された資質・能力の育成を図るためには、教員養成、教員

研修による教員の資質・能力の向上、学校図書館や ICT 環境の整備・充実などの条件整備

が求められる。 

○ 特に、高等学校の科目構成の見直しに関しては、その趣旨が実行されるよう、教育委員

会、教育センター等はもとより、各学校においても、国語科の共通必履修科目及び選択科

目で育成すべき資質・能力及びそれぞれの教科・科目の目標や内容の周知とともに、それ

を実現するための授業の在り方等についての研修を充実すること、教員養成課程において

も同様に、趣旨を十分踏まえたカリキュラムが図られることが求められる。 

○ また、読書活動の充実に必要な学校図書館については、読書活動の拠点となる「読書セ

ンター」、授業に役立つ資料を備え学習支援を行う「学習センター」、情報活用能力を育

む「情報センター」としての役割を踏まえ、学校における読書活動や言語活動、探究活動

の場としての役割も期待されていることから、蔵書の充実や、学校司書等の配置や資質・

能力の向上など、一層の条件整備が求められる。 

※５月１７日の議論を踏まえて追記 
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Ⅲ
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仮
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仮
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外国語 WG におけるとりまとめのイメージ（案） 

 

 

 

 

 

１．現行学習指導要領の成果と課題 

  

２．育成すべき資質･能力を踏まえた教科課程の構造の在り方とカリキュラム・マネジ

メントについて 

○外国語教育を充実するための「カリキュラム・マネジメント」の意義、効果的な実施の在り方 

○短時間学習の実施を含めた、効果的で柔軟なカリキュラム・マネジメントの在り方 

   ※「カリキュラム・マネジメント」の三つの側面（教育課程企画特別部会「論点整理」２２ページ参照） 

① 教育内容を、一つの教科に留まらずに各教科横断的な相互の関係で捉え、効果的に編成する。 

② 子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程の編成、実施、評価、改善のサ

イクルを確立する。 

③ 教育内容と、指導体制や ICT 活用など諸条件の整備・活用を効果的に組み合わせる。 

  

３．育成すべき資質･能力を踏まえた教科等目標と評価の在り方について 

（１）教科等の特質に応じ育まれる見方や考え方 

 (参考：たたき台) 

◇ 外国語の学習を通じて、言語やその背景にある文化を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配

慮しながら、情報や考えなどを活用して 、幅広い話題について 外国語を話したり書いたりして適切に

表現し伝え合うこと 

※ 別添資料 8 外国語教育における「見方や考え方」を働かせた深い学びと資質・能力の育成(イメージ案)  

（２）小･中･高を通じて育成すべき資質･能力の整理と、教科等目標の在り方 

  ① 資質・能力の三つの柱（教育課程企画特別部会「論点整理」１０～１１ページ参照）  

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性など） 

  ② 小・中・高等学校を通じて①児童生徒の学びを円滑に接続させるため、小・中・高等学校を通じて一貫した目標・内容、学

習過程の在り方について、発達段階に応じてどのように充実を図るか。 

●これまでの成果・課題・方向性に関する議論を踏まえ、とりまとめ。本日は、これまでに議論が十分でな

い点を中心に議論。  

※現状・課題については、各種調査(小学校外国語活動実施状況調査、中・高等学校の英語力調査など)  

※小学校部会、※外国語ＷＧ（1 月 12 日）まとめ                          

※「英語教育の在り方に関する有識者会議」(報告：26 年 9 月)   など                         

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ６ 日 
教 育 課 程 部 会 
外国語ワーキンググループ 

資料 3 
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別添２：資質・能力の三つの柱に沿った小・中・高を通じて外国語教育において育成すべき資質・能力の整理（たたき台） 

別添３：（参考）資質・能力を支える基盤としての言語能力向上の観点と外国語教育における改善・充実の方向性 

  （たたき台） 

別添５：「英語」において特に重視すべき思考力・判断力・表現力等の例 

別添６－１：小・中・高等学校を通じて一貫した目標設定の在り方について 

   ６－２：小・中・高等学校を通じた外国語教育のイメージ 

 

（３）資質･能力を育む学習過程の在り方 

○外国語教育として、「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学びを推進する視点も踏まえ、どのように充実を

図るか。 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（教育課程企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実現でき

ているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程が実現できて

いるかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、主体的な学び

の過程が実現できているかどうか。 

別添４：資質・能力を育成する学びのプロセスの要素イメージ 

別添７：外国語教育の目標と学習過程の全体像（案）イメージ 

 

（４）「目標に準拠した評価」に向けた評価の観点の在り方 

○小・中・高等学校の学習評価の在り方 

   ・評価の三つの観点 

・各学校が設定する学習到達目標（ＣＡＮ－ＤＯ形式を含む）との関係 

・多様な評価方法（パフォーマンス評価、ルーブリック評価、ポートフォリオ評価等） 等 

別添７－１：外外国語教育における観点別評価・たたき台（イメージ）案 

別添７－２：外国語教育における目標、学習プロセス、評価の構造（イメージ） 

 

 

 

20



 

 

４．資質･能力の育成に向けた教育内容の改善･充実 

（１）科目構成の見直し（該当する教科のみ） 

 ○ 高等学校「外国語」の科目等の見直し 

・４技能総合型(必履修科目を含む)の科目、発信能力育成型(「発表、討論・議論、交渉」などの「話すこと」及び

「書くこと」をより重視した技能統合型の言語活動が中心)の科目の在り方（再掲） 

 ○ 高等学校「英語」（専門教科）の科目等の見直し 

・「外国語」と同様の枠組みで，内容やレベルを高度化 

・特に「話すこと」，「書くこと」において高度な能力を育成するための科目の設置 

（２）資質･能力の整理と学習過程の在り方を踏まえた教育内容の構造化 

 

（３）現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直し 

 

５．学習･指導の改善充実や教材の充実 

（１）特別支援教育の充実、個に応じた学習の充実 

 ※特別支援教育部会資料より【配慮の例】 

  (外国語活動の例) 音声を聴取することが難しい児童の場合、外国語の音声(音韻)やリズムと日本語との違いに気付

くことができるよう、音声を文字で書いてみせる、リズムやイントネーションを記号や色線で示す、

指導者が手拍子を打つ、音の高低を手を上下に動かして表すなどの配慮をする。また、活動の流れが

わかるように、本時の活動の流れを黒板に記載しておく。 

（２）「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」に向けた学習・指導の改善充実 

（ICT の活用についても触れつつ） 

※ 別添 14：外国語教育における ICT の活用について(たたき台）案 

（３）教材の在り方 

 

６．必要な条件整備等について（１） 

 ○ 教員の英語力・指導力の向上や外国語指導助手等の外部人材の活用などの条件整備 

    ・中教審・教員養成部会等の議論,   

・教員養成・研修・採用の在り方   等 

21



 

 

外国語 WG におけるとりまとめ(議論の詳細)のイメージ（案） 

     言語やその背景にある文化を尊重し、聞き手・話し手・読み手・書き手に配慮しな

がら、身近な話題から幅広い話題について、外国語で的確に理解したり適切に表現し

伝え合うことができるコミュニケーション能力を養うため、目標、指導内容、学習・

指導方法、学習過程、学習評価等の在り方について、主に次のような事項について検

討。 

○ 小・中・高等学校を通じて一貫した教育目標(指標形式の目標を含む)・指導内容、学習過

程等の在り方 

・学校が設定する学習到達目標等との整理 

・指導する語彙数、文法事項、ＣＥＦＲとの関係整理   等 

○ 言語能力を向上させるための国語教育と外国語教育との連携 

・目標、指導内容・方法等全体に関して 

・言語の仕組み(音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等)、・言語活動 等 

    ＊言語能力の向上に関する特別チームにおける検討状況を踏まえた整理 

○ 小学校の活動型、教科型 

・論点整理で示された指摘（目標・内容とともに、短時間学習の活用など）  

○ 小・中連携 

    ・小学校高学年から中学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 

○ 中学校の改善の方向性 

・互いの考えや気持ちを英語で伝え合う対話的な言語活動を重視、授業は英語で行うことを基本とする 

○ 高等学校の改善の方向性 

・発表、討論・議論、交渉などの言語活動の高度化 

・「外国語」の科目の見直し(４技能総合型(必履修科目を含む)、発信能力育成型(「発表、討論・議論、

交渉」などの統合型言語活動が中心)の科目の在り方) 

・専門教科「英語」の科目の見直し（「外国語」の枠組みを踏襲しつつ，内容・レベルを高度化） 

○ 英語以外の外国語の扱い 

○ 中・高等学校連携 

 ・中学校から高等学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 
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高
等
学
校
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
に
置
か
れ
る
各
科
目
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

※
地
理
歴
史
科
に
つ
い
て
は
、
新
必
履
修
科
目
の
名
称
と
し
て
は
、
両
者
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
教
科
の
高
等
学
校
に
お
け
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
や
能
力
を
育
む
科
目

と
し
て
両
科
目
に
「
総
合
」
を
付
す
と
と
も
に
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
進
路
等
に
応
じ
て
「
総
合
科
目
」
を
基
盤
に
、
よ
り
専
門
的
な
視
野
か
ら
考
察
を
深
め
、
探
究
を
行
う
科
目
に
つ
い
て
「
探
究
」
を
付
す
こ
と

と
し
て
は
ど
う
か
。

※
公
民
科
に
つ
い
て
は
、
自
立
し
た
主
体
と
し
て
他
者
と
協
働
し
て
社
会
に
参
画
し
、
公
共
的
な
空
間
を
作
る
主
体
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
科
目
の
内
容
を
端
的
か
つ
適
切
に
示
す
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
し
て

「
公
共
（
案
）
」
と
す
る
と
と
も
に
、
選
択
科
目
に
つ
い
て
は
地
理
歴
史
科
と
同
様
に
探
究
を
行
う
科
目
で
あ
る
が
、
学
習
対
象
で
あ
る
「
倫
理
」
に
つ
い
て
は
「
探
究
」
が
そ
の
本
質
的
な
内
容
の
一
部
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
「
倫
理
探
究
」
と
い
っ
た
科
目
名
は
な
じ
ま
ず
、
ま
た
、
「
政
治
・
経
済
」
の
み
に
「
探
究
」
を
付
す
こ
と
は
、
同
一
教
科
に
置
か
れ
る
同
一
の
性
格
を
持
つ
科
目
の
名
称
に
つ
い
て
混
乱
さ
せ
る
お
そ
れ
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
倫
理
（
案
）
」
、
「
政
治
・
経
済
（
案
）
」
と
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
２
８
年
５
月
１
８
日

教
育

課
程

部
会

高
等
学
校
の
地
歴
・
公
民
科
科
目

の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
８

新 選 択 科 目

「
公
共

(案
)」

現
代
社
会
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
自
立

す
る
と
と
も
に
他
者
と
協
働
し
て
、
公
共
的
な
空

間
を
作
る
主
体
と
し
て
選
択
・
判
断
の
基
準
を
身

に
付
け
、
考
察
す
る

歴
史
の
推
移
や
変
化
を
踏
ま
え
課
題
の
解

決
を
視
野
に
入
れ
て
、
世
界
と
そ
の
中
に
お

け
る
日
本
に
つ
い
て
、
現
代
的
な
諸
課
題
の

形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を
考
察
す
る

「
歴
史
総
合

(案
)」

「
地
理
総
合

(案
)」

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
、
環
境
条
件
と
人
間
の
営

み
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
現

代
の
地
理
的
な
諸
課
題
を
考

察
す
る 「
地
理
探
究

(案
)」

「
日
本
史
探
究

(案
)」

「
倫
理

(案
)」

世
界
の
諸
事
象
を
系
統
的
に
、
諸
地
域

を
地
誌
的
に
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察
し
、
現
代
日
本
に
求

め
ら
れ
る
国
土
像
の
在
り
方
に
つ
い
て

探
究
す
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「
世
界
史
探
究

(案
)」

「
政
治
・
経
済

(案
)」

国
家
及
び
社
会
の
形
成
に
、
よ

り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
主

体
を
育
む
た
め
に
、
現
実
社
会

の
諸
課
題
を
探
究
す
る

他
者
と
共
に
生
き
る
主
体
を
育

む
た
め
に
、
現
代
に
生
き
る
人

間
の
倫
理
的
課
題
に
つ
い
て

探
究
し
、
自
立
し
て
思
索
す
る

諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
大

き
な
枠
組
み
と
展
開
を
広
く

深
く
探
究
す
る

我
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
つ

い
て
、
歴
史
を
構
成
す
る

様
々
な
要
素
か
ら
総
合
的
に

広
く
深
く
探
究
す
る

新 必 履 修 科 目

地
理
歴
史
科

公
民
科

必
履
修
科
目
で
育
ん
だ
理
解
や
技
能
を
用
い
て
、
よ
り
専
門
的
な
視
野
か
ら
広
く
深
く
探
究

現
代
社
会
の
諸
課
題
の
解
決
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
（
各
科
目
に
つ
い
て
主
と
し
て
「
空
間
」
・
「
時
間
」
及
び
「
現
代
社
会
の
構
造
等
」
に
着
目
）
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現
代
的
な
諸
課
題
に
つ
な
が
る
歴
史
的
な
状
況
（
例
）

＜
a自
由
と
制
限
＞
＜

b富
裕
と
貧
困
＞
＜

c対
立
と
協
調
＞

＜
d統
合
と
分
化
＞
＜

e開
発
と
保
全
＞
な
ど

●
近
代
化
と
私
た
ち
～
近
代
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
？

●
大
衆
化
と
私
た
ち
～
大
衆
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
？

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち
～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
何
を
も
た
ら
す
か
？

〔
単
元
〕

○
産
業
社
会
の
到
来
，
政
治
の
変
革

○
日
本
の
改
革
，
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
変
容
な
ど

（
ま
と
め
）
近
代
化
と
私
た
ち

〔
単
元
〕

○
多
極
化
と
地
域
統
合

○
地
域
紛
争
と
国
際
秩
序
な
ど

・
（
総
括
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち

~持
続
可
能
な
社
会
へ
の
展
望

＊
考
察
を
深
め
る
問
い
に
つ
い
て
は
，
取
り
上
げ
る
時
期
を
広
げ
て
設
定
し
た
り
，
多
様
な
地
域
を
視
野
に
入
れ
て
設
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

＊
各
単
元
の
導
入
に
お
い
て
，
「
現
代
的
な
諸
課
題
に
つ
な
が
る
歴
史
的
な
状
況
」
を
踏
ま
え
た
単
元
の
全
体
構
想
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
〕
（
例
）
a，
b
な
ど
を
中
心
と
し
て

・
工
業
化
と
政
治
変
革
は
何
を
も
た
ら
し
た
か

・
日
本
，
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

（
ま
と
め
）
社
会
の
近
代
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
な
ど

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
〕
（
例
）
a～
c
な
ど
を
中
心
と
し
て

・
な
ぜ
政
治
参
加
と
文
化
活
動
が
拡
大
し
た
か

・
な
ぜ
世
界
大
戦
・
冷
戦
が
お
こ
っ
た
の
か

（
ま
と
め
）
社
会
の
大
衆
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
な
ど

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
〕
（
例
）
a～
e
の
い
く
つ
か
か
ら

・
冷
戦
構
造
の
変
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か

・
冷
戦
終
結
後
も
，
な
ぜ
地
域
紛
争
は
続
く
の
か

・
日
本
は
世
界
の
動
向
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か

（
総
括
）
国
際
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
新
た
に
何
を
も
た
ら

し
た
か
，
あ
な
た
は
ど
ん
な
日
本
/
世
界
を
求
め
る
か
な
ど

・
・

18
世
紀
後

半
～
現
在

・
・

19
世
紀
後

半
～
現
在

・
・

20
世
紀
後

半
～
現
在
・
・

・
産
業
社
会
と
国
民
国

家
を
形
成
す
る
方
向
に

社
会
が
変
化
し
た
。

・
大
衆
が
社
会
全
体

の
在
り
方
を
規
定
す

る
よ
う
に
な
り
は
じ
め

た
。

・
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
等
が
国
境
を
越

え
て
一
層
流
動
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

〔
単
元
〕

○
大
衆
社
会
の
形
成
，
政
治
と
世
論

○
国
際
紛
争
と
国
際
協
調
な
ど

（
ま
と
め
）
大
衆
化
と
私
た
ち

●
歴
史
の
扉
～
歴
史
を
な
ぜ
学
ぶ
か
，
ど
う
学
ぶ
か
～
（
例
：
近
世
の
日
本
・
ア
ジ
ア
を
事
例
に
）

取
り
上
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
題
材

産
業
/
市
民
革
命
，
近
代
科
学
，
立
憲
政
治
，

資
本
/
社
会
主
義
，
明
治
維
新
，
国
民
国
家
，

国
民
文
化
，
政
党
政
治
，
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
，
消

費
社
会
，
マ
ス
コ
ミ
，
移
民
，
帝
国
主
義
，
総

力
戦
，
植
民
地
，
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
，
国
際

協
調
，
世
界
/
昭
和
恐
慌
，
フ
ァ
シ
ズ
ム
，
冷

戦
，
地
域
紛
争
，
地
域
統
合
，
民
族
主
義
，

難
民
，
高
度
経
済
成
長
，
多
国
籍
企
業
，
市

場
経
済
，
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
…
な
ど

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
①
（
案
）

○
社
会
的
事
象
等
の
歴
史
的
な
見
方
や
考

え
方
を
用
い
て
学
ぶ
方
法
（
例
）

・
時
期
，
推
移
や
変
化
に
着
目
し
て
，

⇒
事
象
の
意
味
や
意
義
、
特
色
や
相
互
の

関
連
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
な
ど

歴
史
の
学
び
方
（
例
）

平
成
２
８
年
５
月
１
８
日
教
育
課
程
部
会

高
等
学
校
の
地
歴
・
公
民
科
科
目
の

在
り
方
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
９
－
１

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
有
為
な
形
成
者
を
育
成
す
る
た
め
に

○
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本
を
広
く

相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
て
，
近
現
代
の

歴
史
を
理
解
す
る
科
目

○
歴
史
の
大
き
な
転
換
に
着
目
し
、
単
元
の

基
軸
と
な
る
問
い
を
設
け
，
資
料
を
活
用
し
な

が
ら
，
歴
史
の
学
び
方
を
習
得
す
る
科
目

○
歴
史
の
推
移
や
変
化
を
踏
ま
え
，
課

題
の
解
決
を
視
野
に
入
れ
て
，
現
代
的

な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の

歴
史
を
考
察
す
る
科
目

学
習
内
容

の
焦
点
化

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
な
ど
を
明
確

に
し
，

・
因
果
な
ど
事
象
相
互
の
関
連
性
に
留

意
し
て
，

科 目 の

特 徴
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○
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本

を
広
く
相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
、

現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ

る
近
現
代
の
歴
史
の
理
解

○
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関

わ
る
近
現
代
の
歴
史
に
つ
い
て
主

体
的
に
わ
か
ろ
う
と
し
た
り
，
持
続
可

能
な
社
会
を
視
野
に
入
れ
て
，
世
界

や
日
本
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
欲

的
に
追
究
し
よ
う
と
す
る
態
度
な
ど

や
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
，
概
念

等
を
活
用
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に

考
察
し
た
り
，
現
代
的
な
課
題
を
把

握
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し

た
り
す
る
力

○
諸
資
料
か
ら
情
報
を
効
果
的
に

収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る

技
能

0
・
現
行
中
学
校
社
会
科
の
歴
史
的
分
野
の
学
習
で
は
，
我
が
国
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ
の
理
解
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
(各
時
代
の
特
色
を
捉
え
る
学
習
他
)

・
歴
史
の
大
き
な
転
換
に
着
目
し
、
単
元
の
基
軸
と
な
る
問
い
を
設
け
，
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
，
歴
史
の
学
び
方
を
習
得
す
る
。

・
考
察
を
深
め
る
問
い
に
つ
い
て
は
，
取
り
上
げ
る
時
期
を
広
げ
て
設
定
し
た
り
，
多
様
な
地
域
を
視
野
に
入
れ
て
設
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

資
質
・
能
力

新
必
履
修
科
目
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）」

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
②
（
案
）

現
行
歴
史
系

A
科
目

関
連
付
け

世
界
史
Ａ

1
世
界
史
へ
の
い
ざ
な
い

2
世
界
の
一
体
化
と

日
本

3
地
球
社
会
と
日
本

日
本
史
Ａ

1
私
た
ち
の
時
代
と
歴
史

2
近
代
の
日
本
と 世
界

3
現
代
の
日
本
と 世
界

中
学
校
社
会
科
の
学
習
を
振
り
返
り
な
が
ら
，
例
え
ば

近
世
の
日
本
・
ア
ジ
ア
を
取
り
上
げ
，
歴
史
を
学
ぶ
意

義
や
歴
史
の
学
び
方
に
つ
い
て
考
察
す
る

○
歴
史
の
扉

○
大
衆
化
と
私
た
ち

大
衆
社
会
の
形
成
を
背
景
と
し
た
人
々
の
生
活
や
社
会

の
在
り
方
の
変
化
を
扱
い
，
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成

に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
の
諸
事
象
に
つ
い
て
考
察
す

る

○
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
を
背
景
と
し
た
人
々
の

生
活
や
社
会
の
在
り
方
、
国
際
関
係
の
変
化
を
扱
い
，

現
代
社
会
を
理
解
し
，
持
続
可
能
な
社
会
の
在
り
方
を

展
望
す
る

〔
参
考
〕

○
近
代
化
と
私
た
ち

産
業
社
会
と
国
民
国
家
の
形
成
を
背
景
と
し
た
人
々
の

生
活
や
国
際
関
係
の
変
化
を
扱
い
，
現
代
的
な
諸
課
題

の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
の
諸
事
象
に
つ
い
て

考
察
す
る

取
り
上
げ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る

題
材

産
業
/
市
民
革

命
，
近
代
科
学

，
立
憲
政
治
，

資
本
/
社
会
主

義
，
明
治
維
新

，
政
党
政
治
，

国
民
国
家
，
国

民
文
化
，
ジ
ャ

ポ
ニ
ズ
ム
，
消

費
社
会
，
マ
ス

コ
ミ
，
移
民
，
帝

国
主
義
，
総
力

戦
，
植
民
地
，

大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
，
国
際
協

調
，
世
界
/
昭

和
恐
慌
，
フ
ァ

シ
ズ
ム
，
冷
戦

，
地
域
紛
争
，

地
域
統
合
，
民

族
主
義
，
難
民

，
高
度
経
済
成

長
，
多
国
籍
企

業
，
市
場
経
済

，
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
…
な
ど

「
自
由
と

制
限
」

「
富
裕
と

貧
困
」

「
統
合
と

分
化
」

「
開
発
と

保
全
」

な
ど

平
成
２
８
年
５
月

1８
日
教
育
課
程
部
会

高
等
学
校
の
地
歴
・
公
民
科
科
目
の

在
り
方
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
９
－
２

現
代
的
な
諸
課
題

に
つ
な
が
る
歴
史

的
な
状
況
（
例
）

「
対
立
と

協
調
」

社 会 的 事 象 等 の 歴 史 的 な 見 方 や 考 え 方 を 用 い て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む

世
界
と
そ
の
中
に
お
け

る
日
本
を
広
く
相
互
的
な

視
野
か
ら
捉
え
て
，
現
代

的
な
諸
課
題
の
形
成
に

関
わ
る
近
現
代
の
歴
史

を
考
察
す
る
科
目

○
諸
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
歴
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

(1
)原
始
・
古
代

(2
)中
世

(3
)近
世

(4
)近
代

(5
)両
大
戦
期

(6
)現
代

現
行
科
目
「
日
本
史
Ｂ
」

(2
)形
成

(3
)交
流
と
再
編

(4
)結
合
と
変
容

(5
)地
球
世
界
の

到
来

(1
)扉

現
行
科
目
「
世
界
史
Ｂ
」

新
選
択
科
目

「
世
界
史
に
関
わ
る
探
究
科
目
（
仮
称
）
」

新
必
履
修
科
目
「
歴
史
総
合

(仮
称

)」

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
と
展
開
に
つ
い
て
，
地
理
的
条
件

や
日
本
の
歴
史
と
関
連
付
け
て
広
く
深
く
探
究
す
る
。

○
前
近
代
で
は
，

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
歴
史
の
学
び
方
を
生
か
し
て
，
諸
資

料
を
効
果
的
に
活
用
し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
。

・
近
現
代
に
つ
な
が
る
諸
地
域
世
界
の
文
化
の
多
様
性
や
複
合
性
を
扱

い
、
時
間
軸
（
タ
テ
）
と
空
間
軸
（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
理
解
す
る
。

○
近
現
代
で
は
，

・
近
現
代
の
諸
地
域
世
界
の
相
互
依
存
性
や
多
元
性
を
扱
い
，
近
現
代

の
歴
史
に
関
わ
る
豊
富
な
資
料
を
活
用
し
，
広
い
視
野
か
ら
考
察
し
表

現
す
る
学
習
を
通
し
て
，
主
に
空
間
軸
（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
、
現

代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
。

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
等
に
加
え
，
さ
ら
に
考

察
を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
歴
史
に
関
す
る
概
念
等
を
習
得
す
る
。

新
選
択
科
目

「
日
本
史
に
関
わ
る
探
究
科
目
（
仮
称
）
」

表 現
問 い

考
察
・
話
し
合
い

資
料
の
活
用

◎
新
必
履
修
科
目
で

習
得
し
た
歴
史
の
学
び

方
を
活
用
し
，
歴
史
に

関
わ
る
諸
事
象
の
意

味
や
意
義
等
を
広
く
深

く
考
察
し
探
究
す
る

○
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本
を
広
く
相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
て
，
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を
考
察
す
る
科
目

◎
歴
史
の
大
き
な
転
換
に
着
目
し
，
単
元
の
基
軸
と
な
る
本
質
的
で
大
き
な
問
い
を
設
け
，
諸
資
料
を
適
切
に
活
用
し
な
が
ら
，
比
較
や
因
果
関
係
を
追
究

す
る
な
ど
社
会
的
事
象
等
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
考
察
す
る
歴
史
の
学
び
方
を
身
に
付
け
る
。

○
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
つ
い
て
，
歴
史
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
か
ら
総

合
的
に
広
く
深
く
探
究
す
る
。

○
前
近
代
で
は
，

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
歴
史
の
学
び
方
を
一
層
高
め
る
た
め
，
多

様
な
資
料
を
効
果
的
に
活
用
し
て
歴
史
を
解
釈
，
説
明
す
る
力
を
段
階
的
に

成
長
さ
せ
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
。

・
近
現
代
に
つ
な
が
る
各
時
代
の
展
開
に
関
わ
る
理
解
や
，
我
が
国
の
伝
統

や
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

○
近
現
代
で
は
，

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
等
，
前
近
代
の
学
習
で
成
長
さ
せ
た
歴

史
を
解
釈
，
説
明
す
る
力
を
活
用
し
，
地
域
と
日
本
，
世
界
の
相
互
の
関
係
を
捉

え
，
現
代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
。

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
等
に
加
え
，
さ
ら
に
考
察
を
深
め

る
た
め
に
必
要
な
歴
史
に
関
す
る
概
念
等
を
習
得
す
る
。

※
歴
史
用
語
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
，
研
究
者
と
教
員
と
の
対
話
を
通
じ
，
社
会
的
事
象
等
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
踏
ま
え
て
，
概
念
等
に
関
す
る
知
識
を
明
確
化
す
る
な
ど
し
て
構
造
化
を
図
る
。

平
成
２
８
年
５
月
１
８
日

教
育
課
程
部
会

高
等
学
校
の

地
歴
・
公
民
科
科
目
の
在
り
方

に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム
資
料
１
０

27



(2
)諸
地
域
世
界
の
形
成

ア
西
ア
ジ
ア
世
界
・
地
中
海
世
界

イ
南
ア
ジ
ア
世
界
・
東
南
ア
ジ
ア
世
界

ウ
東
ア
ジ
ア
世
界
・
内
陸
ア
ジ
ア
世
界

エ
時
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
世
界

現
行
世
界
史
B
科
目

(3
)諸
地
域
世
界
の
交
流
と
再
編

ア
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
形
成
と
拡
大

イ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成
と
展
開

ウ
内
陸
ア
ジ
ア
の
動
向
と
諸
地
域
世
界

エ
空
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
域
世
界

(1
)世
界
史
へ
の
扉

「
世
界
史
に
関
わ
る
探
究
科
目
(仮
称
)」

○
諸
地
域
世
界
の
接
触
と
交
流

複
合
性

資
質
・
能
力

(4
)諸
地
域
世
界
の
結
合
と
変
容

ア
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
繁
栄
と
日
本

イ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
大
と
大
西
洋
世
界

ウ
産
業
社
会
と
国
民
国
家
の
形
成

エ
世
界
市
場
の
形
成
と
日
本

オ
資
料
か
ら
よ
み
と
く
歴
史
の
世
界

○
前
近
代
で
は
，
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
歴
史
の
学
び
方
を
生
か
し
て
，
諸
資
料
を
効
果
的
に
活
用
し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
。
近
現
代
に
つ
な
が
る
諸
地
域
世
界
の
文
化
の
多
様
性
や
複
合
性
を
扱
い
，
時
間
軸
（
タ
テ
）

と
空
間
軸
（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
理
解
す
る
。

○
近
現
代
で
は
，
近
現
代
の
諸
地
域
世
界
の
相
互
依
存
性
や
多
元
性
を
扱
い
，
近
現
代
の
歴
史
に
関
わ
る
豊
富
な
資
料
を
活
用
し
，
広
い
視
野
か
ら
考
察
し
表
現
す
る
学
習
を
通
し
て
，
主
に
空
間
軸
（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
，
現
代

に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
。
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
等
に
加
え
，
さ
ら
に
考
察
を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
歴
史
的
な
概
念
等
を
習
得
す
る
。

○
諸
地
域
世
界
の
結
合
と
変
容

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
的
特
質

多
様
性

○
地
球
世
界
の
到
来

多
元
性

(5
)地
球
世
界
の
到
来

ア
帝
国
主
義
と
社
会
の
変
容

イ
二
つ
の
世
界
大
戦
と
大
衆
社
会
の
出
現

ウ
米
ソ
冷
戦
と
第
三
世
界

エ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
と
日
本

オ
資
料
活
用
し
て
探
究
す
る
地
球
世
界
の

課
題

地
域
性
豊
か
な
諸
文
明
の
独
自
性
・
多
様
性
を
扱
い
，
日
本
を
含

む
諸
地
域
世
界
間
の
関
係
性
を
重
視
し
て
，
主
に
時
間
的
な
つ
な

が
り
に
着
目
し
て
考
察
す
る

関
連
に
つ
い
て
，
世
界
史

の
大
き
な
枠
組
み
に
関
す

る
概
念
等
を
活
用
し
て
多

面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た

り
，
歴
史
に
見
ら
れ
る
課
題

を
把
握
し
，
そ
の
解
決
に
向

け
て
構
想
し
た
り
す
る
力

○
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

を
視
野
に
入
れ
て
，
世
界
や

日
本
の
在
り
方
を
意
欲
的

に
探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

な
ど

新
必
履
修
科

目
「
歴
史
総

合
(仮
称
)」

相
互
依
存
性

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
世
界
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

＜
参
考
＞

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
に

関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て

の
知
識
や
，
諸
地
域
世
界

の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み
と

展
開
の
理
解

○
諸
資
料
を
収
集
す
る
，

読
み
取
る
，
ま
と
め
る
技
能

平
成

２
８

年
５

月
１

８
日

教
育
課
程
部
会
高
等
学
校
の
地
歴
・
公
民
科
科
目

の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
１
１

取
り
上
げ
る

こ
と
が
考
え
ら

れ
る
題
材

接
触
と
交
流
に
よ
り
複
合
性
を
強
め
る
諸
地
域
世
界
の
特
質
を
扱
い

，
日
本
を
含
む
諸
地
域
世
界
間
の
関
係
性
の
深
ま
り
と
広
が
り
を
重

視
し
て
，
主
に
空
間
的
な
つ
な
が
り
に
着
目
し
て
考
察
す
る

相
互
依
存
性
を
高
め
る
諸
地
域
世
界
の
特
質
を
扱
い
，
日
本
を
含
む

諸
地
域
世
界
の
構
造
的
な
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
，
主
に
空
間
的
な

つ
な
が
り
の
拡
大
に
着
目
し
て
考
察
す
る

地
球
規
模
で
の
一
体
化
と
，
多
元
性
を
深
め
る
現
代
世
界
の
特
質
を

扱
い
，
人
々
が
協
調
し
共
存
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
展
望
す
る

諸 資 料 に 基 づ き 、 地 理 的 条 件 や 日 本 の 歴 史 と 関 連 付 け て 展 開

○
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本
を
広
く
相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
て
，
近
現
代
の

歴
史
を
理
解
す
る
科
目
○
歴
史
の
推
移
や
変
化
を
踏
ま
え
，
課
題
の
解
決
を
視
野

に
入
れ
て
，
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を
考
察
す
る
科

目
○
歴
史
の
大
き
な
転
換
に
着
目
し
，
単
元
の
基
軸
と
な
る
問
い
を
設
け
，
資
料
を

活
用
し
な
が
ら
，
歴
史
の
学
び
方
を
習
得
す
る
科
目

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
に

関
わ
る
諸
事
象
等
の
意
味

や
意
義
，
特
色
や
相
互
の

「歴
史
総
合
（仮
称
）」
で
習

得
し
た
歴
史
の
学
び
方
を

活
用
し
て
，
歴
史
に
関
わ

る
諸
事
象
の
意
味
や

意
義
等
を
広
く
深
く
考

察
し
探
究
す
る
科
目

自
然
環
境
，

文
明
，
都
市
，

ポ
リ
ス
，
港
市
，

信
仰
，
正
統
・

異
端
，
身
分
・

階
級
，
家
産

国
家
，
華
夷
，

聖
・
俗
，
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
，
市
民

文
化
，
宮
廷

文
化
，
啓
蒙

思
想
，
二
重

革
命
，
中
華

思
想
，
財
政

国
家
，
帝
国
，

世
界
シ
ス
テ

ム
，
勢
力
均

衡
，
挙
国
一

致
，
人
民
戦

線
，
集
団
安

全
保
障
，
新

自
由
主
義
，

人
間
の
安
全

保
障
，
持
続

可
能
な
社
会

…
等

社 会 的 事 象 等 の 歴 史 的 な 見 方 や 考 え 方 を 用 い て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
日
本
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

0

現
行

日
本

史
B

科
目

＜
参
考
＞

○
前

近
代

で
は

，
「
歴

史
総

合
（
仮

称
）
」
で

育
ん

だ
歴

史
の

学
び

方
を

一
層

高
め

る
た

め
，

多
様

な
資

料
を

効
果

的
に

活
用

し
て

歴
史

を
解

釈
，

説
明

す
る

力
を

段
階

的
に

成
長

さ
せ

て
歴

史
を

考
察

し
表

現
す

る
。

近
現

代
に

つ
な

が
る

各
時

代
の

展
開

に
関

わ
る

理
解

や
，

我
が

国
の

伝
統

や
文

化
へ

の
理

解
を

深
め

る
。

○
近

現
代

で
は

，
「
歴

史
総

合
（
仮

称
）
」
で

獲
得

し
た

知
識

や
概

念
，

前
近

代
の

学
習

で
成

長
さ

せ
た

歴
史

を
解

釈
，

説
明

す
る

力
を

活
用

し
，

地
域

と
日

本
，

世
界

の
相

互
の

関
係

を
捉

え
，

現
代

に
つ

な
が

る
諸

課
題

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
す

る
。

「
歴

史
総

合
（
仮

称
）
」
で

獲
得

し
た

概
念

等
に

加
え

，
さ

ら
に

考
察

を
深

め
る

た
め

に
必

要
な

歴
史

的
な

概
念

等
を

習
得

す
る

。

「
日

本
史

に
関

わ
る

探
究

科
目

(仮
称

)」

新
必
履
修
科
目

「
歴
史
総
合
(仮
称
)」

資
質

・
能

力

○
歴

史
の

展
開

と
資

料
-
原

始
・
古

代
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

考
古
資
料
や
文
献
資
料
を
踏
ま
え
て
歴
史
が
叙
述
さ
れ
る
こ
と
等
の
理
解
を

考
察
す
る
。

考
古
資
料
や
文
献
資
料
を
踏
ま
え
て
歴
史
が
叙
述
さ
れ
る
こ
と
等
の
理
解
を

も
と
に
，
原
始
・
古
代
の
社
会
や
文
化
の
特
色
を
国
際
環
境
と
関
連
付
け
て

考
察
す
る
。

「歴
史

総
合

（仮
称

）」
で

習
得

し
た

歴
史

の
学

び
方

を
活

用
し

て
，
歴

史
に

関
わ

る
諸

事
象

の
意

味
や

意
義

等
を

広
く
深

く
考

察
し

探
究

す
る

科
目

(1
) 
原

始
・
古

代
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
ア

歴
史

と
資

料
イ

日
本

文
化

の
黎

明
と

古
代

国
家

の
形

成
ウ

古
代

国
家

の
推

移
と

社
会

の
変

化

(2
) 
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
ア

歴
史

の
解

釈
イ

中
世

国
家

の
形

成
ウ

中
世

社
会

の
展

開

(3
) 
近

世
の

日
本

と
世

界
ア

歴
史

の
説

明
イ

近
世

国
家

の
形

成
ウ

産
業

経
済

の
発

展
と

幕
藩

体
制

の
変

容

(4
) 
近

代
日

本
の

形
成

と
世

界
ア

明
治

維
新

と
立

憲
体

制
の

成
立

イ
国

際
関

係
の

推
移

と
立

憲
国

家
の

展
開

ウ
近

代
産

業
の

発
展

と
近

代
文

化

(5
) 
両

世
界

大
戦

期
の

日
本

と
世

界
ア

政
党

政
治

の
発

展
と

大
衆

社
会

の
形

成
イ

第
一

次
世

界
大

戦
と

日
本

の
経

済
・
社

会
ウ

第
二

次
世

界
大

戦
と

日
本

(6
) 
現

代
の

日
本

と
世

界
ア

現
代

日
本

の
政

治
と

国
際

社
会

イ
経

済
の

発
展

と
国

民
生

活
の

変
化

ウ
歴

史
の

論
述

○
歴

史
の

展
開

と
説

明
-
近

世
の

日
本

と
世

界
-

歴
史
事
象
の
多
様
な
解
釈
を
根
拠
や
論
理
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
活
動
等
を

通
し
て
，
近
世
社
会
の
安
定
と
動
揺
，
変
化
へ
の
胎
動
な
ど
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

○
歴

史
の

構
造

と
地

域
・日

本
・
世

界
-
近

代
の

日
本

と
世

界
-

○
歴

史
の

記
録

と
論

述
-
現

代
の

日
本

と
世

界
-

適
切
な
主
題
を
設
け
て
，
根
拠
と
な
る
資
料
や
事
象
な
ど
歴
史
的
な
背
景
を

踏
ま
え
，
現
代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
に
つ
い
て
自
ら
の
考
え
を
論
述
す
る
。

○
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

を
視

野
に

入
れ

て
，

歴
史

の
展

開
の

総
合

的
な

理
解

を
踏

ま
え

て
，

地
域

や
日

本
，

世
界

の
在

り
方

を
意

欲
的

に
探

究
し

よ
う

と
す

る
態

度
な

ど

○
我

が
国

の
歴

史
の

展
開

に
つ

い
て

，
歴

史
を

構
成

す
る

諸
要

素
・
諸

領
域

か
ら

の
総

合
的

な
理

解

○
多

様
な

資
料

を
効

果
的

に
収

集
す

る
，

読
み

取
る

，
ま

と
め

る
技

能

神
仏

習
合

，
荘

園
・
公

領
，

国
人

一
揆

，
石

高
制

，
町

人
文

化
，

大
名

知
行

制
，

経
世

論
，

雄
藩

，
廃

藩
置

県
，

超
然

主
義

，

憲
政

の
常

道
，

統
帥

権
，

新
体

制
運

動
，

戦
後

改
革

，
55

年
体

制
，

中
流

意
識

，
国

際
貢

献
…

等

○
歴

史
の

展
開

と
解

釈
-
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

諸
資
料
を
活
用
し
て
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
を
解
釈
す
る
活
動
等
を
通
し

て
，
中
世
の
分
立
す
る
権
力
の
在
り
方
や
，
社
会
変
動
や
文
化
の
主
体
の

多
様
化
な
ど
に
つ
い
て
，
国
際
環
境
と
関
連
付
け
て
考
察
す
る
。

○
諸

事
象

の
意

味
や

意
義

，
特

色
や

相
互

の
関

連
に

つ
い

て
，

各
時

代
の

展
開

に
関

わ
る

概
念

等
を

活
用

し
て

多
面

的
・
多

角
的

に
考

察
し

た
り

，
歴

史
に

見
ら

れ
る

課
題

を
把

握
し

，
そ

の
解

決
に

向
け

て
構

想
し

た
り

す
る

力
必
履
修
科
目
で
学
ん
だ
概
念
な
ど
を
用
い
，
地
域
と
日
本
，
世
界
の
歴
史

の
相
互
の
関
係
を
地
域
の
資
料
等
を
活
用
し
て
捉
え
，
日
本
の
近
代
社
会

の
変
化
と
多
様
な
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

取
り

上
げ

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
題

材

社 会 的 事 象 等 の 歴 史 的 な 見 方 や 考 え 方 を 用 い て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む

○
世

界
と

そ
の

中
に

お
け

る
日

本
を

広
く
相

互
的

な
視

野
か

ら
捉

え
て

，
近

現
代

の
歴

史
を

理
解

す
る

科
目

○
歴

史
の

推
移

や
変

化
を

踏
ま

え
，

課
題

の
解

決
を

視
野

に
入

れ
て

，
現

代
的

な
諸

課
題

の
形

成
に

関
わ

る
近

現
代

の
歴

史
を

考
察

す
る

科
目

○
歴

史
の

大
き

な
転

換
に

着
目

し
，

単
元

の
基

軸
と

な
る

問
い

を
設

け
，

資
料

を
活

用
し

な
が

ら
，

歴
史

の
学

び
方

を
習

得
す

る
科

目

平
成

２
８

年
５

月
１

８
日

教
育

課
程

部
会

高
等

学
校

の
地

歴
・

公
民

科
科

目
の

在
り

方
に

関
す

る
特

別
チ

ー
ム

資
料

１
２
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(1
)現
代
世
界
の
特
色
と

諸
課
題
の
地
理
的
考
察

(2
)生
活
圏
の
諸
課
題

の
地
理
的
考
察

(1
)現
代
世
界
の
特
色
と

諸
課
題
の
地
理
的
考
察

(2
)生
活
圏
の
諸
課
題

の
地
理
的
考
察

ア
地
球
儀
や
地
図
か
ら
と
ら
え
る

現
代
世
界

イ
世
界
の
生
活
・
文
化
の
多
様
性

ウ
地
球
的
課
題
の
地
理
的
考
察

ア
日
常
生
活
と
結
び
付
い
た
地
図

イ
自
然
環
境
と
防
災

ウ
生
活
圏
の
地
理
的
な
諸
課
題
と

地
域
調
査

地
理
A

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
「
地
理
総
合
」
（
仮
称
）
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

資
質
・
能
力

現
行
地
理
A
科
目

新
必
履
修
科
目

⇒
以
降
の
地
理
学
習
等
の
基
盤
と
な
る
よ
う
，
地
理
を
学
ぶ
意
義
等

を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
地
図
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ＩＳ
）
な

ど
に
関
わ
る
汎
用
的
な
地
理
的
技
能
を
身
に
付
け
る
。

⇒
自
然
と
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
調
和
を
図
っ
た
，
世
界
の
多
様

性
の
あ
る
生
活
・
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

⇒
地
球
規
模
の
諸
課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
国
際
協
力
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⇒
日
本
国
内
や
地
域
の
自
然
環
境
と
自
然
災
害
と
の
関
わ
り
や
，

そ
こ
で
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⇒
生
活
圏
の
課
題
を
，
観
察
や
調
査
・
見
学
等
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
通
じ
て
捉
え
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
改
善
，

解
決
策
を
探
究
す
る
。

ア
生
活
・
文
化
の
多
様
性
と
国
際
理
解

イ
地
球
的
な
諸
課
題
と
国
際
協
力

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
求
め
ら
れ
る
地
理
科
目

⑶
防
災
と
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

ア
自
然
環
境
と
災
害
対
応

イ
生
活
圏
の
調
査
と
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
りＧ
ＩＳ

グ
ロ
ー
バ
ル
化

防
災

Ｅ
Ｓ
Ｄ

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

○
地
球
規
模
の
自
然
シ
ス
テ
ム

や
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
理
解

な
ど

○
地
理
に
関
す
る
情
報
を
効
果

的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
な
ど

○
地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
等
の

意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互

の
関
連
に
つ
い
て
，
地
域
と

い
う
枠
組
み
の
中
で
概
念
等

を
活
用
し
て
多
面
的
・
多
角
的

に
考
察
し
た
り
，
地
域
に
み
ら

れ
る
課
題
を
把
握
し
，
そ
の
解

決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る

力
な
ど

○
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向

け
て
，
地
球
的
，
地
域
的
課
題

を
意
欲
的
に
追
究
し
よ
う
と
す

る
態
度

な
ど

⑵
国
際
理
解
と
国
際
協
力

⑴
地
図
と
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

平
成
２
８
年
５
月
１
８
日

教
育
課
程
部
会

高
等
学
校
の
地
歴
・

公
民
科
科
目
の
在
り
方

に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
１
３
－
１

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
有
為
な
形
成
者
を
育
成
す
る
た
め
に

○
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
，
環
境
条

件
と
人
間
の
営
み
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
現

代
の
地
理
的
な
諸
課
題
を
考
察
す
る
科
目

○
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
か
ら
国
際
理
解
や
国
際

協
力
の
在
り
方
を
，
地
域
的
な
視
座
か
ら
防
災

な
ど
の
諸
課
題
へ
の
対
応
を
考
察
す
る
科
目

○
地
図
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ＩＳ
）
な
ど
を

用
い
る
こ
と
で
，
汎
用
的
で
実
践
的
な
地
理
的

技
能
を
習
得
す
る
科
目

科 目 の 特 徴

社 会 的 事 象 等 の 地 理 的 な 見 方 や 考 え 方 を 用 い て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む
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「
地
理
総
合
（
仮
称
）
」
に
お
い
て
重
視
す
る
思
考
力
等
と
授
業
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

項
目
構
成
（
案
）

と
授
業
展
開
の
イ
メ
ー
ジ

問
い

出
生
率
の
高
い
地
域
が
必
ず
し
も
人
口
増
加
率
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
，

Ｇ
ＩＳ
を
用
い
て
階
級
区
分
図
の
重
ね
合
せ
を
行
い
，
そ
の
地
域
的
な
要
因
を
考
察

す
る
。

〔
他
に
，
統
計
資
料
の
分
析
，
主
題
図
の
作
成
な
ど
の
主
題
を
設
定
〕

㋐
な
ぜ
出
生
率
と
，
人
口
増
加
率
は
一
致
し
な
い
の
だ
ろ
う

ア
ン
デ
ス
高
地
の
地
形
や
気
候
等
の
自
然
環
境
の
特
徴
か
ら
，
湖
上
で
生
活
す

る
理
由
を
見
出
し
，
生
活
の
多
様
性
と
そ
の
必
然
性
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
，
異
文

化
理
解
を
図
る
。

〔
他
に
，
衣
・
食
や
宗
教
な
ど
の
主
題
〕

㋑
ど
う
し
て
ア
ン
デ
ス
で
は
，
湖
上
で
生
活
す
る
人
々
が
い
る
の
だ
ろ
う

食
料
難
に
悩
む
ウ
ガ
ン
ダ
に
対
し
て
，
ど
の
よ
う
な
手
段
で
食
料
増
産
を
促
す
た

め
の
支
援
が
可
能
な
の
か
。
支
援
で
直
面
し
た
課
題
と
そ
の
要
因
を
探
り
，
国
際

協
力
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
〔
他
に
，
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
主
題
〕

㋒
な
ぜ
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
，
生
産
性
で
劣
る
陸
稲
が
生
産
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

複
数
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
地
域
の
自
然
環
境
の
特
徴
を
読
み
取
り
，
そ
の
情

報
を
比
較
，
関
連
付
け
て
，
各
地
域
で
想
定
さ
れ
る
災
害
を
考
え
，
地
域
な
ら
で
は

の
対
応
策
を
考
察
す
る
。
〔
他
に
，
災
害
復
旧
・
復
興
，
都
市
計
画
な
ど
の
主
題
〕

㋓
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
読
ん
で
，
私
た
ち
の
町
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う

中
心
業
務
地
区
の
衰
退
等
を
背
景
に
，
今
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
べ
き

か
，
地
域
調
査
に
よ
り
収
集
し
た
諸
資
料
を
分
析
し
，
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
生

活
圏
の
在
る
べ
き
姿
を
構
想
す
る
。
〔
他
に
，
環
境
対
策
な
ど
の
主
題
〕

㋔
フ
ー
ド
デ
ザ
ー
ト
解
消
の
た
め
，
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
か

重
視
す
る
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等

○
地
図
上
に
表
さ
れ
た
事
象
と
実
際
の
で
き
ご
と
を
関

連
付
け
て
考
察
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
を
，
目
的
に
応
じ
て
地
図
等
に
ま
と
め
，

効
果
的
に
説
明
す
る
力

○
自
然
環
境
等
に
対
応
し
た
世
界
の
多
様
な
生
活
・

文
化
の
意
味
や
意
義
を
理
解
し
，
自
他
の
文
化
を

尊
重
し
つ
つ
考
察
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
を
，
資
料
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
力

○
地
球
規
模
で
見
ら
れ
る
諸
課
題
（
環
境
，
資
源
・
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ
ﾞｰ
，
人
口
，
食
料
，
住
居
・
都
市
，
民
族
・領
土

等
）
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
を
，
根
拠
を
明
確
に
し
て
議
論
す
る
力

○
国
内
各
地
の
自
然
環
境
と
そ
こ
で
現
れ
る
災
害
の

傾
向
性
を
関
連
付
け
て
課
題
を
把
握
し
，
多
面
的
・

多
角
的
に
考
察
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
を
，
資
料
に
ま
と
め
て
説
明
す
る
力

○
生
活
圏
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
，
そ
の
背
景
や

要
因
等
の
分
析
に
基
づ
き
，
様
々
な
解
決
策
を
吟
味

し
，
構
想
す
る
力

○
構
想
し
た
こ
と
を
，
実
現
可
能
性
を
指
標
に
議
論
す
る
力

ア
生
活
・
文
化
の
多
様
性

と
国
際
理
解

イ
地
球
的
な
諸
課
題
と

国
際
協
力

⑶
防
災
と
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築

ア
自
然
環
境
と
災
害
対
応

イ
生
活
圏
の
調
査
と

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

⑵
国
際
理
解
と
国
際
協
力

⑴
地
図
と
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
の
活
用

＜
補

足
；

「
学

習
の

系
統

性
，

段
階

性
」

＞
・

(1
)の

学
習

に
よ

っ
て

培
っ

た
地

理
的

な
技

能
を

，
後

の
(2

)，
(3

)の
学

習
や

他
教

科
・

科
目

等
の

学
習

に
お

い
て

実
践

的
に

活
用

す
る

。
・

(2
)と

(3
)の

そ
れ

ぞ
れ

「
ア

」
で

把
握

，
考

察
し

た
こ

と
を

基
に

，
「

イ
」

で
議

論
，

構
想

す
る

。
・

(2
)で

学
ん

だ
諸

課
題

へ
の

対
応

策
を

，
(3

)の
生

活
圏

の
諸

課
題

解
決

の
構

想
に

生
か

す
。

(T
h
in

k 
G

lo
b
a
lly

, 
A
ct

 L
o
ca

lly
)

問 い を 重 視 し た 授 業 展 開

「 地 理 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を 用 い た 授 業 設 計

平
成
２
８
年
５
月
１
８
日

教
育
課
程
部
会
高
等
学
校
の

地
歴
・
公
民
科
科
目
の
在
り
方

に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
１
３
－
２
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

「
地
理
総
合
（
仮
称
）
」
は
，
主
題
を
基
に
課
題
解
決
的
な
学
習
に
よ
り
，
社
会
で
生
き
て
働
く
地
理
的
実
践
力
の
育
成
の
場
と
し
て
，

「
新
選
択
科
目
」
は
，
地
理
総
合
で
習
得
し
た
地
理
的
な
技
能
，
見
方
や
考
え
方
を
基
に
，
世
界
の
諸
事
象
の
規
則
性
や
傾
向
性
な
ど

を
系
統
的
に
，
世
界
の
諸
地
域
の
構
造
や
変
容
な
ど
を
地
誌
的
に
考
察
し
た
上
で
，
現
代
日
本
に
求
め
ら
れ
る
国
土
像
の
在
り
方
に
つ

い
て
構
想
す
る
こ
と
に
よ
り
，
高
等
教
育
で
の
学
び
に
も
繋
が
る
本
格
的
な
地
理
的
探
究
の
場
と
し
て
構
成
す
る
。

(1
)様
々
な
地
図
と

地
理
的
技
能

(2
)現
代
世
界
の

系
統
地
理
的
考
察

(3
)現
代
世
界
の

地
誌
的
考
察

ア
地
理
情
報
と
地
図

イ
地
図
の
活
用
と
地
域
調
査

ア
自
然
環
境

イ
資
源
，
産
業

ウ
人
口
，
都
市
・
村
落

エ
生
活
文
化
，
民
族
・
宗
教

ア
現
代
世
界
の
地
域
区
分

イ
現
代
世
界
の
諸
地
域

ウ
現
代
世
界
と
日
本

移
行

拡
充

地
理
B

現
行
地
理
B
科
目

新
必
履
修
科
目

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

⑴
地
図
と
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

⑵
国
際
理
解
と
国
際
協
力

⑶
防
災
と
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

⇒
現
代
世
界
に
お
け
る
日
本
の
国
土
の
特
色
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，

我
が
国
が
抱
え
る
地
理
的
な
諸
課
題
を
探
究
す
る
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
解
決
の

方
向
性
や
将
来
の
国
土
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
展
望
す
る
。

地
理
に
関
わ
る
探
究
科
目
（
仮
称
）

⑶
現
代
日
本
に
求
め
ら
れ
る
国
土
像

⇒
地
域
の
概
念
，
地
域
区
分
の
意
義
を
考
察
し
，
実
際
に
地
域
を
区
分
す
る
。

⇒
地
誌
的
に
地
域
の
構
造
や
変
容
な
ど
を
考
察
す
る
。

⇒
地
域
な
ら
で
は
の
諸
課
題
と
地
球
的
課
題
の
関
連
性
を
追
究
す
る
。

⑵
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

⇒
系
統
地
理
的
に
事
象
の
規
則
性
や
傾
向
性
な
ど
を
考
察
す
る
。

⇒
そ
れ
ぞ
れ
に
環
境
問
題
，
食
料
問
題
な
ど
の
関
連
諸
課
題
を
追
究
す
る
。

⑴
現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

事
象
か
ら
の
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ

地
域
か
ら
の
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ

ア
自
然
環
境
イ
資
源
，
産
業
ウ
人
口
，
都
市
・
村
落

エ
生
活
文
化
，
民
族
・
宗
教
オ
観
光
，
交
通
・
通
信
等

ア
現
代
世
界
の
地
域
区
分

イ
現
代
世
界
の
諸
地
域

総
合
的
な
地
理
的
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ

「地
理
総
合
（仮
称
）」
で
身
に
付

け
た
学
習
の
成
果
を
活
用
し
探

究
を
深
め
る
科
目

資
質
・
能
力

○
世
界
の
空
間
的
な
諸
事

象
の
規
則
性
，
傾
向
性

や
，
世
界
の
諸
地
域
の

構
造
や
変
容
に
つ
い
て

の
理
解

な
ど

○
地
理
に
関
す
る
情
報
を

効
果
的
に
調
べ
ま
と
め

る
技
能

な
ど

○
世
界
や
日
本
の
望
ま
れ

る
国
土
像
や
地
域
像
の

構
築
の
た
め
，
進
ん
で

参
加
し
貢
献
し
よ
う
と
す

る
態
度

な
ど

○
世
界
の
諸
事
象
を
系
統

地
理
的
に
考
察
す
る
力

や
，
世
界
の
諸
地
域
を

地
誌
的
に
考
察
す
る
力 な
ど

構 成 原 理

平
成
２
８
年
５
月
１
８
日

教
育
課
程
部
会

高
等
学
校
の
地
歴
・
公
民
科
科
目
の
在
り
方
に
関
す
る

特
別
チ
ー
ム

資
料
１
３
－
３

社 会 的 事 象 等 の 地 理 的 な 見 方 や 考 え 方 を 用 い て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
公
共
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

新
必
履
修
科
目
「
公
共
(仮
称
)」

(2
)自

立
し

た
主

体
と

し
て

国
家

・
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

⇒
小

・
中

学
校

社
会

で
習

得
し

た
知

識
等

を
基

盤
に

、
(1

)で
身

に
付

け
た

選
択

・
判

断
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

等
を

活
用

し
て

現
実

社
会

の
諸

課

題
に

つ
い

て
考

察
、

追
究

す
る

と
と

も
に

、
協

働
の

必
要

な
理

由
、

協
働

を
可

能
と

す
る

条
件

、
協

働
を

阻
害

す
る

要
因

な
ど

に
つ

い
て

考
察

を
深

め
る

。
そ

の
際

、
自

立
し

た
主

体
と

し
て

生
き

る
た

め
に

必
要

な
知

識
・
技

能
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

及
び

態
度

を
養

い
、

(3
)の

学
習

が
効

果
的

に
行

わ
れ

る
よ

う
課

題
意

識
の

醸
成

に
努

め
る

よ
う

に
す

る
。

多
様

な
契

約
、

メ
デ

ィ
ア

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

、
男

女
共

同
参

画
・
・
・

（
ア

～
エ

の
う

ち
二

つ
、

あ
る

い
は

三
つ

が
複

合
的

に
関

連
し

合
う

題
材

を
取

り
扱

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
）

※
様

々
な

主
体

と
な

る
個

人
を

支
え

る
家

族
・
家

庭
や

地
域

等
に

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

⇒
世

代
間

協
力

・
交

流
、

自
助

・
共

助
・
公

助
等

に
よ

る
社

会
的

基
盤

の
強

化

家
族

・
家

庭
、

消
費

者
等

に
関

す
る

個
人

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
家

庭
科

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
扱

う
情

報
科

、
個

人
の

安
全

指
導

を
行

う
保

健
体

育
科

と
連

携

＜
題

材
の

例
＞

イ
経

済
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

ア
政

治
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

エ
様

々
な

情
報

を
発

信
・
受

信
す

る
知

的
主

体
と

な
る

私
た

ち
ウ

法
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

財
政

と
税

、
社

会
保

障
、

市
場

経
済

の
機

能
と

限
界

、
雇

用
、

労
働

問
題

（
労

働
関

係
法

制
を

含
む

）
・
・
・

司
法

参
加

・
・
・

消
費

者
の

権
利

や
責

任
、

契
約

・
・
・

情
報

モ
ラ

ル
・
・
・

政
治

参
加

、
世

論
の

形
成

、
地

方
自

治
、

国
家

主
権

（
領

土
を

含
む

）
、

国
際

貢
献

・
・
・

職
業

選
択

、
金

融
の

働
き

、
経

済
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

と
相

互
依

存
関

係
の

深
ま

り
・
・
・

ア
公

共
的

な
空

間
を

作
る

私
た

ち

イ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方

ウ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

⇒
今

ま
で

受
け

継
が

れ
て

き
た

蓄
積

や
先

人
の

取
組

、
知

恵
な

ど
を

踏
ま

え
、

①
「
様

々
な

立
場

や
文

化
等

を
背

景
に

し
て

社
会

が
成

立
し

て
い

る
こ

と
」
、

②
「
「
自

立
し

た
主

体
と

は
何

か
」
を

問
い

、
自

ら
を

成
長

さ
せ

る
こ

と
や

、
対

話
を

通
じ

て
お

互
い

を
高

め
合

う
こ

と
」
の

両
者

に
よ

っ
て

よ
り

よ
い

集
団

、
社

会
（
公

共
的

な
空

間
）
を

作
り

出
し

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
学

ぶ
。

⇒
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
倫

理
的

主
体

と
し

て
、

行
為

の
善

さ
を

個
人

が
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
、

①
「
そ

の
行

為
の

結
果

と
し

て
、

個
人

の
幸

福
と

と
も

に
、

社
会

全
体

の
幸

福
を

重
視

す
る

考
え

方
」
と

②
「
そ

の
行

為
の

動
機

と
な

る
人

間
的

責
務

と
し

て
の

公
正

な
ど

を
重

視
す

る
考

え
方

」
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

。
そ

の
際

、
行

為
の

結
果

に
つ

い
て

、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
な

ど
の

留
意

点
に

つ
い

て
も

指
導

す
る

。

⇒
個

人
と

社
会

と
の

関
わ

り
に

お
い

て
、

個
人

の
尊

重
を

前
提

に
、

人
間

の
尊

厳
と

平
等

、
社

会
の

安
定

性
を

と
も

に
成

り
立

た
せ

る
こ

と
な

ど
の

公
共

的
な

空
間

に
お

け
る

基
本

的
原

理
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

。
そ

の
際

、
民

主
主

義
、

自
由

・
権

利
と

責
任

・
義

務
、

相
互

承
認

な
ど

を
取

り
上

げ
る

。

(1
) 

「
公

共
」
の

扉

選
挙

管
理

委
員

会
、

弁
護

士
、

消
費

者
セ

ン
タ

ー
、

N
P

O
な

ど

(3
)持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
⇒

(1
)で

身
に

付
け

た
選

択
・
判

断
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

等
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
(2

)で
行

っ
た

課
題

追
究

的
な

学
習

で
扱

っ
た

現
実

社
会

の
諸

課
題

へ
の

関
心

を
一

層
高

め
、

個
人

を
起

点
と

し
て

、
自

立
、

協
働

の
観

点
か

ら
、

今
ま

で
受

け
継

が
れ

て
き

た
蓄

積
や

先
人

の
取

組
、

知
恵

な
ど

を
踏

ま
え

つ
つ

多
様

性
を

尊
重

し
、

合
意

形
成

や
社

会
参

画
を

視
野

に
入

れ
な

が
ら

持
続

可
能

な
地

域
、

国
家

、
国

際
社

会
づ

く
り

に
向

け
た

役
割

を
担

う
主

体
と

な
る

こ
と

に
つ

い
て

探
究

を
行

う
。

ア
地

域
の

創
造

へ
の

主
体

的
参

画
イ

よ
り

よ
い

社
会

の
構

築
へ

の
主

体
的

参
画

ウ
我

が
国

と
国

際
社

会
へ

の
主

体
的

参
画

<題
材

の
例

>
公

共
的

な
場

づ
く
り

や
安

全
を

目
指

し
た

地
域

の
活

性
化

、
受

益
と

負
担

の
均

衡
や

世
代

間
の

調
和

が
と

れ
た

社
会

保
障

、
文

化
と

宗
教

の
多

様
性

、
国

際
平

和
、

国
際

経
済

格
差

の
是

正
と

国
際

協
力

・
・
・

な
ど

に
つ

い
て

探
究

資
質

・
能

力

○
現

代
社

会
の

諸
課

題
を

捉
え

考
察

し
、

選
択

・
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
概

念
や

理
論

の
理

解

○
諸

資
料

か
ら

、
倫

理
的

、
政

治
的

、
経

済
的

、
法

的
、

様
々

な
情

報
を

発
信

・
受

信
す

る
知

的
主

体
等

と
な

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

効
果

的
に

収
集

す
る

・
読

み
取

る
・
ま

と
め

る
技

能

○
選

択
・
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

を
活

用
し

て
、

現
代

の
社

会
的

事
象

や
現

実
社

会
の

諸
課

題
に

つ
い

て
、

協
働

的
に

考
察

し
、

合
意

形
成

や
社

会
参

画
を

視
野

に
入

れ
な

が
ら

構
想

し
た

こ
と

の
妥

当
性

や
効

果
、

実
現

可
能

性
な

ど
を

指
標

に
し

て
議

論
す

る
力

○
現

代
社

会
に

生
き

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
の

自
覚

、
我

が
国

及
び

国
際

社
会

に
お

い
て

国
家

及
び

社
会

の
形

成
に

積
極

的
な

役
割

を
果

た
そ

う
と

す
る

自
覚

な
ど

※
「
公

共
（
仮

称
）
」
に

お
い

て
は

、
教

科
目

標
の

実
現

を
見

通
し

た
上

で
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
観

点
か

ら
、

経
済

、
法

、
情

報
発

信
な

ど
に

対
し

て
主

体
的

に
参

画
す

る
力

を
育

む
中

核
的

機
能

を
担

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

※
取

り
上

げ
る

事
象

に
つ

い
て

は
、

生
徒

の
考

え
が

深
ま

る
よ

う
様

々
な

見
解

を
提

示
す

る
こ

と
な

ど
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

際
、

特
定

の
事

柄
を

強
調

し
す

ぎ
た

り
、

一
面

的
な

見
解

を
十

分
な

配
慮

な
く
取

り
上

げ
た

り
す

る
な

ど
、

特
定

の
見

方
や

考
え

方
に

偏
っ

た
取

扱
い

に
よ

り
、

生
徒

が
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

、
事

実
を

客
観

的
に

捉
え

、
公

正
に

判
断

す
る

こ
と

を
妨

げ
る

こ
と

の
な

い
よ

う
留

意
す

る
こ

と
。

ま
た

、
客

観
的

か
つ

公
正

な
資

料
に

基
づ

い
て

指
導

す
る

よ
う

留
意

す
る

こ
と

。

考
え

ら
れ

る
学

習
活

動
の

例

関
係

す
る

専
門

家
・
機

関

「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
国

際
社

会
に

主
体

的
に

生
き

る
平

和
で

民
主

的
な

国
家

及
び

社
会

の
有

為
な

形
成

者
」
を

育
成

倫
理

的
主

体
と

な
る

私
た

ち

討
論

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

、
模

擬
選

挙
、

模
擬

投
票

、
模

擬
裁

判
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
準

備
と

振
り

返
り

な
ど

平
成

２
８

年
５

月
１

８
日

教
育

課
程

部
会

高
等

学
校

の
地

歴
・

公
民

科
科

目
の

在
り

方
に

関
す

る
特

別
チ

ー
ム

資
料

１
４

－
１

⇒
自

立
し

た
主

体
に

な
る

と
は

、
孤

立
し

て
生

き
る

こ
と

で
は

な
く
他

者
と

の
協

働
に

よ
り

公
共

的
な

空
間

を
作

る
主

体
に

な
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

こ
と

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

選
択

・
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
概

念
や

理
論

、
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

を
理

解
し

、
(2

)、
(3

)の
学

習
の

基
盤

を
養

う
。

人 間 と 社 会 の 在 り 方 に つ い て の 見 方 や 考 え 方 を 用 い て 、 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む 33



「
公
共
（
仮
称
）
」
の
構
成
①
（
案
）

新
必

履
修

科
目

(案
)

「
公
共
(仮
称
)」

⇒
今

ま
で

受
け

継
が

れ
て

き
た

蓄
積

や
先

人
の

取
組

、
知

恵
な

ど
を

踏
ま

え
、

・
様

々
な

立
場

や
文

化
等

を
背

景
に

し
て

社
会

が
成

立
し

て
い

る
こ

と
・
①

「
自

立
し

た
主

体
と

は
何

か
」
を

問
い

、
自

ら
の

体
験

や
悩

み
を

振
り

返
る

こ
と

を
通

し
て

自
ら

を
成

長
さ

せ
る

こ
と

、
②

人
間

は
社

会
的

な
存

在
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
対

話
を

通
じ

て
お

互
い

を
高

め
合

う
こ

と
、

両
者

に
よ

っ
て

よ
り

よ
い

集
団

、
社

会
（
公

共
的

な
空

間
）
を

作
り

出
し

て
い

く
こ

と
（勤

労
観

・
職

業
観

の
育

成
を

含
む

）に
つ

い
て

学
ぶ

。

⇒
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
倫

理
的

主
体

と
し

て
、

行
為

の
善

さ
を

個
人

が
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
、

①
「
そ

の
行

為
の

結
果

と
し

て
、

個
人

の
幸

福
と

と
も

に
、

社
会

全
体

の
幸

福
を

重
視

す
る

考
え

方
」
、

②
「
そ

の
行

為
の

動
機

と
な

る
人

間
的

責
務

と
し

て
の

公
正

な
ど

を
重

視
す

る
考

え
方

」
、

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

際
、

・
人

が
追

求
す

る
も

の
は

経
済

的
価

値
に

限
ら

れ
る

も
の

で
は

な
く
、

多
義

的
で

あ
る

こ
と

・
両

者
と

も
に

活
用

し
、

自
分

も
他

者
も

と
も

に
納

得
で

き
る

解
を

見
出

そ
う

と
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
・
行

為
の

結
果

に
つ

い
て

、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と

・
行

為
の

動
機

に
つ

い
て

、
個

々
の

動
機

に
留

ま
ら

ず
、

そ
れ

ら
を

継
続

的
に

考
え

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と

な
ど

を
取

り
上

げ
る

。

※
指

導
の

ね
ら

い
を

明
確

に
し

た
上

で
、

囚
人

の
ジ

レ
ン

マ
、

共
有

地
の

悲
劇

、
最

後
通

牒
ゲ

ー
ム

等
の

思
考

実
験

や
、

環
境

保
護

、
生

命
倫

理
等

に
つ

い
て

概
念

的
に

考
え

る
学

習
活

動
を

取
り

入
れ

る
こ

と
。

そ
の

際
、

(3
)「

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
」
で

取
り

扱
う

課
題

と
連

動
し

た
課

題
を

取
り

上
げ

る
よ

う
に

す
る

。

⇒
個

人
と

社
会

と
の

関
わ

り
に

お
い

て
、

社
会

に
お

け
る

基
本

的
な

原
理

に
焦

点
を

置
い

て
考

え
る

。
具

体
的

に
は

、
個

人
の

尊
重

を
前

提
に

、
協

働
関

係
の

共
時

性
と

通
時

性
に

関
す

る
比

較
衡

量
な

ど
を

通
し

て
、

人
間

の
尊

厳
と

平
等

、
社

会
の

安
定

性
を

と
も

に
成

り
立

た
せ

る
こ

と
が

、
公

共
的

な
空

間
の

中
で

協
働

す
る

た
め

に
必

要
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

際
、

・
民

主
主

義
、

自
由

・
権

利
と

責
任

・
義

務
、

相
互

承
認

・
・
・

な
ど

を
取

り
上

げ
る

。

(1
) 

「
公

共
」
の

扉

ア
公

共
的

な
空

間
を

作
る

私
た

ち

イ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方

倫
理

的
主

体
と

な
る

私
た

ち

＜
参
考
＞
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
、
…
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る
教
育
を
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
充
実
を
図
る
も
の
と
し
、
各
教
科
の
属
す
る

科
目
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
、
適
切
な
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
総
則
第
1
款

教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針
」
）

ウ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

平
成

２
８

年
５

月
１

８
日

教
育

課
程

部
会

高
等

学
校

の
地

歴
・
公

民
科

科
目

の
在

り
方

に
関

す
る

特
別

チ
ー

ム

資
料

１
４

－
２

「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
国

際
社

会
に

主
体

的
に

生
き

る
平

和
で

民
主

的
な

国
家

及
び

社
会

の
有

為
な

形
成

者
」を

育
成

⇒
自

立
し

た
主

体
に

な
る

と
は

、
孤

立
し

て
生

き
る

こ
と

で
は

な
く
他

者
と

の
協

働
に

よ
り

公
共

的
な

空
間

を
作

る
主

体
に

な
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

こ
と

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

選
択

・
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
概

念
や

理
論

、
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

を
理

解
し

、
(2

)、
(3

)の
学

習
の

基
盤

を
養

う
。
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「
公
共
（
仮
称
）
」
の
構
成
②
（
案
）

「
公
共
」
(仮
称
)

(2
)自

立
し

た
主

体
と

し
て

国
家

・
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

＜
留

意
点

＞
(3

)「
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
」
に

お
い

て
課

題
を

探
究

す
る

学
習

を
行

う
こ

と
に

留
意

し
、

個
別

的
・
網

羅
的

に
題

材
を

取
り

扱
う

こ
と

な
く
、

主
体

相
互

の
有

機
的

な
関

連
を

図
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

⇒
・
小

・
中

学
校

社
会

で
習

得
し

た
知

識
等

を
基

盤
に

、
人

間
と

社
会

の
在

り
方

に
つ

い
て

の
見

方
や

考
え

方
を

働
か

せ
な

が
ら

、
(1

)「
「
公

共
」
の

扉
」
で

身
に

付
け

た
選

択
・
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

等
を

活
用

し
て

現
実

社
会

の
諸

課
題

に
つ

い
て

考
察

、
追

究
す

る
。

・
国

家
・
社

会
を

構
成

す
る

主
体

と
な

る
た

め
に

、
協

働
の

必
要

な
理

由
、

協
働

を
可

能
と

す
る

条
件

、
協

働
を

阻
害

す
る

要
因

な
ど

に
つ

い
て

考
察

を
深

め
る

。
そ

の
際

、
自

立
し

た
主

体
と

し
て

生
き

る
た

め
に

必
要

な
知

識
・
技

能
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

及
び

態
度

を
養

い
、

(3
)の

学
習

が
効

果
的

に
行

わ
れ

る
よ

う
課

題
意

識
の

醸
成

に
努

め
る

よ
う

に
す

る
。

多
様

な
契

約
、

メ
デ

ィ
ア

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

、
男

女
共

同
参

画
・
・
・

（
ア

～
エ

の
う

ち
二

つ
、

あ
る

い
は

三
つ

が
複

合
的

に
関

連
し

合
う

題
材

を
取

り
扱

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
）

<考
え

ら
れ

る
学

習
活

動
の

例
>

討
論

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

、
模

擬
選

挙
、

模
擬

投
票

、
模

擬
裁

判
、

外
部

の
専

門
家

の
講

演
、

新
聞

を
題

材
に

し
た

学
習

、
体

験
活

動
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
準

備
と

振
り

返
り

・
・
・

※
様

々
な

主
体

と
な

る
個

人
を

支
え

る
家

族
・
家

庭
や

地
域

等
に

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

⇒
世

代
間

協
力

・
交

流
、

自
助

・
共

助
・
公

助
等

に
よ

る
社

会
的

基
盤

の
強

化

家
族

・
家

庭
、

消
費

者
等

に
関

す
る

個
人

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
家

庭
科

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
扱

う
情

報
科

、
個

人
の

安
全

指
導

を
行

う
保

健
体

育
科

と
連

携

(1
) 
「
公

共
」
の

扉

別
紙

＜
題

材
の

例
＞

イ
経

済
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

ア
政

治
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
議

論
に

よ
り

、
意

見
や

信
念

、
利

害
の

対
立

状
況

を
調

整
し

、
合

意
形

成
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

よ
り

よ
い

社
会

を
築

く
こ

と
）

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
公

正
な

ル
ー

ル
を

作
っ

て
そ

の
下

で
経

済
活

動
を

行
う

こ
と

を
通

し
て

、
個

人
の

尊
重

と
よ

り
活

発
な

経
済

活
動

を
と

も
に

成
り

立
た

せ
る

こ
と

。
ま

た
そ

の
補

完
を

政
府

等
が

担
っ

て
い

る
こ

と
）

エ
様

々
な

情
報

を
発

信
・
受

信
す

る
知

的
主

体
と

な
る

私
た

ち
ウ

法
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
公

正
な

手
続

き
に

則
り

比
較

衡
量

を
行

う
こ

と
を

通
し

て
、

個
人

や
社

会
の

紛
争

を
調

停
・
解

決
す

る
こ

と
）

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
情

報
に

関
す

る
責

任
や

、
利

便
性

と
安

全
性

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
て

い
く
こ

と
を

通
し

て
、

望
ま

し
い

情
報

社
会

を
築

く
こ

と
）

財
政

と
税

、
社

会
保

障
、

市
場

経
済

の
機

能
と

限
界

、
雇

用
、

労
働

問
題

（
労

働
関

係
法

制
を

含
む

）
・
・
・

司
法

参
加

・
・
・

消
費

者
の

権
利

や
責

任
、

契
約

・
・
・

情
報

モ
ラ

ル
・
・
・

政
治

参
加

、
世

論
の

形
成

、
地

方
自

治
、

国
家

主
権

（
領

土
を

含
む

）
、

国
際

貢
献

・
・
・

職
業

選
択

、
金

融
の

働
き

、
経

済
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

と
相

互
依

存
関

係
の

深
ま

り
・
・
・
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「
公
共
（
仮
称
）
」
の
構
成
③
（
案
）

「
公
共
」
(仮
称
)

(3
)持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

⇒
(1

)「
「
公

共
」
の

扉
」
で

身
に

付
け

た
選

択
・
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

等
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
(2

)「
他

者
と

の
協

働
に

よ
り

、
自

立
し

た
主

体
と

し
て

国
家

・
社

会
に

参
画

す
る

た
め

に
」
で

行
っ

た
課

題
追

究
的

な
学

習
で

扱
っ

た
現

実
社

会
の

諸
課

題
へ

の
関

心
を

一
層

高
め

、
個

人
を

起
点

と
し

て
、

自
立

、
協

働
の

観
点

か

ら
、

今
ま

で
受

け
継

が
れ

て
き

た
蓄

積
や

先
人

の
取

組
、

知
恵

な
ど

を
踏

ま
え

つ
つ

多
様

性
を

尊
重

し
、

合
意

形
成

や
社

会
参

画
を

視
野

に
入

れ
な

が
ら

持
続

可
能

な
地

域
、

国
家

、
国

際
社

会

づ
く
り

に
向

け
た

役
割

を
担

う
主

体
と

な
る

こ
と

に
つ

い
て

探
究

を
行

う
。

ア
地

域
の

創
造

へ
の

主
体

的
参

画
イ

よ
り

よ
い

社
会

の
構

築
へ

の
主

体
的

参
画

ウ
我

が
国

と
国

際
社

会
へ

の
主

体
的

参
画

<題
材

の
例

>
公

共
的

な
場

づ
く
り

や
安

全
を

目
指

し
た

地
域

の
活

性
化

、
受

益
と

負
担

の
均

衡
や

世
代

間
の

調
和

が
と

れ
た

社
会

保
障

、
文

化
と

宗
教

の
多

様
性

、
国

際
平

和
、

国
際

経
済

格
差

の
是

正
と

国
際

協
力

・
・
・
な

ど
に

つ
い

て
探

究

家
族

・
家

庭
、

消
費

者
等

に
関

す
る

個
人

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
家

庭
科

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
扱

う
情

報
科

、
個

人
の

安
全

指
導

を
行

う
保

健
体

育
科

と
連

携

(2
)自

立
し

た
主

体
と

し
て

国
家

・
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

(1
) 
「
公

共
」
の

扉

別
紙

別
紙

＜
留

意
点

＞
(1

)「
「
公

共
」
の

扉
」
、

(2
)「

自
立

し
た

主
体

と
し

て
国

家
・
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

」
の

学
習

を
踏

ま
え

て
、

科
目

の
ま

と
め

と
し

て
(3

)「
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
」
に

お
け

る
課

題
を

探
究

す
る

学
習

が
行

わ
れ

る
こ

と
に

留
意

し
、

(1
)、

(2
)に

お
い

て
は

、
(3

)で
課

題
を

探
究

す
る

学
習

が
効

果
的

に
行

わ
れ

る
よ

う
課

題
意

識
の

醸
成

に
努

め
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

＜
「
公

共
（
仮

称
）
」
の

学
習

に
お

い
て

関
係

す
る

専
門

家
・
機

関
＞

選
挙

管
理

委
員

会
、

企
業

、
経

済
団

体
、

起
業

家
、

弁
護

士
、

報
道

機
関

、
消

費
者

セ
ン

タ
ー

、
留

学
生

、
N

P
O

、
N

G
O

・
・
・

＜
「
公

共
（
仮

称
）
」
に

お
い

て
考

え
ら

れ
る

学
習

活
動

の
例

＞
討

論
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
、

模
擬

選
挙

、
模

擬
投

票
、

模
擬

裁
判

、
外

部
の

専
門

家
の

講
演

、
新

聞
を

題
材

に
し

た
学

習
、

体
験

活
動

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

準
備

と
振

り
返

り
・
・
・

※
「
公

共
（
仮

称
）
」
に

お
い

て
は

、
教

科
目

標
の

実
現

を
見

通
し

た
上

で
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
観

点
か

ら
、

経
済

、
法

、
情

報
発

信
な

ど
に

対
し

て
主

体
的

に
参

画
す

る
力

を
育

む
中

核
的

機
能

を
担

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
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現
代
社
会
の
課
題
を
捉
え
考
察
し
、
選
択
・
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
や
理
論
を
、
古
今
東
西
の
知
的
蓄
積
を

通
し
て
習
得
す
る
。

選
択
・
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
を
活
用
し
て
、
現
代
の
社
会
的

事
象
や
現
実
社
会
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
協
働
的
に
考
察
し
、
合
意
形
成
や
社
会
参
画
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
構
想
し
た
こ

と
の
妥
当
性
や
効
果
、
実
現
可
能
性
な
ど
を
指
標
に
し
て
議
論
す
る
力
を
養
う
。

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に
、
様
々
な
課
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
た
探
究
を
行
い
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
有
為
な
形
成
者
」
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
養
う
。

新
選
択
科
目

「
政
治
・
経
済

(仮
称

)」
新
選
択
科
目

「
倫
理

(仮
称

)」

公
共
的
な
事
柄
に
自
ら
参
画
し
よ
う
と
す

る
意
欲
や
態
度
を
育
み
、
現
代
社
会
に
生

き
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ

い
て
の
自
覚
を
一
層
深
め
る
学
習
を
充
実

新
必
履
修
科
目
「
公
共

(仮
称

) 」
の
構
成

自
立
し
て
思
索
を
行
う
と
と
も
に
、
他
者
と

共
に
生
き
る
主
体
を
育
む
「
倫
理
」

※
思
想
史
的
知
識
の
習
得
に
終
始
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

国
家
及
び
社
会
の
形
成
に
、
よ
り
積
極
的
な

役
割
を
果
た
す
主
体
を
育
む
「
政
治
・
経
済
」

※
制
度
・
仕
組
み
の
知
識
の
習
得
に
終
始
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

※
現
行
の
選
択
必
履
修
科
目
「
現
代
社
会
」
同
様
に
１
科
目
で
も
っ
て
公
民
科
の
教
科
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
新
必
履
修
科
目
「
公
共

(仮
称

) 」
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
科
目
は
、
「
現
代
社
会
」
に
お
け
る
三
つ
の
大
項
目
相
互
の
関
係
や
学
習
内
容
に
お
い
て
共
通
す
る
点
が
多
く
、
そ
の
発
展
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、

「
現
代
社
会
」
に
つ
い
て
は
科
目
を
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

平
成
２
８
年
５
月
１
８
日

教
育

課
程

部
会

高
等
学
校
の
地
歴
・
公
民
科
科
目

の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
１
４
－
３
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(1
)現
代
に
生
き
る

自
己
の
課
題

(2
)人
間
と
し
て
の

在
り
方
生
き
方

(3
)現
代
と
倫
理

ア
人
間
と
し
て
の
自
覚

イ
国
際
社
会
に
生
き
る

日
本
人
と
し
て
の
自
覚

倫
理

現
行
公
民
科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
新
必
履
修
科
目
「
公
共
（
仮
称
）
」
で
習
得
し
た
個
人
が
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
を
基
盤
と
し
、
古
今
東
西
の
幅
広
い
知
的
蓄
積
を
通
し
て
よ
り
深
く
思

索
す
る
た
め
の
概
念
や
理
論
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
を
探
究
す
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
よ
り
深
く
自
覚
し
、

人
格
の
完
成
に
向
け
て
自
己
の
生
き
方
の
確
立
を
図
り
、
他
者
と
共
に
生
き
る
主
体
を
育
む
「
倫
理
」
に
発
展
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
、
先
哲
の
思
想
を
個
別
に
取
り
上
げ
学

ぶ
の
で
は
な
く
、
倫
理
的
諸
価
値
に
つ
い
て
時
代
を
超
え
た
多
数
の
先
哲
に
よ
る
考
え
方
を
手
掛
か
り
と
し
て
「
考
え
る
倫
理
」
に
転
換
す
る
。

ア
現
代
に
生
き
る

人
間
と
し
て
の
倫
理

イ
現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

⇒
現
代
に
生
き
る
人
間
の
倫
理
的
課
題
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
、
論

理
的
思
考
力
を
身
に
付
け
、
自
己
の
生
き
方
の
確
立
を
図
り
、
他
者

と
共
に
生
き
る
主
体
を
育
む
た
め
に
探
究
す
る
。

（
課
題
例
）
自
然
・
科
学
に
関
わ
る
諸
課
題
と
倫
理
（
技
術
の
倫
理
・
医

療
の
倫
理
・
動
物
の
倫
理
な
ど
）
、
社
会
・
文
化
に
関
わ
る
諸
課
題
と
倫

理
（
福
祉
の
倫
理
・
宗
教
の
倫
理
・
平
和
の
倫
理
な
ど
）

⇒
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
の
悩
み
や
体
験
を
振
り
返
り
、

「
公
共
（
仮
称
）
」
で
取
り
扱
っ
た
社
会
と
の
関
わ
り
に
加
え
て
、
自
己

の
課
題
を
他
者
、
集
団
、
生
命
や
自
然
な
ど
と
の
関
わ
り
も
視
点
と

し
て
捉
え
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
思
索
を
深
め
る
。

（
課
題
例
）
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
の
自
覚
（
人
間
観
（
愛
・
徳
）
・

倫
理
観
（
善
・
共
感
・
義
務
・
幸
福
・
正
義
）
・
世
界
観
（
真
理
・
存
在
）
・
宗

教
観
（
聖
）
・
芸
術
観
（
美
）
）
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の

自
覚
（
人
間
観
・
倫
理
観
・
自
然
観
・
宗
教
観
・
芸
術
観
）

(1
)
自
己
の
課
題
と
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方新
必
履
修
科
目

「
公
共
(仮
称
)」

⑴
「
公
共
」の
扉

⑴
「
公
共
」の
扉

⑵
自
立
し
た
主
体
と
し
て
国
家
・
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

⑵
自
立
し
た
主
体
と
し
て
国
家
・
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

⑶
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

⑶
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

資
質
・
能
力

○
現
代
の
諸
課
題
を
捉
え
、

よ
り
深
く
思
索
す
る
た

め
に
必
要
な
概
念
や
理

論
の
理
解

○
諸
資
料
か
ら
、
人
間
と

し
て
の
在
り
方
生
き
方

に
関
わ
る
情
報
を
効
果

的
に
収
集
す
る
・
読
み

取
る
・
ま
と
め
る
技
能

○
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
概
念
や
理
論
を
活
用

し
、
論
理
的
に
思
考
し
、

思
索
を
深
め
、
説
明
し

た
り
対
話
し
た
り
す
る

力

○
現
代
社
会
に
生
き
る
人

間
と
し
て
の
在
り
方
生

き
方
に
つ
い
て
の
よ
り

深
い
自
覚
な
ど

一
部
移
行

拡
充

「
倫
理
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

(2
)
現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

探
究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
我
が
国
を

含
む
古
今

東
西
の
先

哲
た
ち
の

基
本
的
な

考
え
方
を

手
掛
か
り
と

す
る
た
め
、

先
哲
の
原

典
の
口
語

訳
を
読
む

・
哲
学
に
関

わ
る
対
話

的
手
法
等

も
活
用

新
選
択
科
目
「
倫
理
（
仮
称
）
」平
成
２
８
年
５
月
１
８
日

教
育
課
程
部
会

高
等
学
校
の
地
歴
・
公
民
科
科
目
の
在
り
方
に
関
す
る

特
別
チ
ー
ム

資
料
１
４
－
４

新
必
履
修
科
目
で
育

ま
れ
た
資
質
・能
力
を

活
用
し
、
思
索
を
深
め

る
科
目

人 間 と し て の 在 り 方 生 き 方 に つ い て の 見 方 や 考 え 方 を 用 い て 、 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む
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(1
)現

代
の

政
治

(2
)現

代
の

経
済

(3
)現

代
社

会
の

諸
課

題

ア
現
代
経
済
の 仕
組
み
と
特
質

イ
国
民
経
済
と
国
際
経
済

政
治
・
経
済

現
行

公
民

科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
小
・
中
学
校
社
会
及
び
新
必
履
修
科
目
で
身
に
付
け
た
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
や
人
間
と
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
方
や
考
え
方
を
基
盤
に
、
新
必
履
修
科

目
で
習
得
し
た
選
択
・
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
等
を
活
用
し
、
現
代
日
本
の
政
治
や
経
済
の
諸
課
題
や
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
な
ど
、
正
解
が
一

つ
に
定
ま
ら
な
い
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
協
働
し
て
探
究
し
、
国
家
及
び
社
会
の
形
成
に
、
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
主
体
を
育
む
「
政
治
・
経
済
」
に
発
展
さ
せ
る
。

ア
現
代
日
本
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

イ
国
際
社
会
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

新
選

択
科

目
「
政

治
・
経

済
（
仮

称
）
」

⇒
複

雑
な

国
際

政
治

・
経

済
の

特
質

を
捉

え
説

明
す

る
と

と
も

に
、

「
公

共
（
仮

称
）
」
で

取
り

扱
っ

た
我

が
国

と
国

際
社

会
へ

の
主

体
的

参
画

の
在

り
方

を
踏

ま
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
国

際
社

会
の

諸
課

題
に

つ
い

て
、

そ
の

解
決

に
向

け
て

探
究

す
る

。

（
課

題
例

）
国

際
平

和
と

人
類

の
福

祉
に

寄
与

す
る

日
本

の
役

割
、

国
際

経
済

格
差

の
是

正
と

国
際

協
力

、
地

球
環

境
と

資
源

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

・
・
・

(2
) 
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
国

際
社

会
の

諸
課

題

⇒
「
公

共
（
仮

称
）
」
で

取
り

扱
っ

た
法

や
民

主
政

治
、

現
代

経
済

に
つ

い
て

、
そ

れ
ら

を
構

成
す

る
様

々
な

専
門

領
域

を
深

く
追

究
し

、
複

雑
な

現
代

政
治

・
経

済
の

特
質

を
捉

え
説

明
す

る
と

と
も

に
、

現
代

日
本

の
政

治
や

経
済

の
諸

課
題

に
つ

い
て

、
そ

の
解

決
に

向
け

て
探

究
す

る
。

（
課

題
例

）
望

ま
し

い
政

治
の

仕
組

み
及

び
主

権
者

と
し

て
の

政
治

参
加

の
在

り
方

、
経

済
活

動
の

在
り

方
と

福
祉

の
向

上
の

関
連

、
少

子
高

齢
社

会
と

社
会

保
障

制
度

・
・
・

(1
) 
民

主
政

治
の

基
本

原
理

と
現

代
の

経
済

⑴
「
公

共
」
の

扉

新
必

履
修

科
目

で
育

ま
れ

た
資

質
・能

力
を

活
用

し
、

社
会

形
成

に
向

か
う

科
目

⑵
自

立
し

た
主

体
と

し
て

国
家

・
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

⑶
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
⑶

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

資
質

・
能

力

「
政
治
・
経
済
」
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

ア
民
主
政
治
の
基
本
原
理
と

日
本
国
憲
法

イ
現
代
の
国
際
政
治

○
正

解
が

一
つ

に
定

ま
ら

な
い

、
現

実
社

会
の

複
雑

な
諸

課
題

の
解

決
に

向
け

て
探

究
す

る
た

め
に

必
要

な
概

念
や

理
論

の
理

解

○
諸

資
料

か
ら

、
現

実
社

会
の

諸
課

題
の

解
決

に
必

要
な

情
報

を
効

果
的

に
収

集
す

る
・
読

み
取

る
・
ま

と
め

る
技

能

○
社

会
に

見
ら

れ
る

複
雑

な
課

題
を

把
握

し
、

説
明

す
る

と
と

も
に

、
身

に
付

け
た

判
断

基
準

を
根

拠
に

解
決

の
在

り
方

を
構

想
し

、
構

想
し

た
こ

と
の

妥
当

性
や

効
果

、
実

現
可

能
性

な
ど

を
踏

ま
え

て
議

論
し

、
合

意
形

成
や

社
会

形
成

に
向

か
う

力

○
我

が
国

及
び

国
際

社
会

に
お

い
て

、
国

家
及

び
社

会
の

形
成

に
、

よ
り

積
極

的
な

役
割

を
果

た
そ

う
と

す
る

自
覚

な
ど

探
究

探
究

探
究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
複

雑
な

現
実

社
会

の
諸

課
題

を
取

り
扱

い
、

合
意

形
成

や
社

会
形

成
を

視
野

に
入

れ
な

が
ら

協
働

し
て

課
題

の
解

決
に

向
け

て
探

究
す

る

・
討

論
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
な

ど
の

手
法

等
も

活
用

新
必
履
修
科
目

「
公
共
(仮
称
)」

平
成

２
８

年
５

月
１

８
日

教
育

課
程

部
会

高
等

学
校

の
地

歴
・公

民
科

科
目

の
在

り
方

に
関

す
る

特
別

チ
ー

ム
資

料
１

４
－

５

社 会 の 在 り 方 に つ い て の 見 方 や 考 え 方 を 用 い て 、 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む
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社会・地理歴史・公民ワーキングとりまとめ（案） 

 

１ 現行学習指導要領の成果と課題 

 

○ 社会科、地理歴史科、公民科においては、社会的事象に関心を持って多面的・多角

的に考察し、公正に判断する能力と態度を養い、社会的な見方や考え方を成長させる

こと等に重点を置いて、現行の学習指導要領に改訂され、その充実が図られてきてい

るところである。 

 

○ 一方で、主体的に社会の形成に参画しようとする態度等の育成や、資料から読み取

った情報を基にして社会的事象の特色や意味などについて比較したり関連付けたり

して考察し表現すること、また、社会的事象を多面的・多角的に考察したり、事象相

互の関連性を表現したりすること等については、更なる充実が求められるところであ

る。 

 

○ 特に高等学校教育においては、自分の参加により社会をよりよく変えられると考え

ている若者の割合が国際的に見ても低いこと、時代の変化に耐えてきた先哲の考え方

を習得し、それを手掛かりとして自己の生き方や考え方等を錬磨することに課題があ

ること、近現代に関する学習の定着状況が低い傾向にあること、課題解決的な学習を

取り入れた授業が十分に行われていないこと等が指摘されているところである。 

 

○ また、これからの時代に求められる資質・能力を視野に入れれば、国家及び社会の

形成者として必要な知識や思考力等を基盤として選択・判断等を行い、課題を解決し

ていくために必要な力や、自国の動向とグローバルな動向を横断的・相互的に捉えて

現代的な諸課題を歴史的に考察する力、持続可能な社会づくりの観点から地球規模の

諸課題や地域課題を解決していく力を、全ての高校生に共通に育んでいくことが求め

られる。 

 

 

２ 育成すべき資質・能力を踏まえた教科等目標と評価の在り方について 

 

（１）教科等の特質に応じ育まれる見方・考え方 

 

○ 各教科等を学ぶ意義は、各教科等において身に付ける資質・能力の三つの柱で整理

される。これらの資質・能力を育むに当たって用いられるものが、各教科等の本質に

根ざした見方・考え方である。「見方・考え方」とは、様々な事象を捉える教科等な

らではの視点と、教科等ならではの思考の枠組みである。各教科等の多様な「見方・

平成２８年５月２６日 教育課程部会 
社会・地歴・公民ワーキンググループ 

資料７ 
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考え方」が総合的に育成されることによって、社会や世界の様々な事象を捉えたり関

わったりすることが可能になり、また、多様な「見方・考え方」を統合的に働かせる

ようにすることによって、一つの事象を多様な角度から捉えたり考えたりすることが

できるようになる。 

 

○ 社会科、地理歴史科、公民科において育まれる見方・考え方については、これまで

の学習指導要領において、社会生活に対する正しい見方、考え方の基礎（昭和３３年

版小学校）、社会的なものの見方や考え方（平成元年版、１０年版小学校）等と、呼

称を変えながらもその重要性が指摘され、平成２０年の改訂では中央教育審議会答申

の「社会科、地理歴史科、公民科の改善の基本方針」において、「社会的な見方や考

え方を成長させることを一層重視する方向」が示された。一方で、中学校社会科にお

いては地理的な見方や考え方の基礎、現代社会を捉える見方や考え方の基礎と、分野

ごとの説明がなされてきたが、その「社会的な見方や考え方」の全体像が示されるに

は至っていなかった。 

 

○  次期改訂においては、社会的な見方・考え方の性格を以下のように明確化すること

とした。 

 

・ 社会的な見方・考え方は、深い学びを実現するための思考力や判断力の育成や知

識を構造化して獲得することに不可欠であること、主体的に学習に取り組む態度や

学習を通して涵養される自覚や愛情などにも作用することなどを踏まえると、資質

・能力全体の中核であると考えられる。 

  ・ 社会的な見方・考え方は、課題解決的な学習において、社会的事象等の意味や意

義、特色や相互の関連を考察したり、社会に見られる課題を把握して解決に向けて

構想したりする際の「視点や方法」であり、小、中、高等学校と校種が上がるに連

れて視点の質やそれを生かした問いの質が高まることで成長するものであると考え

られる。 

 

○ これを受け、社会科、地理歴史科、公民科における見方・考え方を以下のように整

理した。 

 

  ・ 小学校社会科では、位置や空間的な広がり、時期や時間の経過、事象や人々の相

互関係などに着目して社会的事象を見出し、比較・分類したり総合したり、国民（人

々）の生活と関連付けること 

  ・ 中学校社会科地理的分野では、絶対的、相対的など位置や空間的な広がりに関わ

る視点に着目して社会的事象を見出し、環境条件や他地域との結び付きなどを地域

等の枠組みの中で人間の営みと関連付けること 

  ・ 中学校社会科歴史的分野では、時代の転換など、時期、推移や変化などに着目し

て社会的事象を見出し、比較して相違や共通性などを明確にして、諸事象とその背

景などの関連性に留意すること 
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  ・ 中学校社会科公民的分野では、対立と合意、効率と公正などの現代社会を捉える

概念的枠組みに着目して課題を見出し、それらの解決に向けて選択、配分など、課

題の解決に用いることが必要な概念と関連付けること 

・ なお、高等学校においては、後述するように新必履修科目の設置について検討を

行っており、それらの「見方・考え方」については、次のとおり整理した。 

  ・ 高等学校地理歴史科では、共通必履修科目「歴史総合（仮称）」においては、時

期、推移や変化などに着目して社会的事象を見出したり、比較して共通性や相違点

などを明確にしたりして、因果など事象相互の関連性に留意すること。また、共通

必履修科目「地理総合（仮称）」においては、時間距離や中心性など位置や空間的

な広がりとの関わりに着目して社会的事象を見出し、環境条件や他地域との結び付

きなど地域等の枠組みの中で人間の営みと関連付けること 

  ・ 更に、高等学校公民科では、共通必履修科目「公共（仮称）」においては、人間

と社会の在り方を捉える概念的枠組みに着目して課題を見出し、それらの解決に向

けて民主主義、自由・権利と責任・義務など選択・判断するための手掛かりとなる

考え方と関連付けること 

 

○ なお、公民科で扱う学習対象は、社会の在り方や人間としての在り方生き方に関わ

るものを含み、社会的事象のみでないことを踏まえれば、社会科、地理歴史科、公民

科において総称する際の学習対象としては「社会的事象等」と表現することが適当で

あると考えられる。なお、小中学校社会科あるいは高等学校地理歴史科の括りで資質

・能力を説明する際には、学習対象を明確化する観点から「社会的事象」という文言

を使用することが適当であると考えられる。 

 

○ 以上のことを整理すれば、小学校社会科、中学校社会科地理的分野及び歴史的分野、

高等学校地理歴史科においては「社会的事象の見方・考え方」、中学校社会科公民的

分野においては「現代社会の見方・考え方」、高等学校公民科においては「人間と社

会の在り方についての見方・考え方」と、それぞれの教科・分野及び校種の特質を踏

まえた呼称が考えられる。「社会的な見方・考え方」は、これらの各「見方・考え方」

を総称する呼称として位置付けることが考えられる。 

 

（２）小中高等学校を通じて育成すべき資質・能力の整理と、教科等の目標の在り方 

 

○  社会科、地理歴史科、公民科で育成を目指す資質・能力は、「情報を伝え合ったり、

情報に基づき思い合わせたりするようになるとともに、公共の施設を大切にしたり、

国旗や国際理解への意識等が芽生えるようになる」などといった幼児教育で育まれる

資質・能力と関わりがある。 

 

○  また、小学校低学年における、例えば生活科で目指す「自分と身近な人々及び地域

の様々な場所、公共物などとの関わりに関心を持ち、地域のよさに気付き、愛着を持

つことができるようになるとともに、集団や社会の一員として自分の役割や行動の仕
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方について考え、安全で適切な行動ができるようになる」などといった資質・能力と

もつながるものである。 

 

○  次期改訂に向けては、幼児期に育まれたものや、生活科をはじめとする小学校低学

年における学習を通じて身に付けた資質・能力の上に、小中高等学校を通じて育成す

べき資質・能力を、三つの柱に沿って明確化することが求められる。 

 

○ 社会科、地理歴史科、公民科において育成する資質・能力は、従前の教科目標の趣

旨を勘案するとともに、改めて三つの柱に整理し直す観点から、高等学校地理歴史科、

公民科においては「公民としての資質・能力」とすることが考えられる。公民として

の資質・能力とは、選挙権を有する１８歳に求められる「社会的な見方・考え方を働

かせて広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な

国家及び社会の有為な形成者に必要な資質・能力」であると考えられる。また、小中

学校の社会科においては、その基礎を育むことが求められる。 

    「公民としての資質・能力」は、現行学習指導要領公民科の目標に示されている「平

和で民主的な国家・社会の有為な形成者として必要な公民としての資質を養う」こと

の趣旨を一層明確にするとともに、人、商品、資本、情報、技術などが国境を越えて

自由に移動したり、組織や企業など国家以外の様々な集合体の役割が増大したりして

グローバル化が一層進むことが予測されるこれからの社会において、教育基本法、学

校教育法の規定を踏まえ、国家及び社会の形成者として必要な資質・能力を育むこと

の大切さへの意識を持つことを期待してこのような表現と整理した。 

 

 ○ 以上のことから、高等学校地理歴史科、公民科が目指すものは、「社会的な見方・

考え方を働かせて広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力」を育成す

ること、小中学校社会科が目指すものは、「社会的な見方・考え方を働かせて広い視

野に立ち、グーバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の

形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎」を育成することとすることが適当で

ある。 

 

○ 公民としての資質・能力及びその基礎とは、以下の三つの柱に描かれる資質・能力

の全てが結び付いて育まれるものである。 

 

○ 資質・能力の柱の第一は、社会科、地理歴史科、公民科で獲得する知識・技能であ

る。「知識」は、社会的事象等に関する知識であり、具体的には、社会生活に関する

理解、我が国や世界の地理に関する理解、我が国や世界の歴史に関する理解、現代社

会の政治、経済、国際関係に関する理解、人間としての在り方生き方に関する理解な

どを図るための知識である。それは、主として用語・語句などを含めた個別の事実等

に関わる知識と、主として社会的事象等の特色や意味、理論などを含めた社会の中で

汎用的に使うことのできる概念等に関わる知識とに分けて捉えることができる。「技
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能」は、これまで小学校社会科においては「観察・資料活用の技能」、中学校社会科、

高等学校地理歴史科及び公民科においては「資料活用の技能」としてきた。これらは

いずれも観察や資料活用を通して社会的事象等に関する情報を収集する・読み取る・

まとめる技能であり、社会科、地理歴史科、公民科で育てる技能は「社会的事象等に

ついて調べまとめる技能」として整理した。 

 

○ 資質・能力の柱の第二は、社会科、地理歴史科、公民科で育成する思考力、判断力、

表現力等である。「思考力、判断力」は、社会的事象等の意味や意義、特色や相互の

関連を考察する力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて構想する力で

ある。前者は「社会的な見方・考え方を用いて社会的事象等の意味や意義、特色や相

互の関連について、概念等を活用して多面的・多角的に考察すること」等、論理的思

考力や批判的な思考力などの育成を目指すものであり、後者は「社会的な見方・考え

方を用いて社会に見られる複雑な課題を把握して、身に付けた判断基準を根拠に解決

に向けて構想すること」等、公正な判断力や社会参画により課題を解決するための創

造力などの育成を目指すものである。 

また、社会科、地理歴史科、公民科で育成する「表現力」は、教科の特質を踏まえ

て重点化すれば、考察したことや構想したことを説明する力、考察したことや構想し

たことを基に議論する力である。前者は「適切な資料・内容や表現方法を選び、社会

的事象等についての自分の考えを効果的に説明したり論述したりすること」等、意見

を表明する力や論述する力などの育成を目指すものであり、後者は「合意形成や社会

参画を視野に入れながら、社会的事象等について構想したことを、妥当性や効果、実

現可能性などを指標にして議論すること」等、協働的に問題解決する力や情報を吟味

する力などの育成を目指すものである。 

  これらの思考力、判断力、表現力等は、課題解決の学習過程において相互に関連性

を持ちながら育成されるものと考えられる。 

 

○ 資質・能力の柱の第三は、社会科、地理歴史科、公民科で養われる学びに向かう力

・人間性である。それは、「主体的に学習に取り組む態度」と、「多面的・多角的な

考察や深い理解を通して涵養される自覚や愛情など」である。「主体的に学習に取り

組む態度」のうち、学んだことを社会生活に生かそうとする態度や、社会に見られる

課題についてよりよい社会を目指して解決しようとする態度などは、よりよい社会の

形成に主体的に参画しようとする態度として整理した。 

 

○ なお、これまで学習指導要領解説（小学校社会科）で「公民的資質」として説明し

てきた、例えば「平和で民主的な国家・社会の形成者としての自覚、自他の人格を互

いに尊重し合うこと、社会的義務や責任を果たそうとすること、社会生活の様々な場

面で多面的に考えたり、公正に判断したりすること」などの態度や能力は、三つの柱

に描かれた資質・能力を通して育まれるものであり、公民としての資質・能力に引き

継がれるものであると考えられる。 
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 ○ 以上のことから、社会科、地理歴史科、公民科の目標は、それぞれ次のように整理

することとした。 

 

【小学校社会科】 

◎ 社会的な見方・考え方を働かせて広い視野に立ち，国際社会に主体的に生きる平

和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を養う。 

① 地域や我が国の地理的環境，社会の仕組みや働き，地域や我が国の歴史や伝統

と文化，それらと人々の生活との関連について理解するとともに，調査や諸資料

から情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

② 社会的事象の特色や意味などについて多角的に考える力，社会に見られる課題

の解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，思考・判断したことを表

現する力を養うようにする。 

③ 社会的事象について，課題を意欲的に解決しようとする態度を養うとともに，

多角的な考察や理解を通して涵養される地域社会に対する誇りと愛情，我が国の

国土や歴史に対する愛情，地域社会の一員としての自覚，世界の国々の人々と共

に生きていくことの大切さの自覚を養うようにする。 

 

【中学校社会科】 

◎ 社会的な見方・考え方を働かせて広い視野に立ち，国際社会に主体的に生きる平

和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を養う。 

① 我が国の国土と歴史，現代の政治，経済，国際関係等に関して理解するととも

に，調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるよう

にする。 

② 社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり，

社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力，考察・構想したことを説

明したり，それらを基に議論したりする力を養うようにする。 

③ 社会的事象について，課題を意欲的に解決しようとする態度を養うとともに，

多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の国土や歴史に対す

る愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚を深めるよう

にする。 

 

【地理歴史科】 

◎ 社会的な見方・考え方を働かせて広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に

主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民として

の資質・能力を養う。 

① 日本及び世界の歴史の展開と生活・文化の地域的特色に関して理解するととも

に，調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるよう

にする。 
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② 地理や歴史に関わる諸事象について，概念等を活用して多面的・多角的に考察

したり， 課題の解決に向けて構想したりする力，考察・構想したことを効果的

に説明したり，それらを基に議論したりする力を養うようにする。 

③ 地理や歴史に関わる事象について課題を主体的に解決しようとする態度を養

うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民とし

ての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重すること

の大切さについての自覚を深めるようにする。 

 

  【公民科】 

◎ 社会的な見方・考え方を働かせて広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に

主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民として

の資質・能力を養う。 

① 選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政治，経済等に関わる諸

課題に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べま

とめる技能を身に付けるようにする。 

② 現代の諸課題について，概念等を活用して多面的・多角的に考察したり，解決

に向けて構想したりする力，合意形成を視野に入れながら構想したことを議論す

る力を養うようにする。 

③ 人間と社会の在り方に関わる課題を主体的に解決しようとする態度を養うと

ともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される人間としての在り

方生き方についての自覚，自国を愛しその平和と繁栄を図ることや，各国が相互

に主権を尊重し各国民が協力し合うことの大切さについての自覚を深めるよう

にする。 

 

（３）資質・能力を育む学習過程の在り方 

 

○ 三つの柱に沿った資質・能力を育成するためには、課題解決的な学習の一層の充実

が求められる。それらはいずれも知識、概念や技能を習得・活用して思考・判断・表

現しながら課題を解決する一連の学習過程において効果的に育成されるものと考え

られるからである。社会科においては従前から、小学校で問題解決的な学習の充実、

中学校で適切な課題を設けて行う学習の充実が求められており、課題解決的な学習の

充実はそれらの趣旨を踏襲する方向である。 

 

○  学習過程の例としては、大きくは課題把握、課題追究、課題解決の三つが考えられ

る。また、構成する学習場面として、動機付けや方向付け、情報収集や考察・構想、

まとめや振り返りなどが考えられる。なお、これらは一例であり、他にも様々考えら

れる。また、中学校社会科や高等学校地理歴史科、公民科においては、自ら問いを立

てたり、仮説や追究方法を考えたりするなど課題解決的な学習の過程をより発展させ

た学習過程も考えられる。それは、学習場面を細分化せずに生徒の主体性を更に生か

すことを想定したものであり、学習内容や社会に見られる課題等に応じて展開される
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ものと考えられる。 

 

（４）「目標に準拠した評価」に向けた評価の観点の在り方 

 

○ 観点別学習状況の評価の観点は、各教科等における目標と表裏一体の関係にあるこ

とから、社会科、地理歴史科、公民科においても評価の観点の在り方は、育成すべき

資質・能力と一貫性を持ったものに改善することが求められる。三つの柱に沿った資

質・能力と学習活動を通じて行う観点別学習状況の評価の観点との対応関係で考える

と、「知識や技能」に関する評価の観点としては「社会的事象等についての知識・技

能」、「思考力・判断力・表現力等」に関する評価の観点としては「社会的事象等に

ついての思考・判断・表現」、「学びに向かう力・人間性」に関する評価の観点とし

ては、社会科、地理歴史科、公民科においては、学習対象である社会的事象等に積極

的に関わろうとすることが重要であることから、この資質・能力の趣旨を総合的に評

価するため、「社会的事象等に主体的に関わろうとする態度」とすることが適当であ

る。 

 

○ 「社会的事象等についての知識・技能」は、学習成果として身に付けている状況を

評価する趣旨の観点であり、例えば「社会的事象等についての知識」と「社会的事象

等について調べまとめる技能」というように、それぞれの観点の趣旨を明確にして評

価することが適当である。「社会的事象等についての知識」については、前述のよう

に学習指導要領の内容に応じて社会生活に関するもの、我が国や世界の地理に関する

もの、我が国や世界の歴史に関するもの、現代社会の政治、経済、国際関係に関する

もの、人間としての在り方生き方に関するものなどについての知識であり、前述した

ように主として用語・語句などを含めた個別の事実等に関わる知識と、主として社会

的事象等の特色や意味、理論などを含めた社会の中で汎用的に使うことのできる概念

等に関わる知識とに分けて捉えることができる。それらについて学習過程に応じて

「～は～である」と理解し、その知識を身に付けているかどうかを評価することが考

えられる。 

また、「社会的事象等について調べまとめる技能」については、調査活動や資料活

用など手段を考えて課題解決に必要な社会的事象等に関する情報を収集する技能、収

集した情報を社会的な見方・考え方に沿って読み取る技能、読み取った情報を課題解

決に向けてまとめる技能の三つに分けて捉えることができる。それらを身に付けてい

るかどうかを学習過程に応じて、例えば、必要な情報を選んでいるか、資料の特性に

留意しているか、といった規準で評価することなどが考えられる。 

 

○ 「社会的事象等についての思考・判断・表現」は、課題解決に向けて追究している

状況を評価する趣旨の観点である。具体的には、社会的な見方・考え方を用いて社会

的事象等の様子や仕組み、課題等を見出し、社会的事象等の意味や意義、特色や相互

の関連を考察している状況、社会的な見方・考え方を生かして社会に見られる課題を

把握して、その解決に向けて構想している状況、考察したことや構想したことを説明
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している状況、考察したことや構想したことを基に議論している状況などを評価する

ことが考えられる。それらについて学習過程に応じて、多面的・多角的に考察してい

るかどうか、身に付けた判断基準、複数の立場や意見などを踏まえて構想しているか

どうか、適切な資料・内容や表現方法を選び、主旨が明確になるように内容構成を考

え、自分の考えを論理的、効果的に説明しているかどうか、合意形成を視野に入れな

がら、他者の主張を踏まえたり取り入れたりして自分の考えを再構成しながら議論し

ているかどうか、といった規準で評価することが考えられる。 

 

○ なお、社会的事象等を取り扱う場合には、児童生徒の考えが深まるよう様々な見解

を提示することなどが重要である。特定の事柄を強調しすぎたり、一面的な見解を十

分な配慮なく取り上げたりするなどの偏った取扱いにより、児童生徒が多面的・多角

的に考察し、事実を客観的に捉え、公正に判断することを妨げることのないように留

意したり、客観的かつ公正な資料によって指導するよう留意したりすることが求めら

れる。そのため、諸資料を適切に活用する技能や多様な資料から考察・表現するため

に適切な題材等を扱った教材を確保することが期待される。 

 

○ 「社会的事象等に主体的に関わろうとする態度」は、学習対象や学習内容に対する

主体的に学習している状況を評価する趣旨の観点であり、学習対象としての社会的事

象等について主体的に調べ分かろうとして、意欲的に追究している状況や、よりよい

社会を考え学んだことを生かそうとしている状況を評価することが考えられる。前者

は、問いや追究の見通しを持っているか、振り返り学んだことの意味に気付いている

か、粘り強く試行錯誤しながら解決しようとしているか、他者と協働してよりよい結

果を得ようとしているか、などの規準で評価することが考えられる。後者は、学んだ

ことを社会生活に生かそうとしているか、よりよい社会を目指して解決しようとして

いるか、身に付けた見方・考え方を新たな問いに生かしているか、などの規準で評価

することが考えられる。 

 

 

３ 資質・能力の育成に向けた教育内容の改善・充実 

 

（１）科目構成の見直し（高等学校地理歴史科、公民科） 

 

○ 冒頭に述べたように、高等学校においては、国家及び社会の形成者として必要な知

識や思考力等を基盤として選択・判断等を行い、課題を解決していくために必要な力

や、自国の動向とグローバルな動向を横断的・相互的に捉えて現代的な諸課題を歴史

的に考察する力、持続可能な社会づくりの観点から地球規模の諸課題や地域課題を解

決していく力を、全ての高校生に共通に育んでいくことが求められることから、目標

や内容を含めた科目構成の見直しを行うことが求められる。 

 

（高等学校地理歴史科において育成すべき資質・能力） 
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○ 高等学校地理歴史科においては、小中高等学校を通じて育成すべき資質・能力を整

理するとともに、現行学習指導要領における教科目標の趣旨を勘案しつつ、育成すべ

き資質・能力について検討を行った。その結果、地理歴史科で育成すべき資質・能力

の三つの柱に共通する要素として、「広い視野に立って、グローバル化する国際社会

に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な、以下の三つ

の公民としての資質・能力を、社会的事象の地理的・歴史的な見方や考え方を培い、

育成すること」があると考えられるに至った。これは、現行学習指導要領地理歴史科

の目標にある「国際社会に主体的に生き平和で民主的な国家・社会を形成する日本国

民として必要な自覚と資質を養う」ことの趣旨を一層明確にするとともに、人、商品、

資本、情報、技術などが国境を越えて自由に移動したり、企業など国家以外の様々な

集合体の役割が増大したりしてグローバル化が一層進むことが予測されるこれから

の社会において、教育基本法、学校教育法の規定を踏まえ、国家及び社会の形成者と

して必要な資質・能力を育むことの大切さへの意識を持つことを期待してこのような

表現としたものである。 

 

○ その上で、育むべき資質・能力の第一としては、日本及び世界の歴史の展開と生活

・文化の地域的特色について理解させるとともに、調査や諸資料から、社会的事象に

関する様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けさせることが考えられる。 

 

○ 育むべき資質・能力の第二としては、地理や歴史に関わる諸事象の意味や意義、特

色や相互の関連性について、概念等を活用して考察したり、課題の解決に向けて構想

したりする力を養うとともに、考察・構想したことを適切な資料・内容や表現方法等

を選び効果的に説明したり、議論したりする力を養うことが考えられる。 

 

○ 育むべき資質・能力の第三としては、地理や歴史に関わる事象について主体的に調

べたり分かろうとしたりする態度や、学習上の課題、社会に見られる課題を意欲的に

追究したり探究したりしようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深

い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する愛

情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚を深めるようにするこ

とが考えられる。 

 

（地理歴史科の科目構成） 

○ 「論点整理」を踏まえ検討を行った結果、地理歴史科における共通必履修科目とし

て、「歴史総合（仮称）」と「地理総合（仮称）」を設置するとともに、地理歴史科

の科目構成を見直すことが適当である。具体的には、共通必履修科目としての「歴史

総合（仮称）」と「地理総合（仮称）」を設置し、生徒の興味・関心や進路の希望に

応じて選択履修科目として「日本史に関する探究科目（仮称）」、「世界史に関する

探究科目（仮称）」及び「地理に関する探究科目（仮称）」を設置することが考えら

れる。 
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 ○ 今回設置する「歴史総合（仮称）」については、これまで、次のような三つの視点

で検討を重ねてきた。 

  ・世界と日本の相互作用を捉えて近現代の歴史を理解する科目にしてはどうか。 

  ・現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察する科目にしてはどうか。 

  ・単元の基軸となる問いを設け資料を活用しながら歴史の学び方を習得する科目とし 

 てはどうか、ということである。 

 

○ そこで、新必履修科目「歴史総合（仮称）」では、この科目で育む資質・能力とし

て、中学校社会科の学習で育まれた社会的事象等の歴史的な見方や考え方を用いて、

①世界とその中における日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に

関わる近現代の歴史についての理解とともに、諸資料から歴史に関する情報を効果的

に収集する・読み取る・まとめる技能を身に付けさせ、②現代的な諸課題の形成に関

わる近現代の歴史についての諸事象等の意味や意義、特色や相互の関連について、多

面的・多角的に考察したり、歴史に関わる諸事象を把握し、その解決に向けて構想し

たりする力、考察・構想したことを適切な資料・内容や表現方法を選び効果的に説明

したり、それらを基に議論したりする力を育成するとともに、③現代的な諸課題の形

成に関わる近現代の歴史について主体的に調べたりわかろうとしたりする態度、持続

可能な社会を視野に入れて、世界とその中における日本の在り方について歴史的な観

点から意欲的に追究しようとする態度、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵

養される日本国民としての自覚や我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊

重することの大切さについての自覚などを育成することが考えられる。 

 

○ そのために、科目を四つの大項目で構成することが考えられる。科目の導入にあた

る「歴史の扉（案）」では、中学校社会科の学習を振り返りながら、例えば、近世の

日本・アジアを取り上げ、歴史を学ぶ意義や歴史の学び方を考察させる。これに続く

三つの大項目は、近現代の歴史の大きな転換に着目して構成することが考えられる。

「近代化と私たち（案）」では産業社会と国民国家の形成を背景とした人々の生活や

国際関係の変化を扱い、「大衆化と私たち（案）」では大衆社会の形成を背景とした

人々の生活や社会の在り方の変化を扱い、「グローバル化と私たち（案）」ではグロ

ーバル化する国際社会を背景とした人々の生活や社会の在り方や国際関係の変化を

扱い、世界とその中における日本を広く相互的な視野から捉えて，現代的な諸課題の

形成に関わる近現代の歴史を考察させるという構成が考えられる。その際、「自由と

制限」「富裕と貧困」「対立と協調」「統合と分化」「開発と保全」などの現代的な

諸課題につながる歴史的な状況を取り上げ、近現代の歴史の学習内容の焦点化を図る

ことが考えられる。 

 

○ 今回設置する「地理総合（仮称）」については、これまで、次のような三つの視点

で検討を重ねてきた。 

  ・環境条件と人間の営みとの関わりに着目して 現代の地理的な諸課題を考察し、持続

可能な社会づくりを構想する科目にしてはどうか。 
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  ・グローバルな視座から国際理解や国際協力の在り方を、地域的な視座から防災など

の諸課題への対応を考察する科目にしてはどうか。 

  ・地図や地理情報システム（ＧＩＳ）などを用いることで、汎用的で実践的な地理的

技能を習得する科目としてはどうか、ということである。 

 

○ そこで、新必履修科目「地理総合（仮称）」では、この科目で育む資質・能力とし

て、社会的事象等の地理的な見方や考え方を用いて、①地球規模の自然システムや社

会・経済システムの理解とともに、地図や地理情報システムなどの地理的技能を身に

付けさせ、②地理に関わる諸事象を地域等の枠組みの中で考察したり、そこで生起す

る課題を解決に向けて構想したりして、適切な資料・内容や表現方法等を選び効果的

に説明したり、それらを基に議論したりする力を育成するとともに、③持続可能な社

会づくりに向けて、地球的、地域的課題を意欲的に追究しようとする態度や、多面的

・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土

に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを育成

することが考えられる。 

 

○ そのために、科目を三つの大項目で構成することが考えられる。第一の「地図と地

理情報システムの活用（案）」では、以降の地理学習等の基盤となるよう、地理を学

ぶ意義を確認するとともに、現代世界の地理的認識を深め、地図や地理情報システム

（ＧＩＳ）などに関わる汎用的な地理的技能を身に付けさせる。第二の「国際理解と

国際協力（案）」では、自然と社会・経済システムの調和を図った、世界の多様性の

ある生活・文化について理解させるとともに、地球規模の諸課題とその解決に向けた

国際協力の在り方について考察させる。第三の「防災と持続可能な社会の構築（案）」

では、日本国内や地域の自然環境と自然災害との関わりや、そこでの防災対策につい

て考察させるとともに、生活圏の課題を、観察や調査・見学等を取り入れた授業を通

じて捉え、持続可能な社会づくりのための改善、解決策を探究させるという構成が考

えられる。 

 

○ 新選択科目「日本史に関する探究科目（仮称）」では、この科目で育む資質・能力

として、社会的事象等の歴史的な見方や考え方を用いて、①我が国の歴史の展開につ

いて歴史を構成する諸要素・諸領域からの総合的な理解とともに、多様な資料から情

報を効果的に収集する・読み取る・まとめる技能を身に付けさせ、②我が国の歴史に

関わる諸事象等の意味や意義、特色や相互の関連について、各時代の展開に関わる概

念等を活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し、その解

決に向けて構想したりする力や、考察・構想したことを適切な資料・内容や表現方法

を選び効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を育成するとともに、③

我が国の歴史の展開について、主体的に調べたり分かろうとしたりする態度や、持続

可能な社会づくりを視野に入れて、歴史の展開の総合的な理解を踏まえて、地域や日

本、世界の在り方を意欲的に追究・探究しようとする態度、多面的・多角的な考察や

深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚や我が国の歴史に対する愛情、他
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国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを育成することが考え

られる。 

 

○ そのために日本史選択科目では、我が国の歴史の展開について、新必履修科目「歴

史総合（仮称）」で習得した歴史の学び方を活用し、そこで獲得した概念等に加え、

更に考察を深めるために必要な歴史的な概念等を習得しそれらを活用し、日本史に関

わる豊富な資料にも着目して、歴史を構成する様々な要素から総合的に広く深く探究

させることが考えられる。例えば前近代では、歴史を解釈、説明する力を段階的に成

長させて、「歴史総合（仮称）」で習得した歴史の学び方や、歴史を考察し表現する

力を一層高め、近現代につながる各時代の展開や、我が国の伝統や文化への理解を深

めさせることが考えられる。近現代では、「歴史総合（仮称）」で獲得した概念等、

前近代の学習で成長させた歴史を解釈、説明する力を活用して、地域の資料など多様

な資料を用いて、地域と日本、世界の歴史の相互の関係を捉え、日本の近代社会の変

化と多様な展開、現代につながる諸課題を多面的・多角的に考察させることが考えら

れる。 

 

○ 選択科目「世界史に関する探究科目（仮称）」では、この科目で育む資質・能力に

ついては、新必履修科目「歴史総合（仮称）」で習得した歴史の学び方を活用し、①

諸地域世界の歴史の大きな枠組みと展開の理解とともに、諸資料から世界の歴史に関

する情報を収集する・読み取る・まとめる技能を身に付けさせ、②諸地域世界の歴史

に関わる諸事象等の意味や意義、特色や相互の関連について、歴史の大きな枠組みに

関する概念等を活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し、

その解決に向けて構想したりする力、考察・構想したことを適切な資料・内容や表現

方法を選び効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を育成するとともに、

③諸地域世界の歴史の大きな枠組みと展開について、主体的に調べたり分かろうとし

たりする態度や、持続可能な社会づくりを視野に入れて、歴史の大きな枠組みと展開

についての理解を踏まえ、世界や日本の在り方を意欲的に探究しようとする態度、多

面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚や我が国の

歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを

育成することが考えられる。 

 

○ そのために世界史選択科目では、諸地域世界の歴史の大きな枠組みと展開について、

新必履修科目「歴史総合（仮称）」で習得した歴史の学び方や獲得した概念等に加え、

更に考察を深めるために必要な歴史的な概念等を習得しそれらを活用して、世界の歴史

に関わる諸事象の意味や意義等を広く深く考察し探究させる科目として構成すること

が考えられる。例えば前近代では、近現代につながる地域性豊かな諸地域世界の文化の

多様性や複合性を扱い、日本を含む諸地域世界間の関係性を重視し、諸資料を効果的に

活用して歴史を考察し表現して、時間軸（タテ）と空間軸（ヨコ）の変化に着目して考

察させることが考えられる。近現代では、相互依存性を高める諸地域世界の特質や、地

球規模での一体化と多元性を深める現代世界の特質を扱い、諸地域世界の構造的なつな
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がりを重視し、近現代に関わる豊富な資料を効果的に活用して広い視野から歴史を考察

し表現し、空間軸（ヨコ）の変化に着目して、現代につながる諸課題を多面的・多角的

に考察させることが考えられる。 

 

○ 新選択科目「地理に関する探究科目（仮称）」では、この科目で育む資質・能力と

して、社会的事象等の地理的な見方や考え方を用いて、①世界の空間的な諸事象の規

則性、傾向性や、世界の諸地域の構造や変容についての理解とともに、地図や地理情

報システムなどの地理的技能を実践的に身に付けさせるとともに、②地理に関わる諸

事象を系統地理的あるいは地誌的に考察したり、地域に見られる課題を把握し，その

解決に向けて構想したりして、適切な資料・内容や表現方法等を選び効果的に説明し

たり、それらを基に議論したりする力を育成するとともに、③持続可能な社会づくり

に向けて、地球的、地域的課題を意欲的に追究しようとする態度や、多面的・多角的

な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土に対する

愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを育成すること

が考えられる。 

 

○ そのために、地理選択科目では、系統地理的に事象の規則性や傾向性などを考察さ

せるとともに、それぞれに環境問題、食料問題などの関連諸課題を追究させることが

考えられる。また、地域の概念、地域区分の意義を考察し、実際に地域を区分した上

で、地誌的に地域の構造や変容などを考察させるとともに、地域ならではの諸課題と

地球的課題の関連性を追究させることが考えられる。更に、現代世界における日本の

国土の特色について多面的・多角的に考察し、我が国が抱える地理的な諸課題を探究

する活動を通して、その解決の方向性や将来の国土の在り方などについて展望させる

という構成が考えられる。 

 

（高等学校公民科において育成すべき資質・能力） 

○ 高等学校公民科においては、先に述べたように「社会的な見方・考え方を働かせて

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及

び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力」を養うことが求められる。 

 

○ その上で、育むべき資質・能力の第一としては、国家及び社会の形成者として必要

な選択・判断の手掛かりとなる概念や理論、及び倫理、政治、経済等に関する理解、

調査や諸資料から社会的事象や人間としての在り方生き方に関する様々な情報を効

果的に調べまとめる技能を身に付けさせることと整理できる。 

 

○ 育むべき資質・能力の第二としては、現代の諸課題について概念等を活用して多面

的・多角的に考察したり、構想したりする力を養うとともに、合意形成や社会参画を

視野に入れながら、社会的事象や課題について構想したことを、妥当性や効果、実現

可能性などを指標にして議論する力を養うことと整理できる。 
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○ 育むべき資質・能力の第三としては、人間と社会の在り方に関わる課題を主体的に

解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵

養される人間としての在り方生き方についての自覚、自国を愛しその平和と繁栄を図

ることや、各国が相互に主権を尊重し各国民が協力し合うことの大切さについての自

覚を深めるようにすることなどと整理できる。 

 

○ これら公民科で育むべき資質・能力を勘案すると、以下のように教科目標を整理す

ることとした。 

 

 ◎ 社会的な見方・考え方を働かせて広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に

主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての

資質・能力を養う。 

 ① 選択・判断の手掛かりとなる概念や理論、及び倫理、政治、経済等に関わる諸課

題に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめ

る技能を身に付けるようにする。 

 ② 現代の諸課題について、概念等を活用して多面的・多角的に考察したり、解決に

向けて構想したりする力、合意形成を視野に入れながら構想したことを議論する力

を養うようにする。 

 ③ 人間と社会の在り方に関わる課題を主体的に解決しようとする態度を養うとと

もに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される人間としての在り方生

き方についての自覚，自国を愛しその平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権

を尊重し各国民が協力し合うことの大切さについての自覚を深めるようにする。 

 

（公民科の科目構成） 

○ 公民科の科目構成を見直し、共通必履修科目としての「公共（仮称）」を設置し、

その上に選択履修科目「倫理（仮称）」及び「政治・経済（仮称）」を設置すること

が適当である。その際、「公共（仮称）」と同様に１科目でもって公民科の教科目標

を達成することのできる現行の選択必履修科目「現代社会」については、「公共（仮

称）」における三つの大項目相互の関係や学習内容において共通する点も多く、その

発展と捉えることもできることから科目を設置しないことが適当である。 

 

○ 新必履修科目「公共（仮称）」では、この科目で育む資質・能力として、人間と社

会の在り方についての見方・考え方を用いて、①現代社会の諸課題を捉え考察し、国

家及び社会の形成者として必要な選択・判断の手掛かりとなる概念的な枠組みや倫理

的、法的、政治的、経済的主体等に関する理解とともに、諸資料から倫理的、法的、

政治的、経済的主体等となるために必要な情報を効果的に収集する・読み取る・まと

める技能を身に付けさせること、②選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空

間における基本的原理を活用して、現実の社会的事象や現実社会の諸課題の解決に向

けて多面的・多角的に考察したり、構想したりする力や、合意形成や社会参画を視野

に入れながら、社会的事象や課題について構想したことを、妥当性や効果、実現可能
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性などを指標にして議論する力を育成すること、③社会の在り方や人間としての在り

方生き方に関わる事象や課題について主体的に調べたり分かろうとしたりする態度

を育成すること。またや、現実社会の諸課題を見出し、その解決に向けて他者と協働

して意欲的に考察・構想し、説明・議論することを通して社会に参画し、よりよい社

会を形成しようとする態度を育成すること。その上で、多面的・多角的な考察や深い

理解を通して涵養される、現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自

覚、自国を愛しその平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し各国民が協

力し合うことの大切さについての自覚などを育成することと整理した。 

 

○ そのために新必履修科目「公共（仮称）」では、第一に現代社会の諸課題を捉え考

察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論を、古今東西の知的蓄積を通

して習得し、第二に選択・判断するための手掛かりとなる考え方や公共的な空間にお

ける基本的原理を活用して、現代の社会的事象や現実社会の諸課題について、協働的

に考察し、合意形成や社会参画を視野に入れながら解決に向けて構想したことの妥当

性や効果、実現可能性などを指標にして議論する力を養うとともに、第三に持続可能

な社会づくりの主体となるために、様々な課題の発見・解決に向けた探究を行い、「グ

ローバル化する国際社会に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者」とし

て必要な資質・能力を養う科目とし、三つの大項目で構成することが考えられる。 

 

○ その第一の「公共の扉」では、始めに、自立した主体とは、孤立して生きるのでは

なく、他者との協働により国家や社会など公共的な空間を作る主体であるということ

を学ぶ。次に、今まで受け継がれてきた我が国の文化的蓄積を含む古今東西の先人の

取組、知恵などを踏まえて、社会に参画し、他者と協働する倫理的主体として、個人

が判断するための手掛かりとなる、「その行為の結果である、個人や社会全体の幸福

を重視する考え方」と「その行為の動機となる人間的責務としての公正などを重視す

る考え方」を理解させる。最後に、個人と社会との関わりにおいて、公共的な空間に

おける基本的原理について考えさせることを通して、人間としての在り方生き方や公

共的な空間の在り方を考える上での基盤となる、人間と社会の在り方についての見方

・考え方を育むことが考えられる。 

 

○ また、この大項目で指導したことが、以後の学習に活用されていくことができるよ

う十分に留意して指導計画を作成し、それに基づいた学習を展開することが求められ

る。 

なお、この大項目では指導のねらいを明確にした上で、例えば、囚人のジレンマ、

共有地の悲劇、最後通牒ゲーム等の思考実験や、環境保護、生命倫理等について概念

的に考える学習活動を取り入れたり、民主主義、自由・権利と責任・義務、相互承認

など、公共的な空間における基本的原理に関わる事象を取り上げたりすることが考え

られる。 

 

○ 第二の「自立した主体として国家・社会に参画し、他者と協働するために」では、
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小・中学校社会科で習得した知識等を基盤に、人間と社会の在り方についての見方・

考え方を働かせながら、公共的な空間を形作る政治、経済、法などのシステムの基本

を理解させるとともに、そうしたシステムを通じてどのように社会に参画し他者と協

働していくかを考察、追究させることが求められる。併せて、自立した主体として生

きるために必要な知識・技能、思考力・判断力・表現力及び態度を養い、第三の「持

続可能な社会づくりの主体となるために」における課題を探究する学習が効果的に行

われるよう課題意識の醸成に努めるようにすることが求められる。 

 

○ また、この大項目では指導のねらいを明確にした上で、例えば、政治的主体として

は、政治参加、世論の形成、地方自治、国家主権（領土を含む）、国際貢献など、経

済的主体としては、職業選択、金融の働き、経済のグローバル化と相互依存関係の深

まりなど、法的主体としては、司法参加など、様々な情報の発信・受信主体としては、

情報モラルなどが、また複数の主体が複合的に関連し合う題材としては、財政と税、

社会保障、市場経済の機能と限界、雇用、労働問題（労働関係法制を含む）、契約、

消費者の権利や責任、多様な契約、メディア、情報リテラシー、男女共同参画などの

題材を取り扱うことが考えられる。その際、選挙管理委員会、消費者センター、弁護

士などの関係する専門家・機関と連携・協働したり、討論、模擬裁判などの学習活動

を効果的に取り入れたりすることによって学習効果を高めることが期待できる。 

 

○ その際、個別的・網羅的に題材を取り扱うことなく、政治的主体、経済的主体、法

的主体、様々な情報の発信・受信主体の相互の有機的な関連を図り、これらのうち二

つ、あるいは三つが複合的に関連し合う題材については複数の観点から取り扱うこと

が求められる。 

 

○ また、これら様々な主体となる個人を支える家族・家庭や地域等にあるコミュニテ

ィを基盤に、自立した主体として社会に参画し、他者と協働することの意義について

考えさせることが必要であると考えられる。 

 

○ 第三の「持続可能な社会づくりの主体となるために」では、前二つの大項目におけ

る学習を踏まえて、持続可能な地域、国家・社会、国際社会づくりに向けた役割を担

う主体となる意欲を育むことなどをねらいとして現実社会の諸課題、例えば、公共的

な場づくりや安全を目指した地域の活性化、受益と負担の均衡や世代間の調和がとれ

た社会保障、文化と宗教の多様性、国際平和、国際経済格差の是正と国際協力などを

探究する学習を行い、その解決に向けて、各人がどのように主体的に関わっていくか

を考えるという構成が考えられる。 

 

○ なお、「公共（仮称）」においては、教科目標の実現を見通した上で、キャリア教

育の観点から、特別活動のホームルーム活動などと連携し、インターンシップの事前

・事後の学習との関連を図ることなどを通して、経済、法、情報発信などの主体とし

て社会に参画する力を育む中核的機能を担うことが求められる。また、家族・家庭、
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生涯の生活の設計や消費生活等に関する個人を起点とした自立した主体となる力を

育む家庭科、情報リテラシーを扱う情報科、個人の安全指導を行う保健体育科及び、

横断的・総合的な学習や探究的な学習を行う総合的な学習の時間などと連携を図り、

効果的な学習が行われるよう留意することが求められる。 

 

○ 新選択科目「倫理（仮称）」では、この科目で育む資質・能力として、人間として

の在り方生き方についての見方・考え方を用いて、①古今東西の知的蓄積を通して、

現代の諸課題を捉え、より深く思索するために必要な概念や理論の理解とともに、諸

資料から、人間としての在り方生き方に関わる情報を効果的に収集する・読み取る・

まとめる技能を身に付けさせること、②他者と共によりよく生きる自己の生き方につ

いてより深く思索する力や、現代の倫理的諸課題を解決するために概念や理論を活用

し、論理的に思考し、思索を深め、説明したり対話したりする力を育成すること、③

人間としての在り方生き方に関わる事象や課題について主体的に調べたり分かろう

としたりする態度を育成すること。また、現代の倫理的諸課題を見出し、その解決に

向けて他者と協働して意欲的に考察・構想し、説明・対話することを通して、他者や

社会と積極的に関わりながらよりよく生きる自己を形成しようとする態度を育成す

ること。その上で、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される、現代社会

に生きる人間としての在り方生き方についてのより深い自覚などを育成することと

整理した。 

 

○ そのために、新選択科目「倫理（仮称）」では、共通必履修科目「公共（仮称）」

で習得した個人が判断するための手掛かりとなる考え方を基盤とし、古今東西の幅広

い知的蓄積を通してより深く思索するための概念や理論を理解し、それらを活用して

現代の倫理的課題を探究するとともに、人間としての在り方生き方についてより深く

自覚し、人格の完成に向けて自己の生き方の確立を図り、他者と共に生きる主体を育

む「倫理」に発展させる。そのために、先哲の思想を個別に取り上げ学ぶのではなく、

原典を読み倫理的諸価値について時代を超えた様々な先哲による考え方を手掛かり

にして哲学に関わる対話的手法も活用して「考える倫理」が行われるようにすること

が考えられる。 

 

○ 新選択科目「政治・経済（仮称）」では、この科目で育む資質・能力として、社会

の在り方についての見方・考え方を用いて、①正解が一つに定まらない、現実社会の

複雑な諸課題の解決に向けて探究するために必要な概念や理論の理解とともに、政治

や経済などに関わる諸資料から、現実社会の諸課題の解決に必要な情報を効果的に収

集する・読み取る・まとめる技能を身に付けさせること、②国家及び社会の形成者と

して必要な選択・判断の基準となる概念等を活用して、社会に見られる複雑な課題を

把握し、説明するとともに、身に付けた判断基準を根拠に解決の在り方を構想する力

や、構想したことの妥当性や効果、実現可能性などを踏まえて議論し、合意形成や社

会形成に向かう力を育成すること、③社会の在り方に関わる事象や課題について主体

的に調べたり分かろうとしたりする態度を育成すること。またや、現実社会の諸課題
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を見出し、その解決に向けて他者と協働して意欲的に考察・構想し、説明・議論する

ことを通して社会に参画し、よりよい社会を形成していく態度を育成すること。その

上で、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される、自国を愛しその平和と

繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し各国民が協力し合うことの大切さにつ

いてのより深い自覚などを育成することと整理した。 

 

○ そのために、新選択科目「政治・経済（仮称）」では、小・中学校社会科で身に付

けた現代社会の見方・考え方や共通必履修科目「公共（仮称）」で身に付けた人間と

社会の在り方についての見方・考え方を基盤に、「公共（仮称）」で習得した選択・

判断するための手掛かりとなる概念等を活用し、政治と経済の特質を総合的・一体的

に捉えるとともに、グローバルな視点をより重視して現代日本の政治や経済の諸課題

や国際社会における日本の役割など、正解が一つに定まらない現実社会の諸課題を協

働して探究し、国家及び社会の形成に、より積極的な役割を果たす主体を育む「政治

・経済」に発展させることが考えられる。 

 

○ なお、これらの高等学校の地理歴史科や公民科の各科目において、特に、人間とし

ての在り方生き方や、社会の在り方に関わって取り上げる事象については、多様な見

方・考え方ができることから、生徒の考えが深まるよう様々な見解を提示することな

どが求められる。その際、特定の事柄を強調しすぎたり、一面的な見解を十分な配慮

なく取り上げたりするなど、特定の見方・考え方に偏った取扱いにより、生徒が多面

的・多角的に考察し、事実を客観的に捉え、公正に判断することを妨げることのない

よう留意するとともに、客観的かつ公正な資料に基づいて指導するよう留意すること

が必要である。 

 

（２）資質・能力の整理と学習過程の在り方を踏まえた教育内容の構造化 

 

○  社会科、地理歴史科、公民科の内容については、三つの柱に沿った資質・能力や学

習過程の在り方を踏まえて、それらの趣旨を実現すべく、次の二点から教育内容を改

めて構造化することが求められる。 

 

○ 視点の第一は、社会科における内容の枠組みや対象に基づいた構造化である。小学

校社会科では、中学校社会科の分野別構造とは異なり、社会的事象を総合的に捉える

内容として構成されている。そのため教師は、指導している内容が社会科全体におい

てどのような位置付けにあるか、中学校社会科とどのようにつながるかといったこと

を意識しづらいという点が課題として指摘されている。小学校社会科の特質を生かし

つつも、時間的（歴史的）にも空間的（地理的）にも、あるいは相互関係的にも捉え

る中学校社会科の分野別の内容との接続が見えるようにするためには、①地理的環境

と人々の生活、②歴史と人々の生活、③現代社会の仕組みや働きと人々の生活という

三つの枠組みに位置付ける整理が考えられる。また、①、②は空間的な広がりを念頭

に地域、日本、世界と、③は社会的事象について経済・産業、政治及び国際関係と、
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対象を区分する整理も考えられる。 

 

○ 視点の第二は、社会的な見方・考え方に基づいた構造化である。社会的な見方・考

え方は社会的事象等を見たり考えたりする際の視点や方法であり、時間、空間、相互

関係などの視点に着目して事実等に関する知識を習得し、それらを比較、関連付けな

どして考察・構想し、特色や意味、理論などの概念等に関する知識を身に付けるため

に必要となるものである。このことを踏まえて、学習指導要領の内容について、例え

ば社会的な見方・考え方と具体的な事実等に関する知識や概念等に関する知識との関

係を構造化することが考えられる。  

 

（３）現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直し 

 

○ 社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて構想する力を養うためには、現

行学習指導要領において充実された伝統・文化等に関する様々な理解を引き続き深

め、児童生徒が生きる現在及び将来の社会の変化を見据え、その課題について指導す

ることが必要である。将来の予測が困難な時代であるが、グローバル化、持続可能な

社会の構築、情報化等による産業構造の変化など将来につながる現代的な諸課題を踏

まえた教育内容の見直しを図ることが必要である。 

 

（グローバル化への対応） 

○ グローバル化する国際社会を主体的に生きるための資質・能力の育成の視点から、

日本と世界の生活・文化の多様性の理解や、地球規模の諸課題や地域的な諸課題の解

決について、例えば、日本固有の領土について地理的な側面や国際的な関係に着目し

て考えるなど、時間的・空間的など多様な視点から考察する力を身に付けていくこと

が求められる。 

 

○ 小学校社会科においては、地方公共団体が行う国際化への対応を取り上げること

や、世界との関係に目を向けて我が国の歴史的事象の理解を図ることなど、世界の国

々との関わりへの関心を高めるよう教育内容を見直すことなどが考えられる。 

 

○ 中学校社会科歴史的分野では、高等学校地理歴史科に新必履修科目「歴史総合（仮

称）」が設置されることを受け、我が国の歴史事象に直接関わる世界の歴史に加え、

間接的な影響を与えた世界の歴史の学習を充実させ、より広い視野を持って、我が国

の歴史の理解を促すことが考えられる。そのために、例えば、世界で行われていた異

なる文化との接触や交流が日本に影響を及ぼしていることに着目して、ムスリム商人

の活動をはじめとした交流などを取り上げることなどが考えられる。 

 

（持続可能な社会の形成への対応） 

○ グローバル化への対応の観点も含め、持続可能な社会づくりの視点が一層大切にな

っている。そのため、例えば、中学校社会科地理的分野においては、引き続き「世界
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の諸地域」の学習においてその地理的な認識を深めることを重視し、その際、国境を

越えた地球規模の課題等を主題として取り上げ、持続可能な社会づくりの視点を生か

した学習を充実させることなどが考えられる。 

 

（情報化の進展等による産業構造の変化への対応） 

○ 前回の学習指導要領の改訂においては、知識基盤社会の時代に対応した改訂が行わ

れた。前回の改訂以降、この知識基盤社会の流れはますます加速しており、社会が変

化し、それに伴い産業構造の変化が生じている。例えば情報化の進展は、地理的・空

間的な制約を軽減させている。また、ネットワークの発達は世界的な情報量の増大を

起こしており、そこに、ＩｏＴ、ビッグデータ、人工知能などと結び付き、付加価値

を生み出す新しい産業や社会が創出されつつある。 

   このため、情報化など知識基盤社会化による産業や社会の構造的な変化やその中で

の起業に関する取扱いについて、例えばそれらを支える投資等による資金調達を含め

た金融の働きについての取扱いを充実させることが考えられる。 

 

（防災・安全教育への対応） 

○  未曾有の大災害となった東日本大震災を含め多くの自然災害が発生する我が国では、

災害に備え、災害を乗り越えるために、防災教育を含む安全教育の充実が求められて

いる。例えば、小学校社会科においては、自然災害時における地方公共団体の働きや、

地域の人々の工夫・努力、地理的・歴史的観点を踏まえた自然災害の状況、防災情報

に基づく適切な行動の在り方等に関する指導の充実が考えられる。また、中学校社会

科では、地理的分野において地域社会における安全、防災上の災害要因や事故防止の

理解、空間情報に基づく危険の予測に関する指導の充実が、公民的分野において安全

・安心な社会づくりや、防災情報の発信・活用に関する指導の充実が、また、高等学

校地理歴史科の必履修科目「地理総合（仮称）」や、高等学校公民科の必履修科目「公

共（仮称）」においては、防災、防災関係制度も含め安心・安全な地域づくりへの参

画など現代的課題等の理解に関する指導を行うことが考えられる。これらの教育内容

は、我が国の国土において発生する自然災害を対象とすることから、日本の地形や気

候の特色、海に囲まれ多くの島々から構成される我が国の国土の様子を理解する学習

の充実も求められる。 

  

（選挙権年齢の１８歳への引き下げに伴う政治参加等への対応） 

○ 選挙権年齢が１８歳に引き下げられることも踏まえ、高等学校公民科の学びにつな

がるよう、小学校や中学校における政治や社会に積極的に参画する資質・能力の一層

の育成が求められている。例えば、小学校社会科において、引き続き我が国の政治の

仕組みや日本国憲法に関する学習を重視するとともに、地方公共団体の働きや選挙の

意味などについての充実を図るなど政治に関する教育内容を見直すことなどが考え

られる。中学校社会科では、歴史的分野の学習においては、例えば、民主政治の来歴

や人権思想の広がりなどに着目して、古代ギリシャ・ローマの社会やアメリカ合衆国

建国における自由や平等への動きなどを取り上げ参政権の扱いを充実させること、公
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民的分野の学習において政治参加の扱いを充実させることなどが考えられる。 

 

○ 更に、１８歳での選挙権の行使の前提として、政治的主体のみならず、消費者とし

ての性格を含め経済的主体を育む高等学校公民科「公共（仮称）」につながるよう、

税や財政、社会保障、金融や労働といった経済的な側面を持つ課題に対する理解、そ

のよりよい姿や対応を求める思考力・判断力・表現力等やそれらの課題の解決に積極

的に関わろうとする態度等について、関係機関等と連携するなどして教育活動の一層

の充実を図ることが求められる。 

 

 

４ 学習・指導の改善・充実や教材の充実 

 

（１）特別支援教育の充実、個に応じた学習の充実 

 

○ 児童生徒の資質・能力の育成を目指し、教科等の目標を達成するために、十分な学

びが実現できるよう、学習課程で考えられる「困難さの状態」に対する「配慮の意図」

と「手立て」を示していくことが大切である。 

 

○  例えば、地図等の資料から必要な情報を見付け出したり、読み取ったりすることが

困難な場合には、読み取りやすくするために、地図等の情報を拡大したり、見る範囲

を限定したり、掲載されている情報を精選して、視点を明確にするなどの配慮が考え

られる。 

 

○ また、社会的事象等に興味・関心が持てない場合には、その社会的事象等の意味を

理解しやすくするため、社会の動きと身近な生活がつながっていることを実感できる

よう、特別活動などとの関連付けなどを通じて、実際的な体験を取り入れ、学習の順

序を分かりやすく説明し、安心して学習できるよう配慮が考えられる。 

 

○ 学習過程における動機付けの場面において学習問題に気付くことが難しい場合に

は、社会的事象等を読み取りやすくするために、写真などの資料や発問を工夫するこ

と、また、方向付けの場面において、予想を立てることが困難な場合には、見通しが

持てるよう事実を短冊に示し、学習順序を考えられるようにすること、そして、情報

収集や考察、まとめの場面において、どの観点で考えるのか難しい場合には、ヒント

が記入されているワークシートを作成することなどの配慮が考えられる。 

 

（２）「深い学び」、「対話的な学び」、「主体的な学び」に向けた学習・指導の改善・

充実 

 

○ アクティブ・ラーニングでは、「深い学びの過程」、「対話的な学びの過程」、「主

体的な学びの過程」の実現が大切であり、「～法」、「～型」といった特定の学習活
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動や学習スタイルの固定化や普及を求めているものではなく、指導方法の不断の見直

し、改善を求めていることを踏まえることが大切である。 

 

○  深い学びの過程の実現のためには、社会的な見方・考え方を用いた考察、構想や、

説明、議論等の学習活動が組み込まれた課題解決的な学習の充実が不可欠である。具

体的には、教科・科目及び分野の特質に根ざした追究の視点と、それを生かした学習

課題（問い）の設定、諸資料等を基にした多面的・多角的な考察、社会に見られる課

題の解決に向けた広い視野からの構想（選択・判断）、論理的な説明、合意形成や社

会参画を視野に入れながらの議論などを通し、主として用語・語句などを含めた個別

の事実等に関する知識のみならず、主として社会的事象等の特色や意味、理論などを

含めた社会の中で汎用的に使うことのできる概念等に関わる知識を獲得するように

学習を設計することが考えられる。 

 

○ 対話的な学びの過程の実現については、特に小学校社会科においては「学び合い」、

「関わり合い」等の言葉で実践的に研究され、学習過程を通した様々な学習場面で充

実が図られてきており、そのよさを踏襲していくことが求められる。また、実社会で

働く人々が連携・協働して社会に見られる課題を解決している姿を調べたり、実社会

の人々の話を聞いたりする活動も一定の広がりを見せており、中学校社会科、高等学

校地理歴史科、公民科においてもその特質に応じてそれぞれ今後の一層の充実を期待

するところである。その一方で、話合いの指導が十分に行われずグループによる活動

が優先し内容が深まらないといった課題が指摘されるところであり、深い学びとの関

わりに留意し、その改善を図ることが考えられる。 

 

○ 主体的な学びの過程の実現については、児童生徒が学習課題を把握しその解決への

見通しを持つことが求められる。そのためには、動機付けとして学習対象に対する関

心や課題意識を持つようにすることが、方向付けとして仮説や学習計画を立てたり調

査方法や追究方法の吟味をしたりすることがそれぞれ考えられる。また、学習したこ

とを振り返って、学んだことの意味や意義に気付いたり新たな課題（問い）を持った

り、学んだことを社会生活に生かそうとしたりすることも主体的な学びにつながると

考えられる。そのためには、単元等を通した学習過程の中で、学習内容・活動に応じ

た振り返りの場面を設定し、児童生徒の表現を促すようにすることなどが考えられ

る。 

 

○ また、主体的な学びや対話的な学びの過程で、ＩＣＴを活用することも効果的であ

ると考えられる。例えば、児童生徒の興味・関心に基づきインターネット等を用いて

情報を収集する活動や、大型ディスプレイなどを用いて調べたり考えたりしたことを

発表したり、互いの情報を交流したりする活動等が考えられる。 

 

（３）教材の在り方 
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○ ３．で述べた資質・能力の育成に向けた教育内容の改善・充実のためには、教材の

在り方を見直すことが必要である。 

 

○ 小学校社会科においては、資質・能力を段階的に育成していく観点から、これまで

第４学年から配布されていた「教科用図書 地図」を第３学年から配布するようにし、

社会的事象の見方・考え方の育成やグローバル化への対応を図っていくことなどが求

められる。 

 

  ○ また、高等学校地理歴史科の歴史系科目では、教材で扱われる用語が膨大になって

いることが指摘されていることから、歴史用語について、研究者と教員との対話を通

じ、社会的事象の歴史的な見方・考え方を踏まえて、概念等に関する知識を明確化す

るなどして構造化して精選することが求められる。 

 

○ なお、新必履修科目では諸資料を適切に活用する技能の育成、選択科目で技能を一

層高め多様な資料から考察・表現する学習などが求められていることから、歴史を多

面的・多角的に考察するための適切な題材を学校で活用できるよう、大学等の研究成

果の提供などが期待される。 

 

○ 地理系科目においては、地理情報システムの指導に関わり、コンピュータ等の機器

やそれを用いる環境、教材ソフト等の導入の遅れが、教員の経験不足とともに、実践

上の大きな障壁となりうると考えられる。そこで、教育現場におけるＧＩＳ活用を普

及するための環境整備、広報等が必要であり、活用可能なデータ情報の一元的整理・

活用などが求められる。 

 

 

５ 必要な条件整備等について 

 

○ 社会科、地理歴史科、公民科において、２．で述べた資質・能力の育成を図るため

には、外部人材や関係諸機関、博物館や資料館、図書館などとの連携、教員研修など

の条件整備が考えられる。 

 

○ 教科の内容に関係する専門家や関係諸機関等との連携・協働も、社会との関わりを

意識した課題解決的な学習活動を充実させるために重要である。例えば小学校社会科

においては、地域の人々の安全や健康な生活、良好な生活環境を守るための諸活動に

関わる人々、伝統と文化や自然などの地域の資源を保護・活用している人々、産業に

従事する人々、政治の働きに関わる関係諸機関など、実社会で働く人々と連携した学

習が大切である。中学校社会科、高等学校地理歴史科、公民科においても同様であり、

教科・科目及び分野の特質や学習内容等に応じた専門家や関係諸機関と、連携・協働

することが考えられる。また、博物館や資料館、図書館などの公共施設を活用するこ

とも引き続き大切である。 
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○ また、教員を対象にした研修の充実も求められる。「論点整理」で示されたアクテ

ィブ・ラーニングについては、特定の学習活動や学習スタイルの固定化や普及を求め

ているものではなく、指導方法の不断の見直し、改善を求めていることから、小中高

等学校の各段階において研修を深めていく必要がある。その際、社会との関わりを意

識した課題解決的な学習活動を重視する観点からは、専門家等を活用した研修を工夫

していくことが考えられる。 

     特に、新たに科目の構成が見直される高等学校の地理歴史科、公民科においては、

教育委員会、教育センター等はもとより、各学校においても、社会科、地理歴史科、

公民科を通して育成すべき資質・能力を踏まえて養われる社会的な見方・考え方の捉

え方についての周知、地理歴史科、公民科の共通必履修科目及び選択科目で育成すべ

き資質・能力及びそれぞれの教科・科目の目標や内容の周知とともに、それを実現す

るための授業設計の在り方等についての研修を深めることが考えられる。 
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。
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り
、
試
行
錯
誤
し
、
失
敗
の
リ

ス
ク
も
引
き
受
け
な
が
ら
自
分
た
ち
で
や
り
き
る
過
程
を
重

視
す
る
。

•
自
ら
探
究
プ
ロ
セ
ス
を
回
し
、
質
の
高
い
深
い
探
究
活
動
を

行
う
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
あ
ら

か
じ
め
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

•
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
挑
戦
す
る
こ
と
の
意
義
等

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
探
究
に

取
り
組
む
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

•
研
究
倫
理
等
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
。

基
礎
の
習
得
段
階
の
必
要
性

探
究
の
手
法
に

つ
い
て
学
ぶ

研
究
倫
理
に

つ
い
て
学
ぶ

教
員
の
指
導
の
も
と
、
研

究
の
進
め
方
や
分
析
の

手
法
を
考
え
、
選
択
し
た

課
題
等
の
研
究
を
実
施

す
る

校 内 等 で 成 果 を 発 表 す る

基
礎
で
学
ん

だ
こ
と
を
用
い

て
、
自
ら
課
題

を
設
定
し
、
探

究
活
動
を
実

施
す
る
。

校
内
・
校
外
に
お

い
て
探
究
の
成
果

を
発
表
す
る
。

大
学
・
企
業
等

か
ら
の
支
援

探
究
を
深
め
る
段
階
の
考
え
方

プ
ロ
セ
ス
の
例

実
施
段
階

基
礎
段
階

5
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５
．
実
施
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
（
案
）

探
究
の
テ
ー
マ
の
設
定
等
に
係
る
考
え
方

生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
主
体
的
に
テ
ー
マ
を
設
定
さ
せ
る
（
自
由
な
発
想
と
実
現
可

能
性
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
つ
つ
適
宜
示
唆
等
を
与
え
る
こ
と
は
必
要
。
テ
ー
マ
例
を
示
し

て
選
択
さ
せ
る
こ
と
や
、
先
輩
が
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
）

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
幅
広
い
分
野
か
ら
選
択
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
が
、
手
法
に
つ
い
て

は
、
数
学
及
び
理
科
に
係
る
も
の
と
す
る
。

先
行
研
究
に
係
る
考
え
方

先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
に
可
能
な
範
囲
で
求
め
、
そ
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
（
図
書
館
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
等
）
。

評
価
の
考
え
方

探
究
し
た
結
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
成
果
に
お
け
る
新
た
な
知
見
の
有
無
や
価
値
よ
り

も
、
探
究
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
先
に
掲
げ
た
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
か

ど
う
か
や
探
究
プ
ロ
セ
ス
を
メ
タ
認
知
で
き
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

評
価
に
際
し
て
は
、
研
究
報
告
書
や
発
表
の
内
容
の
ほ
か
に
、
研
究
に
お
け
る
生
徒
の

創
造
的
な
思
考
や
研
究
の
過
程
に
お
け
る
態
度
を
重
視
し
た
り
、
発
表
会
に
お
け
る
生

徒
の
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
多
様
な
方
法
を
用
い
る
。

6
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評
価
の
観
点

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

理
数
探
究
( 仮
称
)
探
究
的
な
活
動
を
自
ら
遂
行
す
る
た
め
の
知
識
及

び
技
能
や
，
研
究
倫
理
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
知

識
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
多
角
的
，
複
合
的
な
視
点
で
事
象
を
と
ら
え
，

科
学
的
・
数
学
的
な
課
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
多
様
な
価
値
観
や
感
性
を
有
す
る
人
々
と
の

議
論
や
探
究
的
な
学
習
を
通
し
て
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を
も
っ
て
科

学
的
・
数
学
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
り
，
新
た
な
価

値
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的
に
挑
戦
し
た
り
し
よ

う
と
す
る
。

・
科
学
的
，
数
学
的
な
課
題
や
事
象
に
徹
底
的
に

向
き
合
い
考
え
抜
こ
う
と
す
る
。

・
問
題
解
決
の
過
程
に
お
い
て
，
見
通
し
を
立
て
た

り
振
り
返
っ
た
り
し
て
主
体
的
に
探
究
を
行
お
う
と

す
る
。

7

６
．
評
価
の
観
点
（
案
）
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７
．
指
導
の
視
点
（
例
）
①

①
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
教

科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
角
的
、
複
合
的
な
視
点

で
事
象
を
と
ら
え
（
総
合
性
）
、

常
に
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
様
々
な
視
点
か
ら
社
会
事
象
や
自
然
事
象
等
を
観
察
し
、
そ

の
中
で
得
た
様
々
な
気
付
き
か
ら
疑
問
を
形
成
さ
せ
る
。

各
科
目
の
内
容
の
ほ
か
、
先
端
科
学
や
学
際
的
領
域
の
内
容
か
ら
も
テ
ー
マ
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
等
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

テ
ー
マ
の
選
択
に
先
立
ち
、
他
の
教
科
や
基
礎
段
階
の
学
び
を
通
し
て
、
様
々
な
視
点
を
提

示
し
、
視
野
を
広
げ
さ
せ
る
。

基
礎
段
階
で
は
、
現
在
や
過
去
の
研
究
者
の
研
究
に
対
す
る
姿
勢
や
考
え
方
、
発
想
法
、

テ
ー
マ
に
た
ど
り
着
い
た
経
緯
や
新
た
な
知
見
を
得
る
ま
で
の
試
行
錯
誤
な
ど
を
紹
介
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
探
究
に
対
す
る
視
点
の
持
ち
方
や
研
究
す
る
意
義
等
に
つ
い
て
理
解
を
促

す
。

8
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７
．
指
導
の
視
点
（
例
）
②

②
科
学
的
な
見
方
・
考
え
方
や
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を

豊
か
な
発
想
で
活
用
し
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら

（
融
合
性
）
、

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
数
学
や
理
科
に
お
け
る
既
習
の
手
法
の
ほ

か
、
設
定
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
主
体
的
に
学
び
身
に
付
け
る
手
法
も
含
め
、
数
学

及
び
理
科
の
手
法
を
幅
広
く
と
ら
え
て
指
導
す
る
（
必
ず
し
も
高
校
段
階
で
履
修
す
る
も
の
に

限
る
必
要
は
な
い
。
）
。

課
題
の
内
容
と
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
手
法
は
様
々
な
組
み
合
わ
せ
が
あ
り
得
る
こ
と
に

気
付
か
せ
る
。

科
学
的
、
数
学
的
な
手
法
に
よ
り
探
究
が
可
能
な
課
題
と
し
て
設
定
（
課
題
化
）
さ
せ
る
。

身
に
付
け
た
手
法
を
適
用
で
き
る
課
題
を
探
す
よ
う
な
順
序
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

教
員
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
探
究
の
実
現
可
能
性
を
考
慮
し
て
指
導
を
行
う
。 9
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７
．
指
導
の
視
点
（
例
）
③

③
探
究
的
な
学
習
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
（
手
立
て
）

10

仮
説
の
設
定
、
実
験
の
計
画
、
実
験
に
よ
る
検
証
、
実
験
デ
ー
タ
の
分
析
・
解
釈
、
推
論
な

ど
の
方
法
を
用
い
て
探
究
を
行
わ
せ
、
科
学
的
、
数
学
的
に
探
究
す
る
能
力
と
態
度
を
育

成
を
図
る
。

探
究
の
途
中
で
、
生
徒
同
士
で
互
い
の
探
究
の
内
容
等
に
つ
い
て
議
論
し
、
協
議
す
る
場

を
設
け
、
自
ら
の
探
究
の
在
り
方
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
を
設
け
る
。

仮
説
的
推
論
の
繰
り
返
し
を
重
視
し
、
一
つ
の
手
法
や
考
え
方
に
拘
泥
す
る
の
で
は
な
く
、

振
り
返
り
と
見
通
し
を
繰
り
返
し
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
解
決
し
よ
う
と
考
え
る
姿
勢
を
身
に

付
け
る
よ
う
促
す
。

生
命
倫
理
、
情
報
倫
理
等
を
含
む
研
究
倫
理
に
留
意
し
て
探
究
を
進
め
る
よ
う
指
導
す
る
。

大
学
や
企
業
等
の
外
部
の
協
力
を
得
て
、
探
究
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
助
言
等
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
。
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７
．
指
導
の
視
点
（
例
）
④

④
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
粘
り
強
く
挑
戦
す
る
力
の

基
礎
を
培
う
（
挑
戦
性
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
発
）

11

研
究
の
成
果
は
、
観
察
、
実
験
な
ど
の
結
果
を
単
に
記
述
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
自
身

が
課
題
を
解
決
す
る
過
程
を
表
し
た
研
究
報
告
書
を
作
成
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

研
究
報
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
の
目
的
、
方
法
、
結
果
、
考
察
、
結
論
、
参
考

文
献
な
ど
の
必
要
事
項
を
含
む
よ
う
に
指
導
し
、
研
究
報
告
書
の
作
成
を
通
し
て
、
論
理
的

な
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
の
育
成
を
図
る
よ
う
に
す
る
。

研
究
発
表
会
な
ど
発
表
を
行
う
機
会
を
設
け
て
、
発
表
に
よ
り
表
現
力
を
高
め
た
り
、
互
い

の
研
究
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
っ
て
理
解
を
深
め
、
研
究
の
達
成
感
を
も
た
せ
る
。

発
表
会
等
に
お
い
て
は
、
大
学
や
企
業
等
の
外
部
の
者
か
ら
の
指
摘
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
す
る
。
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探
求
の
手
法
を

学
ぶ

探
究
の
一
連
の

流
れ
の
体
験

成
果
を
ま
と
め

発
表
す
る
経
験

知
的
好
奇
心
を

も
っ
て
事
象
に
接

し
て
課
題
を
設
定

探
究
の
主
体
的

な
実
施

校
内
外
で
の
成

果
の
発
表

探
究
を
深
め
る
段
階

基
礎
の
習
得
段
階

８
．
新
科
目
に
係
る
全
体
像

他
者
と
の
議
論
等

を
通
じ
て
多
面
的

に
思
考
す
る
力

探
究
に

係
る
知

識
・
技
能

知
的
好
奇
心
を

持
っ
て
事
象
に
接

し
、
課
題
を
見
出

し
設
定
す
る
力

高
等
学
校
に
お
け
る
評
価
の
視
点
（
考
え
ら
れ
る
例
）

・
本
質
を
見
抜
き
、
批
判
的
に
と
ら
え

る
思
考
力
と
感
覚

・
複
雑
な
事
象
か
ら
で
も
必
要
な
情

報
を
抽
出
し
、
定
量
化
で
き
る
力

・
複
雑
な
対
象
の
理
解
や
課
題
解
決

に
向
け
た
高
度
な
認
識
力
、
分
析

力
、
判
断
力

・
既
知
の
事
柄
を
一
般
化
し
た
り
類

推
し
た
り
し
て
、
新
し
い
局
面
を
切

り
開
く
力

・
多
面
的
な
視
点
か
ら
考
察
し
、
総

合
的
な
判
断
を
下
す
力

・
物
事
を
簡
潔
に
表
現
し
、
的
確
に

説
明
す
る
力

・
未
知
の
問
題
に
積
極
的
に
立
ち
向

か
い
、
冷
静
に
分
析
し
対
処
し
て

い
く
態
度

高
大
接
続
の
場

面
に
お
け
る
適

切
な
評
価

必
要
と
考
え
ら
れ

る
諸
条
件

学
校
全
体
と
し

て
の
指
導
体
制

の
整
備

生
徒
が
取
り
組

む
探
究
活
動
に

必
要
な
経
費
の

確
保

基
本
的
な
観

察
・
実
験
設
備

の
整
備

大
学
・
企
業
等

と
の
連
携
協
力

体
制
の
構
築

（
出
典
）
日
本
学
術
会
議
「
大
学
教
育
の
分
野
別
質
保

障
の
た
め
の
教
育
課
程
編
成
上
の
参
照
基
準
」

数
理
科
学
分
野
、
生
物
学
分
野
、
地
球
惑
星
科

学
分
野

探
究
の
プ
ロ

セ
ス
を
主
体

的
に
行
う
力

大
学
で
の
学
び

果
敢
に

挑
戦
す

る
態
度

12

教
員
の
指
導
力

の
育
成
（
養
成
・

研
修
）

適
切
な
教
材
の

提
供
、
指
導
事

例
の
共
有
化
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13

９
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
難
易
度
等
の
設
定
に
つ
い
て

生
徒
の
到
達
度
の
イ
メ
ー
ジ

進
路
先
の
イ
メ
ー
ジ

○
自
ら
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
一
貫
し
て
実
施
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
探
究
の
プ
ロ

セ
ス
を
メ
タ
認
知
で
き
る
生
徒
。

○
高
等
学
校
卒
業
後
に
、
大
学
・
大
学
院
等
に
進
学
し
、
主
と
し
て
数
学
や
理
科
の
分
野
に
お
け

る
研
究
に
向
け
た
学
習
を
継
続
す
る
意
思
を
有
す
る
生
徒
。

※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
に
際
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
学
校
や
生
徒
の
状
況
に
応
じ

て
、
科
目
を
開
設
し
、
履
修
を
認
め
る
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。

※
特
に
分
野
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
探
究
的
な
学
習
等
を
行
う
も
の
と
し
て
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
。

理
数
探
究
（
仮
称
）
は
、
選
択
科
目
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
到
達
度
を
想
定
す
る
と
と
も

に
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
方
向
性
に
進
む
こ
と
を
想
定
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
、
難

易
度
等
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。
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１
０
．
諸
条
件
の
整
備
に
つ
い
て
①

指
導
体
制

数
学
及
び
理
科
の
教
員
を
中
心
に
全
校
的
な
指
導
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
。

探
究
を
深
め
る
段
階
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
４
０
人
の
生
徒
に
対
し
複
数
の
教
員
で
対

応
す
る
体
制
が
必
要
。

教
員
の
指
導
力
の
育
成

探
究
を
指
導
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導
法
等
を
、
教
員
研
修
等
を
通
じ
て
習
得
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
（
研
修
の
企
画
・
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の

指
導
法
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
）
。

養
成
段
階
に
お
い
て
も
、
探
究
的
な
学
習
を
指
導
す
る
た
め
の
能
力
の
育
成
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
。

14

教
材
、
指
導
事
例
集
等

基
礎
を
習
得
す
る
段
階
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
や
手
法
等
に
つ
い
て

教
科
書
等
適
切
な
教
材
を
用
い
て
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
。

指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
化
で
き
る
よ
う
指
導
事
例
の
収
集
・
紹
介
を
行
う
こ
と
が
必
要
。
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１
０
．
諸
条
件
の
整
備
に
つ
い
て
②

必
要
経
費
の
確
保

生
徒
た
ち
が
探
究
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
物
品
等
（
書
籍
、
試
料
、
実
験
器
具
等
）
の

購
入
に
係
る
費
用
を
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
。

外
部
と
の
連
携
協
力
体
制

生
徒
が
探
究
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
大
学
や
研
究
機
関
、
企
業
等
か
ら
の
助
言
等
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。

学
校
の
立
地
等
に
よ
っ
て
直
接
的
に
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
遠
隔
に
よ
る
支
援
等
を
行
う
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

15

環
境
整
備

理
科
室
や
実
験
器
具
等
、
探
究
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
施
設
・
設
備
等
を
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
。

調
査
を
し
た
り
、
デ
ー
タ
を
分
析
・
処
理
し
た
り
す
る
た
め
の

IC
T環
境
の
整
備
が
必
要
。
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16

１
１
．
新
科
目
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
（
案
）

教
科

科
目

○
各
学
科
に
共
通
す
る
科
目

○
主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て

開
設
さ
れ
る
科
目

※
専
門
学
科
「
理
数
科
」
に
お
け
る
開
設
科
目

理
数
探
究
（
仮
称
）
（
３
～
６
）

理
数
探
究
基
礎
（
仮
称
）
（
１
）

理
数
数
学
Ⅰ
、
理
数
数
学
Ⅱ

理
数
物
理
、
理
数
化
学
、
理
数
生
物
、

理
数
地
学

※
主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
科
目
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
「
理
数
」
の
「
課
題
研
究
」
は
廃
止
す
る
。

「
理
数
」

理
数
探
究
（
仮
称
）
（
２
～
５
）

（
案
の
１
）

（
案
の
２
）

※
「
理
数
探
究
基
礎
」
の
学
習
内
容
を
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
他

の
教
科
・
科
目
に
お
い
て
十
分
に
習
得
し
て
い
る
場
合
に
は
、
「
理
数
探

究
」
の
み
を
履
修
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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参
考
：
名
称
の
考
え
方
①

○
現
在
の
教
科
「
理
数
」
の
用
語
の
意
味

→
理
科
と
数
学
を
対
象
と
す
る
教
科
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

○
「
数
理
」
と
い
う
文
言
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て

・
数
学
を
用
い
て
探
究
的
な
学
習
を
行
う
こ
と
が
明
確
に
示
せ
る
一
方
、
数
学
の
科
目
と

解
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

・
教
科
「
理
数
」
と
の
違
い
の
説
明
が
困
難
。

「
理
数
」
と
「
数
理
」

17

「
数
理
」
よ
り
も
、

「
理
数
」
の
方
が
、

科
目
の
内
容
等

に
つ
い
て
誤
解
を

生
じ
さ
せ
ず
、
適

当
で
は
な
い
か
。

○
辞
書
に
お
け
る
説
明

「
数
理
」

・
数
学
の
理
論
。
俗
に
、
算
数
・
計
算
の
こ
と
（
広
辞
苑
）

・
数
学
の
理
論
。
計
算
の
方
法
。
（
大
辞
林
）

・
数
学
の
理
論
。
計
算
な
ど
、
数
的
な
方
面
。
（
明
鏡
国
語
辞
典
）

「
理
数
」

・
理
科
と
数
学
（
広
辞
苑
）
（
大
辞
林
）
（
明
鏡
国
語
辞
典
）
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参
考
：
名
称
の
考
え
方
②

「
探
究
」
と
「
研
究
」

○
辞
書
に
お
け
る
説
明

「
探
究
」

・
物
事
の
真
の
姿
を
さ
ぐ
っ
て
見
き
わ
め
る
こ
と
（
広
辞
苑
）

・
物
事
の
真
相
・
価
値
・
在
り
方
な
ど
を
深
く
考
え
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
（
大
辞
林
）

・
物
事
の
真
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、
見
き
わ
め
よ
う
と
す
る
こ
と
。
（
明
鏡
国
語
辞
典
）

「
探
究
学
習
」

・
探
究
の
過
程
（
観
察
、
分
類
、
測
定
、
伝
達
、
予
測
等
）
に
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
探
究
能
力

(観
察
能
力
、
分
類
能
力
等

)、
科
学
概
念
、
望
ま
し
い
態
度
の
育
成
を
ね
ら

う
も
の
（
新
教
育
学
大
辞
典
）

「
研
究
」

・
よ
く
調
べ
考
え
て
真
理
を
き
わ
め
る
こ
と
（
広
辞
苑
）

・
物
事
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
り
調
べ
た
り
し
て
真
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
（
大
辞
林
）

・
物
事
を
学
問
的
に
深
く
調
べ
た
り
考
え
た
り
し
て
、
事
実
や
理
論
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
内
容
（
明
鏡
国
語
辞
典
）

新
科
目
で
は
、
①
成

果
の
質
よ
り
も
、
学

習
の
過
程
を
重
視

す
る
こ
と
、
②
学
習

活
動
と
し
て
の
性
格

が
明
確
に
な
る
こ
と

か
ら
、
「
探
究
」
と
い

う
文
言
の
方
が
適

当
で
は
な
い
か
。

18

○
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
用
例

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
「
物
理
」
に
お
い
て
は
、
「
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中

か
ら
物
理
学
的
な
立
場
で
問
題
を
見
い
だ
し
、
観
察
、
実
験
を
中
心
に
科
学
の
方
法

を
適
用
し
な
が
ら
問
題
を
解
決
し
て
い
く
と
い
う
探
究
の
過
程
を
た
ど
ら
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
科
学
の
方
法
を
習
得
さ
せ
、
物
理
学
的
に
探
究
す
る
能
力
や
態
度
を
育
て

る
」
と
し
て
い
る
。
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1 

高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の在り方に 

関する特別チームにおけるとりまとめ（案） 

 

１．現行学習指導要領の成果と課題 

○ 現行の学習指導要領においては、児童生徒が「確かな学力」を身に付けられるよう、学

級やグループで話し合い発表し合うなどの言語活動や、総合的な学習の時間や各教科にお

ける探究的な学習等が重視されており、各学校において真摯な取組が行われている。 

○ ２０１２年の「ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）」（義務教育修了段階の生

徒を対象）においては、数学的リテラシー、科学的リテラシー、読解力の３分野すべてに

おいて、平均点が比較可能な調査回以降、最も高くなっているという成果が見られるとこ

ろである。 

○ 一方、算数・数学及び理科を学ぶ楽しさやこれらを学習する意義等に対する児童・生徒

の認識については、諸外国と比べ肯定的な回答の割合が少なく、さらに学校段階が上がる

ことに低下していく傾向にあり、憂慮される状況にある。 

○ 探究的な学習は、学習に対する興味・関心・意欲の向上をはじめ、知識・技能の着実な

習得や思考力・判断力・表現力等の育成に有効であると考えられ、高等学校の数学及び理

科の分野における探究的な学習を中核に据えた探究的科目として、「数学活用」及び「理

科課題研究」が設定されているが、大学入学者選抜における評価がほとんど行われないこ

とや、指導のノウハウが教員間に共有されていないことなどもあって、高等学校における

授業の開設率が極めて低い状況にある。 

○ このような状況の中、スーパー・サイエンス・ハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受けて

いる高等学校（平成２８年４月時点で２００校）においては、数学・理科にわたる探究的

科目を「課題研究」などの学校設定科目として設定し重点的に取り組んでおり、指導のノ

ウハウが確立しつつあるとともに、科学技術に関する学習意欲や未知の事柄に対する興味

の向上、大学・大学院への高い進学率等の面で効果がみられている。 

○ 教育課程企画特別部会の「論点整理」においては、ＳＳＨにおける「課題研究」等の取

組の成果を踏まえつつ、このような取組を他の高等学校にも普及していく観点から、「数

理横断的なテーマに徹底的に向き合い考え抜く力を育成するため、大学入学者選抜の改革

や「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」に向けた動きも踏まえつつ、数学と理科の

知識や技能を総合的に活用して主体的な探究活動を行う新たな選択科目」の設置を検討す

ることとされたところである。 

○ 本特別チームにおいては、教育課程企画特別部会の「論点整理」を受けて、数学・理科

にわたる探究的科目の在り方について検討し、以下のように取りまとめたものである。 

 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ３ ０ 日 
教 育 課 程 部 会 

高等学校の数学・理科にわたる 
探 究 的 科 目 の 在 り 方 に 
関 す る 特 別 チ ー ム 

資 料 １ 
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2 

２．育成すべき資質・能力、科目の構造、評価の在り方等 

（１）新科目の基本原理について 

○ 新科目の創設に当たっては、当該科目を通じてどのような資質・能力を身に付けさ

せるかという科目目標、そのための学習対象、用いる視点、学習手段などの基本原理

を明確にする必要がある。 

○ 数学・理科にわたる探究的科目については、ＳＳＨで行われている「課題研究」等

と同様、将来、学術研究を通じた知の創出をもたらすことができる人材の育成を目指

し、そのための基礎的な資質・能力を身に付けることができる科目となることが期待

されている。このため、今後の学術研究に求められる方向性を十分に踏まえたものと

することが重要である。 

○ 現在、我が国は様々な課題に直面しており、これらの解決手段としてイノベーショ

ンに大きな期待が寄せられているが、そのためには「学術研究による知の創出が基盤

であり、それが充実して初めて経済的価値ないし社会的・公共的価値を含むイノベー

ションが可能となる」1 。このような学術研究を担う研究者には、深い知的好奇心や

自発的な研究態度、自ら課題を発見したり未知のものに挑戦したりする態度が必要と

される。また、革新的な価値は、多様な学問分野の知の統合により生まれることが多

く、従来の慣習や常識にとらわれない柔軟な思考と斬新な発想によってもたらされる

ものである。 

○ このような観点から、本特別チームにおいては、アイディアの創発、挑戦性、総合

性や融合性等の視点を重視しつつ新科目の基本原理について検討し、以下のとおり整

理したところである。 

 

（新科目の基本原理） 

①  様々な事象に対して知的好奇心を持つとともに、教科・科目の枠にとらわれない

多角的、複合的な視点で事象を捉え、 

②  数学的な見方・考え方や理科における見方・考え方を豊かな発想で活用したり、

組み合わせたりしながら、 

 ③ 探究的な学習を行うことを通じて、 

 ④ 新たな価値の創造に向けて粘り強く挑戦する力の基礎を培う。 

                                            
1 科学技術・学術審議会学術分科会「学術研究の総合的な推進方策について（最終報告）」（平成 27 年 1 月 27 日）。ま

た、同報告では、学術研究が「国力の源」としての役割を果たしていくために、「独創的な探究力により新たな知の開

拓に挑戦すること（挑戦性）」、「細分化された知を俯瞰し総合的な観点から捉えること（総合性）」、「異分野の研

究者や国内外の様々な関係者との連携・協働によって、新たな学問領域を生み出すこと（融合性）」、「世界に通用す

る卓越性を獲得したり新しい研究枠組みを提唱したりして、世界に貢献すること（国際性）」が強く要請されている。 
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3 

 

（２）育成すべき資質・能力について 

  ○ 上記（１）の新科目の基本原理を踏まえつつ、新科目において育成すべき資質・

能力について、「知識や技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう

力、人間性等」の３つの柱に沿ってさらに詳細に検討し、資料１のとおり取りまと

めた。 

 ○ その骨子は以下のとおりであるが、検討の過程においては、知的好奇心を常に抱

いて身の回りの事象に接することや研究倫理についての理解についての重要性を指

摘する意見が多く出されたところである。 

 

（知識や技能） 

    ・ 探究の過程全体を自ら遂行するために必要な知識・技能及び研究倫理にかかわ

る基本的な知識 

（思考力・判断力・表現力等） 

  ・ 教科の枠にとらわれない、多角的・多面的、複合的な視点で事象を捉え、科学

的、数学的な課題として設定することができる力 

  ・ 探究を通じて課題を解決するために、多様な価値観や感性を有する人々との議

論や協働ができるとともに、探究の過程全体を自ら遂行することができる力 

（学びに向かう力、人間性等） 

  ・ 様々な事象に対して知的好奇心をもって科学的、数学的に捉えようとしたり、

新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦したりしようとする態度 

  ・ 科学的、数学的な課題や事象に徹底的に向き合い考え抜いて行動する態度 

  ・ 適宜見通しを立てたり、学習内容を振り返ったりするとともに、新たな疑問を

抱き、次につなげようとする態度。 

 

（３）資質・能力を育むための学習内容、学習過程、科目構造等の在り方について 

○ 上記（２）に掲げる資質・能力を育成していくためには、学習内容、学習過程、科

目構造等を適切に設定することが求められる。 

○ これらの内容について、ＳＳＨにおける実践の状況等も踏まえつつ検討した結果、

新科目においては、生徒が探究の過程全体（資料２）を自ら遂行できるようになるこ
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とを目指し、その基礎を学ぶ段階と、それを活用しつつ実際に探究を進める段階の２

段階で構成（資料３）することが適当であるとの結論に達したところである。 

 

（基礎を学ぶ段階） 

○ まず基礎を学ぶ段階では、探究の過程全体を自ら遂行するための知識・技能や新た

な価値の創造に向けて挑戦することについての意義、研究倫理等についての基本的な

知識、主体的に探究に取り組む態度等を学ぶようにすべきである。 

○ このため、現在や過去の研究者の研究に対する姿勢や考え方、発想法、テーマにた

どり着いた経緯、新たな知見を得るまでの研究過程（試行錯誤等）、新たな知見の成

果（世の中に与えた影響等）などを紹介することを通して、探究に対する視点の持ち

方や探究する意義等について理解を促すことが必要である。 

○ また、教科書等の適切な教材を用いた教員による指導のもと、探究の過程を体験す

ることを通じて、探究の手法や流れについて理解できるようにすることが重要である。 

 

（探究を進める段階） 

○ 探究を進める段階においては、基礎で身に付けた資質・能力を活用して探究の過程

全体を自ら遂行し、結果を取りまとめ、発表するものとする。その際、探究の成果と

しての新たな知見の有無や価値よりむしろ、探究の過程における生徒の思考や態度を

重視し、主体的に探究の過程全体をやり遂げることに重点を置くべきである。 

○ このため、生徒（又は生徒グループ）に主体的に探究のテーマ・課題を設定させる

ものとし、教員は例を示したり示唆を与えたりする程度とすることが適当である。ま

た、テーマ・課題については数学、理科に関するものに限定する必要はなく、他の教

科に関するものや学際的な領域、現実社会における事象など幅広い分野から選択する

ことを可能とするが、用いる手法については数学、理科に係るものとする。その際、

課題とそれを解決するための手法は様々な組み合わせがあり得ること、数学や理科で

既に学習した手法にとどまらず探究を進めるために新たに手法を学びつつ進めること

もあり得ることに留意する必要がある。 

○ また、先行研究の調査については、過重な負担とならないよう高校生が調査可能な

範囲（図書館、インターネット等）で行うものとし、その意義を理解させることを目

的とすべきである。 

○ 探究の過程の中で、生徒同士で互いの探究の内容等について報告、議論する場を設

け、自らの探究の在り方について振り返る機会を設けることが重要である。 
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○ 探究の成果については、観察・実験などの結果やその分析、結論を記述するだけで

なく、生徒自身が課題を解決する過程等をまとめた報告書を作成し、発表会等の場で

報告させるようにする。 

（指導に当たって留意すべき点） 

○ 常に知的好奇心を持って様々な視点から自然事象や社会事象を観察し、その中で得

た様々な気付きから疑問を形成させるようにすることが必要である。 

○ 探究の課題の設定に当たっては、生徒の主体性を尊重しつつ、科学的、数学的な手

法により探究が可能な課題となるよう適切な示唆を与えるとともに、生徒が既に身に

付けている手法を前提に、これを適用できる課題を探すような順序とならないよう留

意しつつ指導することが必要である。 

○ 探究を進める段階においては、４～５名程度のグループで探究を行うことが一般的

であると考えられるが、各学校の状況等によっては、生徒が一人で探究を行う場合も

有り得ると思われる。その場合においては、他者との協働を通じて新たな発想を得る

経験等が得られるよう、他の生徒や助言者等との意見交換や議論する場を積極的に設

けることなどに配慮することが必要である。 

○ 探究の過程においては、一つの手法や考え方に拘泥するのではなく、見通しと振り

返りを繰り返しつつ、様々な視点から解決しようと考える姿勢を身に付けさせるよう

促すことが重要である。 

○ 大学や研究機関、企業等の協力を得て、生徒や教員が、探究の進め方等について助

言等を受けることができる環境を構築することが望ましい。 

○ 報告書の作成に当たっては、探究の目的、仮説、方法、結果、分析、結論、参考文

献等の必要事項を含むよう指導するとともに、作成を通じて思考力・判断力・表現力

等の育成が図られるようにすることが必要である。 

 

（４）高等学校における評価の観点について 

○ 新科目の評価については、指導と評価の一体化を図る観点から、上記（２）に掲げ

た資質・能力の三つの柱に沿って観点を設定することが適当であり、資料４のとおり

整理したところである。これらの観点を踏まえつつ実際に評価を行う際においては、

以下の点に留意することが必要である。 

○ 探究を進める段階の評価に当たっては、探究の成果における新たな知見の有無や価

値よりも、探究の過程において上記（２）に掲げた資質・能力をどの程度身に付ける

ことができたかや、探究の過程全体を俯瞰的に捉え、自らがどの位置にいるか、どこ

で間違ったのかなどが説明できるようになっているかという点を重視すべきである。 
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○ 探究の過程における観察・実験の内容やその中で生じた疑問、それに対する自らの

思考の過程などを「探究ノート」等として記録させ、自己の成長の過程を認識できる

ようにするとともに、評価の場面でも用いることが重要である。 

○ 「探究ノート」等を通じて生徒の独創的な思考や探究の過程における態度を評価す

るほか、報告書や発表の内容、発表会における生徒による相互評価や自己評価を取り

入れるなど、多様な評価方法を用いるとともに、複数の教員による複合的な視点で評

価することが必要である。 

 

（５）科目の位置付け、単位数等について 

○ 現在、数学と理科にまたがる内容の教科としては「理数」が設定されているところ

である。このため、「数学・理科にわたる探究的科目」である新科目については、教

科「理数」に位置づけた上で、「主として専門学科において開設される科目」ではな

く、「各学科に共通する科目」として設定することが適当である。 

○ 名称については、教科「理数」の科目であること、「数理」は通常数学を意味する

用語であること、結果よりも探究の過程を重視する科目であることから、「理数」及

び「探究」の用語を用いたものとすることが適当と考えられる。 

○ 科目構成については、各学校における柔軟なカリキュラム編成が可能となるよう、

基礎を学ぶ段階と探究を進める段階を分割し、「理数探究基礎（仮称）」（１単位程

度）及び「理数探究（仮称）」（２～５単位程度）の２科目で構成することとし、「理

数探究基礎（仮称）」の学習内容を「総合的な学習の時間」や他の教科・科目で十分

に習得している場合には、「理数探究（仮称）」のみの履修を認めることも考えられ

る。 

○ なお、現在主として専門学科において開設される教科である「農業」、「工業」、

「商業」、「水産」、「家庭」もしくは「情報」の各教科に属する「課題研究」、「看

護臨地実習」又は「介護総合演習」の履修をもって、「総合的な学習の時間」の履修

と同様の成果が期待できる場合においては、これらの科目の履修をもって「総合的な

学習の時間」の履修の一部又は全部に替えることができることとなっているが、「理

数探究基礎（仮称）」及び「理数探究（仮称）」についても同様の取扱いが可能とな

るよう措置されることが望まれる。 

 

３．理数探究（仮称）の質を高め、普及させるための方策について 

（１）実施に必要な体制の整備について 
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○ 新科目の実施に当たっては、数学及び理科の教員を中心に全校的な指導体制を整えるこ

とが必要である。特に探究を進める段階の指導に当たっては、１クラスの生徒に対して複

数の教員が協働して指導に当たることが不可欠である。 

○ 新科目の指導のノウハウについては、ＳＳＨ等における実践を通じて好事例が蓄積され

ていることから、これを全国で共有化できるよう国等において指導事例集の作成等、事例

の収集・紹介を行うことが必要である。 

○ 新科目を指導する教員に、教員研修等を通じて必要な指導方法等を修得させることが必

要である。その際、ＳＳＨにおける知見を十分に活用することが重要である。また、教員

養成段階においては、新科目に限らず教育課程全体を通じて探究的な学習が一層重視され

る方向性であることも踏まえ、探究的な学習を実施するための指導力を育成することが重

要である。 

○ 新科目を実施する学校においては、観察・実験を行うための施設・設備や、調査やデー

タ分析を行うためのＩＣＴ環境の整備等の条件整備が適切になされる必要がある。また、

生徒が探究を行うために必要な物品等（書籍、試料、実験器具等）の購入に関する経費を

用意することも必要である。 

○ 生徒が探究を進めるに当たって、可能な限り大学や研究機関、企業等から助言が得られ

るような体制を設けることが望ましい。また、近隣に適当な大学等が所在しない場合でも

遠隔での支援が得られるような仕組みづくりについても、国等において検討すべきである。 

 

（２）成果の評価、顕彰の仕組み 

○ 探究において優秀な成果をあげたものについては、学外で発表する機会を設けたり、顕

彰する仕組みを設けたりすることについて検討すべきである。 

○ 新科目において育成される資質・能力については、大学における学びに必要とされる資

質・能力（未知の問題に積極的に立ち向かい、冷静に分析し対処していく能力や多面的な

視点から考察し、総合的な判断を下す力など）2 と共通するものであり、また、現在検討

されている高大接続システム改革の方向性にも合致するものである。このため、今後導入

予定の「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」において、「理数探究（仮称）」の学

習成果が適切に評価3 されるとともに、個別大学における大学入学者選抜においても十分
                                            
2  日本学術会議「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準」数理科学分野、生物学分野、地球惑星

科学分野 
3 「高大接続システム改革会議「最終報告」」（平成 28 年 3 月 31 日）においては、「中央教育審議会で次期学習指導要

領での導入が検討されている「数学と理科の知識や技能を総合的に活用して主体的な探究活動を行う新たな選択科目」

（「数理探究（仮称）」）に対応する科目を出題する。その際、「数理探究（仮称）」については、失敗を繰り返し試

行錯誤しながら探究を深めていく科目であること、探究の成果については、成果物の学術研究としての質の高さではな

く、高等学校教育における学習としての質の高さが求められること、高度な知識の習得を求めるのではなく、新たな価

値の創造に向かって探究していく基盤的な能力を育む科目であることなど、中央教育審議会において議論されている科

目の在り方を踏まえて、内容を検討する。」とされている。 
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に評価されることが期待される。その際、思考力・判断力・表現力や学びに向かう力等が

十分に評価されるものとなることが求められる。 
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題
解
決

中
学
校
ま
で
に
経
験
し
た
問
題
解
決
の
手
法
や
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
を
振
り
返
り
、
こ
れ
を
情
報
社
会

の
問
題
の
発
見
と
解
決
に
適
用
し
て
、
情
報
社
会
へ
の
参
画
に
つ
い
て
考
え
る
。

ⅰ
）
中
学
校
ま
で
に
学
習
し
た
知
識
・
技
能
の
再
確
認
（
情
報
化
が
社
会
に
果
た
す
役
割
と
及
ぼ
す

影
響
、
情
報
に
関
す
る
法
・
制
度
や
マ
ナ
ー
、
情
報
モ
ラ
ル
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
）
、
問
題
発
見
・

解
決
の
手
法

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力

ⅲ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
モ
ラ

ル
な
ど
に
配
慮
し
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
現
在
の
情
報
社
会
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
、
そ
の
解
決

も
含
め
て
根
拠
を
挙
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
問
題
解
決
の
基
本
的
方
法
に
沿
っ
て
、
問
題
の
発
見
・
解

決
と
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
問
題
点
の
指
摘
に
当
た
っ
て
は
統
計
的

手
法
な
ど
を
用
い
、
問
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
情
報
技
術

を
選
択
し
効
果
的
に
活
用
す
る
よ
う
に
す
る
。

(2
) コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情

報
デ
ザ
イ
ン

情
報
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
的
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。

ⅰ
）
情
報
と
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
、
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
の
ル
ー
ル
（
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
）
、
情
報
の
信
頼
性
や
信
憑
性
、
著
作
権
な
ど
へ
の
配
慮
、
情
報
化
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化

ⅱ
）
情
報
デ
ザ
イ
ン
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
適
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力

ⅲ
）
情
報
を
吟
味
し
そ
の
価
値
を
見
極
め
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
に
配
慮
し
情
報

社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
学
校
や
部
活
動
を
紹
介
す
る

W
eb
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
、

見
や
す
く
、
使
い
や
す
く
、
内
容
が
的
確
に
伝
わ
る

W
eb
ペ
ー
ジ
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
情
報
を
整
理
し
ル
ー
ル
に
従
っ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
の
有

用
性
を
実
感
す
る
よ
う
に
す
る
。

(3
) コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
す
る
力
、
事
象
を
モ
デ
ル
化
し
て
問
題
を
発
見
し
た
り

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
モ
デ
ル
を
評
価
し
た
り
す
る
力
を
育
む
。

ⅰ
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
で
の
情
報
の
表
し
方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
情
報
が
処
理
さ
れ
る
仕
組
み
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
、
モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
、
最
適
化
の
考
え
方

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
り
、
モ
デ
ル
化
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
力

ⅲ
）
自
ら
の
情
報
活
用
を
振
り
返
り
評
価
・
改
善
し
（
見
通
し
を
も
っ
て
試
行
錯
誤
し
）
情
報
技
術
を
適

切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
や
表
計
算
ソ
フ
ト
な
ど
の
内
部
で
は
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
働
き
情
報
が
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
基
本
的
な
機
能
を
実
現
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考

え
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
最
適
化
も
行
う
よ
う
に

す
る
。

Q
：
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
爆
発
的
に
増
え
る
理
由
、
感
染
を
抑
え
る
た

め
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
関
係
す
る
変
数
が
少
な
く
そ
の
関
係
を
数
式
で
表
す
こ
と

が
で
き
る
問
題
を
扱
い
、
問
題
の
解
決
に
必
要
な
条
件
を
見
い
だ
し
そ

の
関
係
性
を
記
述
す
る
よ
う
に
す
る
。

(4
) 情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
デ
ー
タ
の
利
用

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
力
を
育
む
。

ⅰ
）
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
、
プ
ロ
ト
コ
ル
の
役
割
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
仕

組
み
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
念

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
デ
ー
タ
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力

ⅲ
）
自
ら
の
情
報
活
用
を
振
り
返
り
評
価
・
改
善
し
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と

す
る
態
度
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に
配
慮
し
て
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態

度

Q
：
「
修
学
旅
行
の
行
き
先
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

W
eb
サ
イ

ト
に
設
置
し
て
実
施
し
、
そ
の
仕
組
み
を
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、

W
eb
サ
ー
バ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
連
携
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
仕
組
み
の
概
要

を
理
解
す
る
よ
う
に
す
る
。
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項
目

資
質
・
能
力
（
指
導
内
容
の
構
造
）

学
習
活
動
（
課
題
設
定
）
の
例

(1
) 情
報
社
会
の
進
展
と
情

報
技
術

情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
歴
史
的
に
捉
え
、

AI
等
の
技
術
も
含
め
将
来
を

展
望
す
る
。

ⅰ
）
情
報
技
術
と
情
報
社
会
の
関
係
の
歴
史
的
概
観
、

AI
等
今
日
・
将
来
の
技
術
の
概
観

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力

ⅲ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会

に
主
体
的
に
参
画
し
そ
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
情
報
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
、
情
報
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な

技
術
が
現
れ
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
既
存
技
術
の
改
善
と
新
た
な
技
術
の
開
発
の
両
面
に
着

目
す
る
よ
う
に
す
る
。

(2
) コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情

報
コ
ン
テ
ン
ツ

画
像
や
音
、
動
画
を
含
む
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
た
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。

ⅰ
）
多
様
な
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
性
及
び
処
理
と
表
現
の
方
法
、
デ
ー
タ
圧
縮
の
方
法

ⅱ
）
多
様
な
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
適
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力

ⅲ
）
情
報
を
吟
味
し
そ
の
価
値
を
見
極
め
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
そ

の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
学
校
紹
介
な
ど
の
具
体
的
な
目
的
に
沿
っ
て
、
画
像
、
音
声
、
動

画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
含
む
デ
ィ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
成
し
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
閲
覧
者
の
操
作
に
対
応
す
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
を
持
た

せ
る
よ
う
に
す
る
。

(3
) 情
報
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
情
報
を
精
査
す
る
力
を
育
む
。

ⅰ
）
多
様
な
デ
ー
タ
の
特
性
及
び
処
理
と
表
現
の
方
法
、
統
計
的
手
法
の
活
用
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

分
析
方
法

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
多
様
な
デ
ー
タ
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力

ⅲ
）
情
報
を
吟
味
し
そ
の
価
値
を
見
極
め
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
そ

の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
の
販
売
計
画
は
ど
の
よ
う
に
立
て
ら
れ
て
い
る

の
か
を
考
え
、
立
案
し
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
関
係
す
る
変
数
が
多
く
、
数
式
で
表
す
こ
と
が
難
し
く
、
考

慮
す
べ
き
デ
ー
タ
も
多
い
問
題
を
扱
い
、
そ
の
分
析
方
法
を
考
え
る
よ

う
に
す
る
。

(4
) 情
報
シ
ス
テ
ム
と
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
力
を
育
む
。

ⅰ
）
複
数
の
情
報
機
器
が
協
調
し
て
働
く
シ
ス
テ
ム
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
暗
号
化
な
ど
）
、
シ
ス
テ
ム

設
計
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
適
切
か
つ
効
果
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
設
計
し
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

す
る
力

ⅲ
）
自
ら
の
情
報
活
用
を
振
り
返
り
評
価
・
改
善
し
（
見
通
し
を
も
っ
て
試
行
錯
誤
し
）
情
報
技
術
を
適

切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
そ
の
発
展
に
寄
与

し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
状
況
を
見
守
り
、
異
常
が
あ
れ
ば
遠
く

離
れ
た
子
供
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
必
要
な
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
そ

れ
を
統
合
す
る
よ
う
に
す
る
。

○
課
題
研
究

情
報
Ⅰ

(仮
称

)及
び
情
報
Ⅱ

(仮
称

)の
(1

)～
(4

)に
お
け
る
学
習
を
総
合
し
深
化
さ
せ
、
問
題
の
発

見
・
解
決
に
取
り
組
み
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
。

※
独
立
し
た
項
目
と
し
て
位
置
付
け
る
か
等
は
引
き
続
き
検
討
す
る

情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
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情報ワーキンググループとりまとめ（案） 

 

１．現行学習指導要領の成果と課題 

 ○ 近年、情報技術は急激な進展を遂げ、社会生活や日常生活に浸透し、情報機器の使い

やすさの向上も相まって、子供たちが情報を活用したり発信したりする機会が一層増大

している。その一方で、その仕組みがいわゆる「ブラックボックス化」しているととも

に、スマートフォンやＳＮＳが急速に普及しこれらの利用をめぐるトラブルなども増大

しているなど、子供たちを取り巻く環境は劇的に変化している。今後も情報技術は飛躍

的に進展し、常に新たな機器やサービスが生まれ社会に浸透していくこと、人々のあら

ゆる活動によって極めて膨大な情報（データ）が生み出され蓄積されていくことなどが

予想されるが、職業生活ばかりでなく、大学等での学修や生涯学習、家庭生活、余暇生

活など、人々のあらゆる活動においてそうした機器やサービス、情報を適切に選択・活

用していくことがもはや不可欠な社会が到来しつつある。 

 

 ○ また、今後の高度情報社会を支えるＩＴ人材の裾野を広げていくこと、そのためにプ

ログラミングや情報セキュリティに関する教育を充実していくことの重要性が、各種政

府方針等により指摘されている。 

 

 ○ 情報科は平成１１年の高等学校学習指導要領改訂によって新設されて以来、現行学習

指導要領への改訂を経て、高等学校における情報活用能力育成の中核となってきた。し

かしながら、現行の情報科については、情報の科学的な理解に関する指導が必ずしも十

分ではないのではないか、また、「情報の科学」を履修する生徒の割合は約２割となっ

ているが、情報やコンピュータに興味・関心を有する生徒の学習意欲に必ずしも応えら

れていないのではないかといった課題が指摘されている。さらに、文部科学省が実施し

た情報活用能力調査（小・中学校）において、複数のウェブページから目的に応じて特

定の情報を見つけ出し関連付けることに課題があることなどが明らかになっているが、

高等学校の生徒についても同様の傾向があるものと考えられ、情報活用能力が必ずしも

十分に育まれていないものと思われる。 

 

 ○ こうしたことを踏まえ、小・中・高等学校を通じて、情報を主体的に収集・判断・表

現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる力や情報モラル等、

情報活用能力を育む学習を一層充実するとともに、高等学校情報科については、生徒の

卒業後の進路等を問わず、情報の科学的な理解に裏打ちされた情報活用能力を育むこと

が一層重要となってきている。 

 

 

 

平成 2 8 年５月 1 8 日 

教 育 課 程 部 会 

情報ワーキンググループ 
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２．育成すべき資質･能力を踏まえた教科等目標と評価の在り方について 

（１）教科等の特質に応じ育まれる見方・考え方 

 ○ 情報科においては、従前から、コンピュータや情報社会について体系的に理解したり

操作技能を身に付けたりすることのみにとどまらず、そうしたコンピュータ等に関する

理解と技能とを基盤として、問題を発見・解決する能力や態度を育むことを目的として

きており、いわば情報技術の活用による問題の発見・解決の過程や手法そのものをも学

ぶ教科であるということが情報科の特徴であるということができる。 

  

○ したがって、情報科における問題の発見・解決は、世界の諸事象のうちある特定の分

野の事象を対象とするものではなく、各教科における学びの対象でもある社会、産業、

生活、自然等のあらゆる事象を対象とし、それらを情報科に特有の視点で捉えるととも

に、問題の発見・解決に当たって情報技術を活用していくことに特徴がある。 

 

 ○ 事象を情報科に特有の視点で捉えるとは、モデル化の手法を適用するなど、とりわけ

後にコンピュータ等の情報技術を用いた処理に適するようなアプローチで事象を見る

ことにより、複雑であったり混沌としていたりする事象を抽象化して「情報」と「複数

の情報間の結び付き」として把握することである。 

 

 ○ また、問題の発見・解決に当たって情報技術を活用していくとは、単にコンピュータ

等を活用するということではなく、情報の特性や情報技術の特性、問題発見・解決の手

法等に関する科学的な理解の基礎の上に、情報モラル等にも留意した合理的な判断に基

づいて、プログラミング、モデル化とシミュレーション、情報デザイン等の情報を扱う

方法を適切に適用することを含め、問題の発見・解決に向けた適切な情報技術の選択と

活用を探究することである。その際、解決が可能となるように問題を細分化することや、

処理を最適化することなどを含め、コンピュータ等の情報技術の特性をできる限り生か

すことを志向するとともに、見通しをもった試行錯誤と評価・改善とを重ねながら問題

の発見・解決を進めていくことが、情報科における学びの本質であると考えられる。 

 

 ○ 以上のことを要すれば、情報科において育まれる見方・考え方とは、「事象を情報と

その結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けた情報技術の適切かつ効果的な活用

（プログラミング、モデル化とシミュレーション、情報デザイン等）について考える」

ことであると考えられる。【資料 p１参照】 

 

（２）小･中･高を通じて育成すべき資質･能力の整理と、教科等目標の在り方 

 

 ○ 情報科は、小・中・高等学校の各教科等の指導を通じて行われる情報教育のいわば中

核として、小・中学校段階からの問題発見・解決や情報活用の経験の上に、情報や情報
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技術を問題の発見と解決に活用するための科学的な理解と能力を育み、ひいては、生涯

にわたって情報技術を活用し現実の問題を発見し解決していくことができる力を育む

教科と位置付けられるものである。 

 

 ○ そこで、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力、人間

性等」の三つの柱に沿って整理された小・中・高等学校の各教科等の学習を通じて全て

の生徒に育むべき情報に関わる資質・能力を踏まえると、情報科において育む資質・能

力は以下のように整理されると考えられる。 

 

 （知識・技能） 

  ・ 情報と情報技術を適切に活用するための知識と技能 

  ・ 情報と情報技術を活用して問題を発見・解決するための方法についての理解 

  ・ 情報社会の進展とそれが社会に果たす役割と及ぼす影響についての理解 

  ・ 情報に関する法・制度やマナーの意義と情報社会において個人が果たす役割や責任

についての理解 

 

 （思考力・判断力・表現力等） 

  ・ 様々な事象を情報とその結び付きの視点から捉える力 

  ・ 問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力 

  ・ 複数の情報を結び付けて新たな意味を見いだす力 

 

 （学びに向かう力、人間性等） 

  ・ 情報を多角的・多面的に吟味しその価値を見極めていこうとする態度 

  ・ 自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする態度 

  ・ 情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする態度 

  ・ 情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しようとする態度 

 

 ○ これを踏まえ、以下を整理して情報科の教科目標として掲げることが考えられる。 

  ・ 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深

め技能を習得させるとともに、情報社会と人間との関わりについての理解を深める 

  ・ 問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を育てる 

  ・ 情報を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しよ

うとする態度を育てる【資料 p２、３参照】 

 

 ○ なお、先に述べたように、情報科において育む資質・能力は、小・中学校段階からの

問題発見・解決や情報活用の経験の上に育まれるものであり、小・中学校においてはこ

れらの学習活動の一層の充実が図られようとしている。特に、文字入力をはじめとする

コンピュータ等情報機器の基本的な操作技能については、小・中・高等学校における各

教科等の学習を豊かにしていく上でも欠くことのできないものとして、発達の段階を踏
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まえつつ早い段階でひととおり習得されることとなるが、基本的な操作技能を身に付け

ないまま高等学校に進学した生徒に対しては、各教科・科目等において個別に指導して

いくことが必要である。 

 

 ○ また、情報活用能力については従前から目標の３観点が示されているが、これは、主

として情報活用能力を育むための指導内容や学習活動を具体的にイメージしやすくし

指導を充実させることに寄与してきた。今後、「三つの柱」による資質・能力の視点を

踏まえることにより、育むべき資質・能力と関わらせながら具体的な指導内容や学習活

動が一層イメージしやすくなるものと考えられる。【資料 p４参照】 

 

（３）資質･能力を育む学習過程の在り方 

 ○ 情報科の学習は、社会、産業、生活、自然等の種々の事象の中から問題を発見し、プ

ログラムを作成・実行したりシミュレーションを実行したりするなど、情報技術を活用

して問題の解決に向けた探究を行うという過程を通して展開される。実際の学習過程に

は多様なものがあると考えられるが、一例としては、次のようなプロセスが考えられる。 

  ①社会等の事象の中からの問題の発見（モデル化や統計的手法等を活用） 

  ②情報の収集・分析による問題の明確化、解決の方向性の決定 

  ③合理的判断に基づく解決方法の選択、手順の策定や基本設計 

  ④情報技術の適用・実行 

  ⑤得られた結果を社会等の問題に適用して有効に機能するか等についての検討 

  （これらのプロセスに並行して、情報や情報技術等に関する知識の習得を行う。） 

 

 ○ その際、社会等の事象の中から問題を発見し、その問題の解決に向けて、抽象化され

た「情報」を「情報技術」によって取扱い、自らの情報活用を振り返り社会等の問題に

適用して有効に機能するか等についての評価・改善を行うというように、現実世界との

つながりや関連を意識しながら展開されることが重要である。また、プログラムや作品

の制作やシミュレーションはもちろんのこと、統計的分析、記録の活用（自らの学びの

振り返り）等においてもＩＣＴを効果的に活用して学習効果を高めるとともに、情報技

術の特性等について実感をもって理解できるようにすることが重要である。さらに、４．

（２）において後述するように、調査、分析、制作、評価等を協働して行うことも重要

である。【資料 p５参照】 

 

（４）「目標に準拠した評価」に向けた評価の観点の在り方 

 ○ 観点別学習状況の評価の観点は、教科の目標と表裏一体の関係にあることから、情報

科においても、評価の観点の在り方は、育む資質・能力と一貫性をもったものとするこ

とが求められ、今回の改訂の趣旨を踏まえ、次のような観点を設定することが考えられ

る。 
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○ 知識・技能（何を知っているか、何ができるか）については、従来の観点「知識・

理解」と「技能」を「知識・技能」と改め、情報と情報技術を問題の発見・解決に活

用するための知識と技能を身に付け、情報化の進展する社会の特質及びそのような社

会と人間との関わりについて理解しているかについて評価することが考えられる。 

 

○ 思考力・判断力・表現力等（知っていること・できることをどう使うか）について

は、従来の観点と同様に「思考・判断・表現」とし、事象を情報とその結び付きの視

点から捉え、問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用しているか

を評価することが考えられる。 

 

○ 学びに向かう力、人間性等（どのように社会・世界と関わりよりよい人生を送るか）

については、従来の観点「関心・意欲・態度」を「主体的に学習に取り組む態度」と

改め、情報社会との関わりについて考えながら、問題の発見・解決に向けて主体的に

情報及び情報技術を活用し、自ら評価し改善しようとしているかを評価することが考

えられる。【資料 p６参照】 

 

３．資質･能力の育成に向けた教育内容の改善･充実 

（１）科目構成の見直し 

 ○ 「論点整理」を踏まえ、現行の「社会と情報」及び「情報の科学」の２科目からの選

択必履修を改め、問題の発見・解決に向けて、事象を情報とその結び付きの視点から捉

え、情報技術を適切かつ効果的に活用する力を全ての生徒に育む共通必履修科目として

の「情報Ⅰ（仮称）」を設けるとともに、「情報Ⅰ（仮称）」において培った基礎の上

に、問題の発見・解決に向けて、情報システムや多様なデータを適切かつ効果的に活用

する力や情報コンテンツを創造する力を育む選択科目としての「情報Ⅱ（仮称）」を設

けることが適当である。 

 

（２）資質･能力の整理と学習過程の在り方を踏まえた教育内容の構造化 

 ○ 情報科においては、学習過程は２．（３）で述べたように多様なものが考えられるが、

２．（２）で述べたように資質・能力を明確に示すことによって、教員は具体的にどの

ような指導を行えばよいのかをよりイメージしやすくなるものと考えられる。そのた

め、教育内容については、情報科で育成する資質・能力を、後述するように情報技術と

情報を扱う方法にしたがって整理し、それぞれの教育内容を更に資質・能力の「三つの

柱」に沿って構造化することが適当である。 

 

 ○ 具体的には、「情報Ⅰ（仮称）」、「情報Ⅱ（仮称）」とも、コンピュータや情報シ

ステムの基本的な仕組みと活用に関する内容、コミュニケーションのための情報技術の
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活用に関する内容、データを活用するための情報技術の活用に関する内容で構成するこ

ととし、加えて、科目の導入段階においては、情報化が進展する社会や情報社会と人間

との関わりなどについて考えさせるとともに、それぞれの科目においてどのような情報

技術や情報を扱う方法について学んでいくのかを概観させ、学びへの意欲と見通しとを

持たせるようにすることが適当である。 

 

（３）現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直し 

 ○ 「論点整理」において、情報科については、情報の科学的な理解に裏打ちされた情報

活用能力を育むとともに、情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための科学的

な考え方等を育むことが求められている。そのため、具体的には、コンピュータについ

ての本質的な理解に資する学習活動としてのプログラミングや、より科学的な理解に基

づく情報セキュリティに関する学習活動などを充実する必要がある。また、統計的な手

法の活用も含め、情報技術を用いた問題発見・解決の手法や過程に関する学習を充実す

る必要がある。その際、特に「情報Ⅰ（仮称）」に関しては全ての生徒が学ぶという共

通性と、情報技術を活用しながら問題の発見・解決に向けて探究するという学習過程を

重視することとを踏まえ、取り扱う内容について、これからの社会を生きる上で真に必

要なものであり、生徒にとって過重とならないよう十分に配慮する必要がある。 

 

 ○ 以上を踏まえると、「情報Ⅰ（仮称）」においては、プログラミング及びモデル化と

シミュレーション、ネットワーク（ネットワークに関連して情報セキュリティを扱う）

とデータベースの基礎といった基本的な情報技術と情報を扱う方法とを扱うとともに、

情報コンテンツの制作・発信の基礎となる情報デザインを扱うこととし、「情報社会の

問題解決」、「コミュニケーションと情報デザイン」、「コンピュータとプログラミン

グ」及び「情報通信ネットワークとデータの利用」の４項目で構成することが適当であ

る。 

 

 ○ また、「情報Ⅱ（仮称）」においては、情報システム、ビッグデータやより多様な情

報コンテンツを扱うとともに、情報技術の発展の経緯と情報社会の進展との関わり、さ

らにＡＩやＩｏＴ等の技術と今日あるいは将来の社会との関わりについても考えさせ

ることとし、「情報社会の進展と情報技術」、「コミュニケーションと情報コンテンツ」、

「情報とデータサイエンス」及び「情報システムとプログラミング」の４項目で構成す

ることが適当である。併せて、「情報Ⅰ（仮称）」及び「情報Ⅱ（仮称）」の学習を総

合し深化させ、問題の発見・解決に取り組み、新たな価値を創造する課題研究に取り組

ませることも有意義であると考えられることから、その位置付け等について検討が必要

である。 

 

 ○ プログラミングに関しては、中学校技術・家庭科（技術分野）においても充実させる

方向で検討されており、情報科の内容の検討に当たっては、学習内容の適切な接続・連
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携により学習に広がりや深まりが生まれるよう留意する必要がある。また、計画・設計、

プログラムの制作、評価・改善などの各プロセスにおいて生徒が協働して取り組むなど

「深い学び」につながる学習活動が展開されるよう、その内容が検討される必要がある。

さらに、小学校段階におけるプログラミング体験や学校外におけるプログラミングに関

する学習機会の充実に向けての検討や、企業、ＮＰＯ等における種々の取組がなされて

いることを踏まえ、これらの動向も考慮して検討する必要がある。 

 

 ○ なお、情報技術は今後とも急激に進展すると予想され、授業で扱う具体例などについ

ては、情報技術の進展に対応して適宜見直していくことが必要である。【資料 p７～９

参照】 

 

４．学習･指導の充実や教材の充実 

（１）特別支援教育の充実、個に応じた学習の充実 

 

 （特別支援教育の充実） 

 ○ 情報科の学習においてはＩＣＴの活用は欠くことのできないものであり、個々の生徒

の見えにくさや聞こえにくさ、動作の困難さ、読むことの困難さ等に対応して、コンピ

ュータ等からの情報の取得や操作等が確実に行えるよう、支援技術を適切に用いる等の

配慮が必要である。具体的には次のような配慮が考えられる。 

  ・ コンピュータの画面が見えにくい場合には、情報を的確に取得できるよう、生徒の

見え方に応じて、文字等を拡大したり、フォントを変更したり、文字と背景の色やコ

ントラストを調整したりするなどの配慮をする 

  ・ コンピュータ等の発する音が聞こえにくい場合には、情報を的確に取得できるよう、

音の代わりに光や振動、画面上の表示で伝えたり、スピーカーを適切な位置に設置し

たりするなどの配慮をする 

  ・キーボードによる文字入力やマウス操作等の動作に困難がある場合には、コンピュー

タ等の操作が可能となるよう、ジョイスティックその他の代替の入力手段を使えるよ

うにするなどの配慮をする 

  ・ コンピュータの画面上の文字を目で追って読むことに困難がある場合には、どこを

読んでいるのかが分かるよう、データの形式等に応じて可能なかたちで、読んでいる

箇所をハイライト表示や反転表示するなどの配慮をする 

・ 学習に集中したり継続したりすることが難しい場合には、見通しをもって学習に集

中できるよう、学習環境を整理・整頓する、活動の手順を視覚化して明示する、ス

モールステップで学習を展開できるようにするなどの配慮をする 

・ 生徒が自ら計画を立てたり設計したりすることが難しい場合には、生徒が学習に取

り組みやすくなるよう、あらかじめ用意した計画や設計から生徒が選択したり、一

部を改良する課題を与えるなど、段階的な指導を行うなどの配慮をする 
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 （個に応じた学習の充実） 

 ○ また、個に応じた学習を進める上でも、ＩＣＴを適切に活用することが有効である。

試行錯誤して制作したプログラムが正常に動作したり、コンテンツを作り上げたりする

などにより、生徒が達成感や自己の成長を味わうことができるような課題や、身近で具

体的な課題など、生徒が意欲と関心を持って学習に取り組める課題を与えることが重要

である。他方で、プログラミングやコンテンツ制作等において優れた能力を発揮したり、

強い興味・関心を有する生徒、コンピュータ等の操作技能に秀でている生徒などに対し

ては、授業の内容を踏まえた上でより進んだプログラムやコンテンツの制作に主体的に

取り組ませたり、学校外も含め、多様な学習機会を提供したり外部検定を活用したりす

ることにより、その能力や興味・関心を一層伸ばすようにすることが大切である。 

 

（２）「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」の充実 

 ○ 「深い学び」とは、学習過程において「見方・考え方」を働かせ、それを成長させな

がら資質・能力を獲得していくような学びであるから、情報科においては、具体的な問

題の発見・解決に取り組むことを通して、日常生活においてそうした問題の発見・解決

を行っていることを認識し、その過程や方法を意識して考えるとともに、その過程にお

ける情報技術の適切かつ効果的な活用を探究していくことが、「見方・考え方」を働か

せ成長させることにつながっていく。それとともに、情報技術を活用し、具体的にはプ

ログラムやコンテンツの制作等に当たって、試行錯誤してその目的を達成することによ

り、情報や情報技術等に関する概念化された知識、問題の発見・解決に情報技術を活用

する力や情報社会との適切な関わりについて考え主体的に参画しようとする態度など

といった資質・能力を獲得することができる「深い学び」になっていくと考えられ、例

えば、次のような学びを展開していくことが考えられる。 

・ 「学校を紹介するＷｅｂページを誰にとっても読みやすいように留意して作成す

る」、「修学旅行の行き先についてのＷｅｂアンケートを実施する」といった、具体

的かつ生徒に身近な問題を設定しその解決に取り組むことを通して、問題解決の過程

や方法に着目する 

・ 試行錯誤しながらプログラムを制作することなどを通して、アルゴリズム、情報デ

ザイン、データの扱い方等についての知識を相互に働かせ、具体的な問題を解決する 

等 

 

 ○ 「対話的な学び」とは、他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広

げ深めていくような学びであるから、情報科においては、生徒が協働して問題の発見・

解決に取り組み情報技術のより効果的な活用を志向し探究したり、実社会の人々と関わ

るなどして現実の問題解決に情報技術を活用することの有効性を実感したりすること

などが考えられ、例えば、次のような学びを展開していくことが考えられる。 

・ 問題を発見し明確化する過程において生徒同士でデータを根拠とした話合いを行

101



 

9 

 

い、より合理的な視点から吟味する、役割を分担し協働してプログラムやコンテンツ

の制作に取り組む、各自が作成したプログラム等について、どのような工夫がされて

いるかなど互いに評価し合うなど、生徒が協働して問題の発見・解決に取り組む 

・ 産業の現場で情報システムを開発している人々やそれらを活用している人々と関わ

ることを通して、情報技術が現実の問題の解決に有効に活用されていることを実感を

もって理解する 等 

 

 ○ 「主体的な学び」とは、積極的に学習に取り組むことだけでなく、自らの学びを振り

返って、次の学びに主体的に取り組む学びであるから、情報科においては、見通しをも

って試行錯誤することを通して自らの情報活用を振り返り、評価・改善して、次の問題

解決に取り組むことや、生徒に達成感を味わわせ学習に取り組む意欲を高めたりするこ

となどが考えられ、例えば、次のような学びを展開していくことが考えられる。 

・ プログラムの命令やシミュレーションの条件等を変更することでどのように結果が

変化するかといったことを考えながら試行錯誤し、それを振り返って、どのように改

善すればよいかを考える 

・ スモールステップで学習を展開するなどにより、生徒が身近な問題を着実に解決す

ることを通して、生徒に達成感を味わわせ学習意欲を高めたり、個々の興味・関心や

能力・適性に応じてより進んだ課題に取り組ませたりする 等 【資料 p１０参照】 

 

（３）教材の在り方 

 ○ 情報科の教材（教科書を含む。）については、いたずらに細かなあるいは高度な知識

を身に付けさせるのではなく、生徒が問題の発見・解決に向けて情報技術を積極的に活

用し主体的・協働的に学習を進めることができるものが適当である。その上で、生徒の

興味・関心等に応じて、より進んだ学習も含め、主体的に学習を深めていくこともでき

るよう配慮されたものであることが望まれる。 

 

 ○ また、プログラムの制作・実行環境や、情報セキュリティに関する学習を安全に行え

る擬似的な環境などについては、情報科の趣旨を踏まえた授業の実施に適したアプリケ

ーション等が開発され提供されることが必要であり、そのため、国や教育委員会と民間

等との連携によりそれらの開発・提供が促進される必要がある。さらに、民間独自の良

質な教材や学校外の教育プログラムなども開発されており、そうした教材や教育プログ

ラムとの連携を図るとともに、一層良質な教材等が開発されるよう促していくことも必

要である。なお、プログラミング言語については、具体的な学習活動や設定される課題、

生徒の実情等も踏まえつつ、プログラミングを通してコンピュータの基本原理等を理解

する上で効果的なものを各学校において選択することが適当である。 
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５．必要な条件整備等について 

 （他の教科等との連携（カリキュラム・マネジメント）） 

 ○ 中学校の関連する教科等との縦の連携については、例えば、技術・家庭科（技術分野）

におけるプログラミングの経験や、各教科等の学習における問題の発見・解決等の経験

等を踏まえて情報科における課題設定や学習活動を検討すること等に配慮する必要が

ある。特に，技術・家庭科（技術分野）との連携においては、３．（３）において述べ

たように、学習内容や活動が適切につながるとともに、広がり、深まっていいくよう配

慮する必要がある。 

 

 ○ また、高等学校の他教科等との横の連携については、例えば、数学科における統計に

関する内容や公民科における現代社会の諸課題に関する内容の指導との関連、芸術科

（美術）におけるデザインや映像メディア表現に関する学習活動との関連等に留意する

必要がある。さらに、特に「情報Ⅰ（仮称）」については、この科目で学習する問題の

発見・解決の手法は各教科等における問題解決的な学習活動の基盤ともなるものである

こと、生徒が将来の進路を選択する前に情報分野の一端に触れることが望まれることか

ら、その履修時期等についても留意することが望まれる。 

 

○ プログラミング等の学習活動に当たっては、グループ等での協働的な学習が望まれ

るが、担当教員が一人で学級全体の取組の状況を把握し、適時的確な指導を行うには困

難な面がある。学習活動の必要に応じて、複数の教師による指導を行ったり、外部人材

のサポートを得たりするなど、必要な人的資源を効果的に組み合わせ活用していく必要

がある。 

 

 （情報科担当教員の指導力向上） 

 ○ 文部科学省の調査によれば、共通教科情報科の担当教員の約３割が免許外教科担任と

なっているが、今後、情報科の指導を充実していく上で、こうした状況を改善していく

必要がある。各都道府県教育委員会等においては、情報科免許状を有する者を計画的に

採用・配置し、あるいは現職教員の情報科免許状保有を促進するなどして、免許外教科

担任や臨時免許状による担任を解消するよう務める必要がある。また、共通必履修科目

「情報Ⅰ（仮称）」を設置するなど情報科の指導内容を充実することを踏まえ、指導内

容・方法（特にプログラミング、モデル化とシミュレーション、統計的手法の活用など）

に関する研修を充実し、情報科担当教員の専門性向上を図ることが急務であり、国にお

いても各都道府県教育委員会等における研修の充実に資する支援策を講じる必要があ

る。なお、主として専門学科において開設される各教科の情報に関する科目については、

共通教科情報科の目標・内容を踏まえたものであることから、これらの科目を担当する

教員についても同様の研修の受講機会が確保されるよう留意する必要がある。さらに関

連して、高等学校の各教科・科目等の指導におけるＩＣＴ活用を充実し、また学習にお

ける生徒のＩＣＴ活用も充実させるため、各学校においてそのリーダーとなる教員を対
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象とした研修等の充実を図る必要がある。 

 

 （ＩＣＴ環境の整備） 

 ○ 情報科における学習を充実していく上では、教育用コンピュータや高速無線ＬＡＮ等

のＩＣＴ環境整備が不可欠である。整備に当たっては、教育用コンピュータの台数ばか

りでなく、高速でインターネットに接続できる大容量のネットワーク環境その他、学習

活動の充実に必要なＩＣＴ環境全体の整備を進めることが必要である。なお、ネットワ

ークのセキュリティに関しては十分な対策を講じると同時に、それがかえって必要な学

習活動を展開する上での制約とならないよう留意する必要がある。 

 

 （大学入学者選抜） 

 ○ 大学入学者選抜において情報科の科目を出題科目とする場合は、個別の計算やアルゴ

リズム、ハードウェアに関する技術の詳細など、個別的な知識の量をいたずらに問うの

ではなく、情報科において育む資質・能力を踏まえ、情報や情報技術に関する知識が概

念化・構造化されているかであるとか、事象をモデル化して捉えたり、アルゴリズムを

表現したり、情報システムの構造を理解したりする能力を身に付けているかなど、大学

における学修に必要な能力をどの程度身に付けているかが問われるべきである。なお、

特定のアプリケーション、プログラミング言語等についての理解を必要としたり、それ

らの利活用の経験の有無等に影響されたりする出題は避けられるべきである。 
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